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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ




　スイート・フォンターナは素早く服を脱ぎ、チェックのワンピースを手にとった。

　明るい紫色と濃い赤紫色の格こう子し縞じまが、自らの髪に似合うはず……、と思って買ってきたけど、どうだろう？

　ワンピースを着ながら、頰ほおにじんわりとひろがっていく熱を感じた。

　ここは理り刀との家。そしていま、同じ部屋の中、一〇歩も離れていない場所に彼がいる。そう思うと、心臓の鼓動が徐々に速くなっていく。気持ちは、ほんわりほこほこ。暖房が効いているから、内も外もあたたかい。

　もちろん、スイートと理刀の間には一枚のシーツが張り渡されているから、互いの姿を見ることはできないようになっている。それでも、彼の視線を遮さえぎっているモノが薄い布シーツ一枚だけだと考えると、なんだか気持ちが落ち着かない。

　昨晩。理刀やキュートとリビングに集まり、おしゃべりをしていたときのこと。

　テレビで、『エコなオシャレ』という特別番組が流れていた。

　それを観みたキュートが、「エコって、とにかく節約しなきゃダメってこと？」とつぶやいたのがキッカケだった。

「ふふん、相変わらず物事の一面しか捉とらえることのできない、視野の狭いお嬢ちゃまですわね。〝エコ〟とは、〝エコロジカル〟の略ですわ」

「む。じゃあ、〝えころじかる〟ってどういう意味よ？」

「〝エコロジー〟という意味ですわ」

「だから、その〝えころじぃ〟ってなんなのよ？　オシャレとどんな関係があるのか、サッパリわかんないわ」

「確か、生態学のことだったと物の本に書いてあったのを記憶しています。ちなみに、生態学とは多種多様な生物のいろいろな生き様に関する科学のことですわ」

「なによそれ。じゃあ、『エコなオシャレ』って、〝オシャレな生き様〟って意味なの？」

　ここで理り刀とが、

「オレもくわしくは知らないけど、〝エコ〟って〝環境や地球にやさしく〟ってことをたくさんの人に意識してもらうための言葉だから、まあ、つまりそういうことだと思うよ」

　やさしい微笑ほほえみとともに、親切かつ丁寧に教えてくれた。

　このあと、いつもの流れに突入するまで一〇秒もかからなかった。

　売り言葉に買い言葉の応酬を繰り返したあと、スイートとキュートのどちらが『エコなオシャレ』をできるか、という勝負をすることになったのだ。

　そしてきょう。午前中、さっそく服を買いに出かけた。冬休みに入っているため、平日であるにもかかわらず、街は賑にぎわっていた。

　つかうお金は一万円以内と紋章に誓ったあと、理刀に案内してもらった数軒の激安衣料品店や古着屋で服を選び……。

　いま現在、こうして彼にお披露目をしようとしている。それもわざわざテレビ番組でやっていたように、カーテンに隠れて着替えるという演出まで真ま似ねて。

　でもカーテンがなかったから、部屋の壁から壁へ渡した紐ひもからシーツを下げて代わりにしている。シーツを留めているのはセンタクバサミという簡易さだ。

　すぐ横で、キュートがカチャカチャと鎧よろいのような黒服を身につけている。テーマは、〝へびめた〟とか言っていたけど、それがなんなのかスイートにはよくわからない。が、自分には自分の勝負方法やりかたがある。

　キュートは〝へびめた〟。そして自分は……、とにかく『エコなオシャレ』というテーマなど、とっくの昔に放ほうり投げている。

　スイートは、ワンピースに真っ白なジャケットを羽は織おったあと、

「ふふん、お先に失礼しますわね」

　いまだ〝へびめた〟な服をもたもたと着ているキュートへ笑みを投げた。

「きゅっ！」

　彼女はいま、どこか慌あわてた様子でトゲトゲがついた下品な肩当てをはめている。

　そんな愚妹いもうとに背をむけ、スイートはシーツを回り込み、理り刀との前に出た。

　ソファに座っていた彼が、小さく手を叩たたいてくれる。

「へぇ、そんな服を買ってたんだ。似合ってるよ」

　もうそれだけで、スイートはあたたかな気持ちになれた。

「うふふ、ありがとうございます」

　くるっと回ってみせる。

　また理刀の拍手。パチパチパチッ。

　楽しくて、嬉うれしくて、心地ここちよくて、くるくるくるっと何度も回った。スカートも、楽しげにふんわりとひろがっている。

「きゅ～、あともう少しだから……」

　シーツのむこうから、キュートの声が聞こえてきた。着慣れない〝へびめた〟な服に苦戦しているらしい。

　理刀にウインクを投げたあと、、スイートは足早にシーツの裏へ戻った。

　キュートとの体型差はほとんどない。胸囲がほんの二センチほど勝っている程度では、情けないけど差としてのアピールは難しい。だから頭をつかった。

　もう一着、買ったのだ。

　ワンピースとジャケットの組み合わせでは、〝フユ〟をテーマにした。イメージは〝雪が降り積もった山〟。

　そして、二着目のテーマは〝ナツ〟である。イメージは〝海辺の元気少女〟。

　キャミソールとミニスカートで肩と足をこれでもかと出し、理刀の心を鷲わしづかみにするという作戦だ。できるだけ素肌を隠した一着目では、彼の気持ちをリラックスさせる効果を狙ねらった。そこへ、キャミとミニスカで颯さつ爽そうと登場してみせる。

　一着目との落差で、理刀の心をガシッとつかむことができれば……。ちょっと恥ずかしいけど……。色気も胸もないから、できることは限られていて……。

　スイートは、流れるようにジャケットを脱いだ。とまらずにワンピースも。

「きゅっ、あんた、まさか……」

「二着買っても、一万円は超えていませんわよ？」

「やるわね。それでも、〝へびめた〟のパンチ力には勝てないわよ」

「ふふん、そんな悪魔のなり損そこないのようなファッションでは、わたくしの引き立て役にしかなりませんわ」

「きゅっ！　見てらっしゃい。理刀をビックリさせてやるんだから」

　〝エコ〟は今いま頃ごろ、冷えきった街のどこかで朽くち果てていることだろう。

　キュートが、黒い膝ひざ当あてをカチャカチャとはめ始めた。ゴルゴンゾラやパルメザンならまだしも、キュートにはとても似合わない衣装である。トゲトゲのついた肩当てや膝当ては、あまりに品がない。

　楽勝。

　スイートは素早くミニスカをはき、続けてブラを外した。キャミを着るからには、肩かた紐ひもの可愛かわいい下着が必要だ。準備に抜かりはない。しっかり吟味し、こっそり購入している。

　上半身だけ裸になったそのとき。

「よし、準備完了！」

　キュートが、パッと顔を輝かせた。そしてすぐさま、

「ジャジャジャ～ン、キュート・フォンターナの登場で～す」

　シーツに肩を擦らせながら、理り刀との待つ〝むこう側〟へ走り出ていく。

「あっ!?」

　スイートは思わず声をもらした。

　キュートが着けた肩当てのトゲトゲが、シーツに引っかかったのだ。それに気づかず、飛び出していくから……、シーツが引っ張られて……。

　パチバチパチバチバチッ、とシーツを紐に留めていたセンタクバサミが弾はじけ飛んだ。センタクバサミが外れれば、シーツは重力に逆らうことなく落下する。シーツが落ちれば、スイートと理刀を隔てるモノはなにもなくなって……。

　理刀が、真まっ直すぐにこちらを凝視みている。強こわ張ばった顔で、大きく目を見開いて、身動きひとつせず。

　スイートはいま、ミニスカート一枚だけ。

　上半身には、なにも着けていない。

　とっさに両手で胸を隠した。

　全身が一気に熱くなる。

　彼に見てもらいたかったのは肩と足、それから可愛い肩紐だけだったのに、〝海辺の元気少女〟がイメージだったのに、半裸を彼の目にさらしてしまうなんて……。

　胸………、間違いなく見られた。こんなに小さな胸を。自信なんてまるでない胸を。

「きゅ？」

　キュートがようやく、きょとんとした顔で振りむいた。

　愚妹を怒鳴りつけたくても、声が出てこない。

　女の子らしく悲鳴をあげたくても、舌が動かない。

「まぁ、理刀ったら、お顔が赤くなってますわよ。わたくしの両手、邪魔ですか？」と艶つやっぽくささやきながら大人おとなな嬌し態なをつくる、なんてこともできるはずがなく。

　スイートは涙を浮かべ、左右の手で小さなふくらみを隠したまま、ただただぷるぷると震えることしかできなかった。


　　　★★★



　〝ササラ姫のお婿様選考会〟やそれにともなう結婚式のドタバタも無事に終わり、仲間たちと人間界へ帰ってきてから、およそ一週間が経たったその日。

　管理人室に集まった春日かすが理り刀とたちは、いつものように毒どく舌ぜつ丸まるお手製の夕食をとった。

　丸いちゃぶ台を囲み、理刀の左手にスイート、右手にキュート、正面に毒舌丸という位置で腰を下ろしている。

　みんなで囲んでいるのは、ピリ辛の豆とう乳にゆう鍋なべだ。なぜか、串くしに刺さったままの牛スジや三角こんにゃくや味つき卵なんかも入ってたりするけど、そこはご愛敬。べつにおでんの具材が紛まぎれ込んでいてもかまわない。

　箸はしのつかい方が随分と上達したスイートとキュートが、ときどき視線をぶつけ合いながら黙もく々もくと鍋をつついている。

　スイートはいまだ、キュートがシーツを落としたことに腹を立てている。

　一方のキュートも、謝ってもへそを曲げたままの姉に対して怒りで対抗している。

　スイートが、箸でこんにゃくを突き刺した。グサッ。

　キュートが、箸で味つき卵を突き刺した。ブスッ。

　ふたりでパクリ。もぐもぐ。ジト───ッとした目でにらみ合いながら。












　口の中身を吞のみ込んだあと、キュートがぼそりとつぶやいた。

「一二回も謝ったわ」

「回数の問題ではありませんわ」

「ごめんなさい。本当に悪かったと思ってるわ……………ふん、これで一三回目よ」

「五回目あたりから、誠意がカケラも感じられません。これでは許す気にもなれませんわ」

「いつまでも怒ってるなんて、しつこいわね」

「もう怒ってなどいません。あなたの想像を絶するドジっぷりに脱力しているだけです」

　スイートとキュートが、ジト─────ッとにらみ合う。

　理り刀とは頰ほおを引きつらせたまま、そんな彼女たちを眺めている。笑って場を明るくしたいけど、うまく笑えない。

　毒どく舌ぜつ丸まるは碧へき瞳とうでお嬢様方のじゃれ合いを眺めているだけで、口を挟もうとしない。「スイートお嬢様は、どのような理由で機嫌を損そこねていらっしゃるのでしょう？」なんて質問もしない。ただ一〇分先の未来を視みながら、お嬢様たちの動きに注意を払い、ありのままの状況をうけ入れ、なお静かに食事をとり続けている。

　キュートが、空色の瞳ひとみに力を込める。

「あんたのモノ見たって、理刀だって嬉うれしくないわよ」

「んまっ、どのお口がそのような暴言を吐いているのでしょう!?」

　スイートが、チラッと理刀へ目を投げたあと、瞬またたく間に顔を紅あかくした。紅くなっているのは、怒っているせいなのか、それとも恥ずかしがっているからなのか。

　スイートの裸が、理刀の脳裏に浮かびあがってくる。

　いきなり落ちたシーツ。現れたのは、ミニスカをはいただけのスイート。上半身は裸のまま。透き通った肌。自己主張などせず、あるべきところで慎つつましやかに息づいていたふたつのふくらみ。可か憐れんで、清せい楚そで、衝撃的な姿だった。

　顔を真っ赤にしたまま、スイートが声を震わせた。

「あ、あなたのモノこそ、わたくしよりずっと貧相ではありませんか。わたくしのほうが二センチ上であること、お忘れなんじゃありませんの？」

「きゅ！　二センチがなによ」

　キュートが、ちゃぶ台の下に置かれていたマゴノテを手にとり、それでスイートの頭を搔かき始めた。カキカキ。カキカキ。しつこくカキカキ。

「ちょっと、食事中にやめて下さいません？」

　顔をしかめながらも、スイートはマゴノテをはねのけようとしない。頭を搔かれっぱなしである。

　マゴノテは、毒舌丸の愛用品だ。

　スイートの頭をひとしきりカキカキしたあと、キュートがようやくマゴノテを下ろし、座布団の後ろに置いた。

　理り刀とは、すぐに気づいた。

　スイートの頰ほおから赤みが消え、瞳ひとみがいくぶんやわらかくなっている。子どものようなマゴノテ攻撃をするキュートを見て、怒り続けていることがバカらしくなったのかもしれない。どこか呆あきれたような、噴き出したいのを堪こらえているような、そんな表情だ。

　ようやく、いつもの空気が戻ってきた。

「ったく、お子ちゃまは、いつまでたってもお子ちゃまですわね。胸もお子ちゃまサイズのままですし」

「た、たった二センチで威い張ばらないでよね！」

「ふふん、二センチの差を直視できないようなお子ちゃまの相手は、本当に疲れますわ」

「きゅっ！」

　キュートが、後ろに置いたマゴノテへ再び手を伸ばした。

　カキカキ攻撃第二弾か？　と思われたそのとき、スイートがキュートの横へ跳躍とんだ。いつの間にか、布製の巻き尺を手にしている。

「きゅ!?」

　キュートに逃げる間を与えることなく、スイートが彼女の両りよう脇わきへ腕を差し入れ、その胸囲を巻き尺で測はかり……、

「ふふん、あなたよりわたくしのほうが上だということは、この数字が示して……」

　言葉の途中で、目を見開いた。

　信じられない、といった表情で巻き尺の数字を凝視している。

　理刀は、キュートの後ろからスイートの強こわ張ばった顔を覗のぞき見た。


　　　★★★



　スイートは我が目を疑った。

　幻げん術じゆつかと思い至り、とっさに術式分解を試みた。が、なんの変化もない。それ以前に、キュートが術式を組成した気配は微み塵じんもない。瞳も空色のまま。

　キュートに負けている!?　胸囲が！　およそ一センチ！　劣っている!?　愚妹いもうとにっ!?

　キュートが身に着けている服は、毒どく舌ぜつ丸まるが用意したニットセーターだから、体にピッタリしたもので……。その下になんらかの小道具を隠しもっている様子もなくて……。

　以前に測ったときは、確かに二センチ勝っていた。それなのに……、いまは一センチ負けている。ということは、キュートが三センチも成長したという計算になる。

　幻術ではないとしたら……。

　スイートは、品がないと知りつつもキュートの胸を鷲わしづかみにした。むぎゅ！　もしかしたら、こっそり上げ底ブラを着けているのかもしれないから。

「きゅっ、ちょ、ちょっとやめてよねっ！」

　眉まゆを逆さか立だてる妹を無視して、スイートは自分の手に目を落とした。ナチュラルな感触だ。ブラの下に分厚いパッドが入っている様子もない。

　三センチも急成長した理由は？　方法は？

　視線をあげると、勝ち誇ったキュートの目とぶつかった。彼女の後ろで、理り刀とが〝やれやれ〟といった笑みを浮かべている。毒どく舌ぜつ丸まるは静かに箸はしを動かし続けているだけ。

　キュートが、ふんと息を吐き出した。

「スイートってば、びっくりしてるみたいね。どう？　あたしの胸が大きくなった理由を教えてあげましょうか？」

「……どうやったのです？」

　スイートは、どうにか言葉を絞り出した。

　キュートの瞳ひとみが、ス───ッと細くなった。まるで、獲物にトドメを刺す瞬間を前にした子ネコのように。唇には、楽しくて堪たまらない、といった笑みが張りついている。

「禁断の必殺技をつかったんだから、そう簡単に教えるわけにはいかないわ」

　ひと呼吸の間をとったあと、キュートが表情を輝かせた。が、出した言葉は明るい瞳には似合わない、かなり意地悪なもので……。

「一三回も謝らせたんだから、あんたも〝教えて下さいキュート様〟って一三回頭を下げれば、この必殺技を伝授してやってもいいわよ。ん～、そうねぇ、可哀かわい相そうだから一〇回にまけといてあげるわ」

「くっ」

　悔しい。悔しすぎる。悔しさで体中の血液が沸騰し、そのまま蒸発してしまいそう。

　キュートにむかって一〇回も頭を下げるなんて、ありえない。一回だって嫌なのに。




　夕食後。

　部屋へ戻るなり、スイートは頭上の耳を両手で押さえ、大きく息をついた。

　キュートの高笑いが耳から離れない。実際には〝高笑い〟というほど嘲わ笑らわれてはいないけど……、胸囲で妹に負けるだなんて……、精神的なダメージはあまりに甚じん大だいだ。

　約一センチ。たったの一センチ。されど一センチ。まさか、たかが一センチにここまで衝撃をうけようとは、巻き尺の目盛りを目にするその瞬間まで想像もしていなかった。

　きょうは様々なアクシデントが重なり、もはやダウン寸前だ。

　理刀に見られたことは、もう気にしていない。確かに驚いたし、恥ずかしかったけど、落ち着いて考えてみると、そんなに嫌ではなかったから。春日かすが理刀という男の子になら、構わないと思えるから。

　でも、愚妹キユートに胸の大きさで負けるのだけは堪たえられない。

　禁断の必殺技とは？　理刀と毒舌丸は、その技を知っている様子だったけど……。

　ふと目を移すと、姿見に移る自分と視線が重なった。鏡のむこうにいる、無ぶ様ざまな自分。胸囲で妹に負けた、情けない自分。

　なにか不思議な力に誘われるように、スイートはふらふらと動いた。

　クローゼットから、きちんとたたんでおいたミニタオルを二枚とり出し、丸めて、もそもそとシャツの裾すそを引っ張りあげたあと、それをブラの下に押し込んだ。右と左に一枚ずつ。よいしょ。よいしょ。

　そうやって、再び姿見へ目をむけた。

　巨乳なスイート・フォンターナが映っている。

　巨乳………、違う。純度が三〇パーセントにも満たない紛まがい物だ。

　ニセ巨乳をつくってみても虚むなしいだけ。

　またもそもそとブラの下からミニタオルを引っ張り出し、もとのようにたたんでクローゼットへ戻した。そして、ブラの位置を直しながら考える。

『道を究きわめるためには弛たゆまぬ努力が必要。よき師に巡り会えば、なおよし』

　魔導書学科講師、ルルディ・フォンターナの口癖である。二七番目の姉だ。

　胸を大きくするためには、弛まぬ努力が必要なのか？　遺伝なのでは？　姉たちの多くが豊かで美しい胸をもっているから、放ほうっておいても胸は成長してくれる？　母親の刃は哭なも、殿方の目を惹ひきまくるような胸をもっている。しかしながら、このまま座していてもキュートに差をつけられるばかりだから……。

　何事も、スタートダッシュが肝心だ。が、現段階ではキュートに先んじられている。妹の背を追って走るのは好きじゃない。好きじゃないから、すぐに抜き去らねば！

　そのためには、よき師を見つけなければならない。

　この場合、よき師とは？




　スイートは、管理人室を訪ねた。

　夕食時の痕こん跡せきがほんのわずかも残っていないちゃぶ台に、湯飲みがふたつ。スイートと毒どく舌ぜつ丸まるのお茶だ。

「単刀直入にお訊ききしますわ」

　スイートは、ちゃぶ台を挟んで座った毒舌丸を真まっ直すぐに見つめた。

　切れ長で冷たく、それでいてやわらかさを決して失わない瞳ひとみが、眼鏡めがねレンズのむこうで息づいている。

「胸を大きくする方法を教えていただきたくて、恥を忍んでここに足を運びましたの」

　スイートが言い終わるのを待っていたかのように、毒舌丸がすかさず口を開いた。

「夕食のとき、キュートお嬢様の胸囲が……」

「仰おつしやらないで」

　右手をパッと開き、スイートは彼女の言葉を遮さえぎった。

　毒どく舌ぜつ丸まるが、すぐさま唇の上と下をくっつける。

　フォンターナ家の忠実な従者へ、スイートは想おもいを伝えた。

「敗北とむき合い、それを嚙かみしめなければ成長はありませんから、夕食のときの出来事には触れないで下さい。でも、あなたのやさしいお気持ちには感謝しますわ」

「……………それでは、スイートお嬢様のご質問におこたえします」

　摩擦を感じさせることなく、毒舌丸がスムーズに話を進めてくれる。

　スイートはわずかに身をのり出し、彼女の口もとに意識を集中させた。

　毒舌丸が、スーツのポケットから平たい円柱の入れ物をとり出し、それをちゃぶ台の上に置いた。フタに書かれているのは、「万能軟なん膏こう」という魔界文字である。

「これは？」

「つい先日、魔界で発売された新製品です。術式を練り込みながら患部に塗れば、その部位にかなりの期間、魔法を定着させておくことができるという外用薬です」

「薬、ですか？　しかし、それでどうやって胸を大きくするのでしょう？」

「本来は、冷却術式や凝縮術式などを練り込み、打撲傷を冷やしたり傷口の止血をしたりする薬なのですが、これに膨張術式を練り込めば……」

「胸が大きくなる、というわけですわね？」

「仰おつしやる通りです。ですが……」

「それでは、さっそく塗って下さいな」

　いてもたってもいられないとは、まさにいまの状態のことを指すのだろう。

「この軟膏は……」

「副作用など、ないのでしょう？」

「はい、その点は問題ありません」

「でしたら、その、塗って下さいますか？　お恥ずかしながら、わたくし、膨張術式があまり得意ではありませんの」

　毒舌丸が、スイートの胸に冷たい視線を落とした。




　ぺたぺた。ぬるぬる。なでなで。

　毒舌丸が、右手でスイートの左胸を、左手で右胸をなでさする。手に「万能軟膏」をつけて、そっとやさしく。先端に触れないよう気をつかってくれながら、まんべんなく、なでなで。ぬるぬる。なでなで。ぬりぬり。な～でな～で。ぬ～るりぬ～るり。

　胸もとまでシャツをまくりあげたまま、スイートは黙って彼女の手をうけ入れた。

　なんだかくすぐったいし、むずむずするし、下腹が熱くなってくるけど、ここは我慢。寒い部屋の中だというのに顔も熱っぽくなってくるけど、とにかく我慢だ。

　毒どく舌ぜつ丸まるが、表情を動かすことなく「万能軟なん膏こう」をスイートの両胸に塗りつけていく。

　背中がゾクゾクしてきた。こめかみには、静電気がまとわりついているかのようなピリピリ感。どうしよう……。目の前がチカチカして……。変な感じ。

　女同士だから、胸を触られるのにはそれほど抵抗を感じない。けど、

「ぁ、んぅ」

　食いしばった歯の隙すき間まから甘苦しい声がもれてしまったから……………、恥ずかしい。

　それでも、毒舌丸は眉まゆひとつ動かすことなく手を動かし続け、わずかも休まない。

「ん？」

　胸をなでられ始めてから一分ほど経たった頃ころ、ゆさっとなにかがゆれる気配を感じた。

　これは？

　毒舌丸の手が離れたあと、スイートは自らの胸へそろそろと視線を落とした。

　谷間があった。

　いつもなら、直立した状態で視線を落とせば、真下に見えるのは自分のつま先だ。それが日常だったのに……。胸が邪魔で見えないなんて……。生まれて初めての経験で……。

「あぅ」

　とっさに言葉が出てこない。この衝撃と感動を全身で表現したい。したいのに、思うように口と体が動いてくれない。

　左右のふくらみが、互いのあふれる生命力を静かにぷるるんと激突させた結果、宇宙の神秘にも似た乙女の谷間きせきを生み出しているのだから……、とっさにうまいコメントができようはずもない。

「こちらへどうぞ」

　毒舌丸にそっと背を押され、部屋の隅にある姿見の前に連れてこられた。

　スイートは息を吞のんだ。

　鏡に映った自分の〝ボンッ！〟なバストに。まさにボボンッ！

　正面から見ても素晴らしい谷間である。かたちも申し分ない。左右のバランスも。自分の細い体の線に合わせ、異様にならないギリギリのところで膨張をとめた毒舌丸のセンスに乾杯したい。

　あこがれていた豊かな美む乳ねが、いまここに！

　そう思うと、なんだか泣きそうになってきた。いままで、どれだけ胸のことで卑ひ屈くつな思いを味わってきたことだろう。

　スイートは、下から自分の胸を押してみた。ゆさっ。ゆさっ。

　もんでみた。もみもみもみ。

　いま、ここにある新兵器むねは完かん璧ぺきだ。キュートなど一撃のもとに粉砕できるだろう。

　キュートなんかより、まずは理り刀とに見てもらいたい。もちろん、今度はちゃんと服を着て……。あ、サイズの合うブラがない。いままでつかっていたモノでは、この質量と魅力を包むことなど不可能だ。

「これをどうぞ」

　スイートの心しん裏りを読みとったかのように、毒どく舌ぜつ丸まるがそっとブラを差し出してきた。刺し繡しゆうで縁ふちどりされた高級感のあるつくりである。色は紫。

「わたしの下着ですが、未使用ですので安心しておつかい下さい。スイートお嬢様の胸はいま、わたしのサイズと大差がありません。そのため、着けた際の違和感はそれほどないかと思われます」

「ありがとうございます」

　スイートは、毒舌丸からブラをうけとった。

　大きなカップである。

「これ、サイズは……」

「Ｄカップになります」

　Ｄ!?

　巨大な木き槌づちで頭を叩たたかれたかのような衝撃に、一瞬だけ目の前が白くなる。が、スイートは頭を振ってなんとか意識を保った。

　圧倒されそうな気持ちをどうにか抑えながら、そろそろと〝Ｄ〟なブラを着けた。むにむにと胸を寄せてみる。寄せて上げてかたちと位置を整えた胸が、さらなる神秘たにまを生み出してくれた。素晴らしい。

　鏡に映った自分を見て、目がくらみそうになった。昼間、キュートの粗相でシーツが落ちたとき、この胸だったら、理り刀との前でもっと余裕をもっていられたのに。逆に、そのような状況チヤンスをつくり出してくれた愚妹いもうとに感謝していたかも。

　毒舌丸の下着が、肌にしっとりと貼はりついてくる感触もまた素晴らしい。

「このブラ、いい肌触りですわね。色もデザインも素敵ですわ」

　自らの胸を褒ほめるのも品がないので、スイートはまず毒舌丸の下着を評価した。

「恐れ入ります。わたしはスーツばかりですので、他人に見えないところではありますが、自分なりに楽しんでいます」

　毒舌丸が、ほんのわずかに目を細めた。頰ほおの辺りも、ほんのりと桜色に染まっているように見える。

「たとえインナーであっても、オシャレは大切ですわ。わたくしも見習わないといけませんわね。ふふ、いままでのブラは処分して、大急ぎで新しいものをそろえましょう」

　下着を買いにいくときは、絶対にキュートも誘おう。理刀にブラを選んでもらう勇気は、残念ながらまだ湧わいてこない。まずは妹で肩慣らしである。

　いまは、このまま服を着て理刀の部屋へ跳躍いこう。彼に見てもらうのだ。この胸を！

　理り刀とはきっと驚くだろう。そんな彼の腕にそれとなく抱きつき、新兵器むねを押しつけてみたら、再認識してもらえるだろうか……。スイート・フォンターナという女の子の存在を。彼の頭の中、その一部分でもいいからスイート色に染めることができるだろうか……。

　この胸が、ほんの少しでも彼の心を引き寄せてくれれば……。

　いますぐ着替えて、理刀のところへ！

　スイートが動こうとしたそのとき、毒どく舌ぜつ丸まるが冷風を吐き出すように言った。

「下着を処分なさる必要はありません」

「？　いままでつかっていたブもラのだと、サイズのほうが……」

「軟なん膏こうをふきとれば、ものの数秒でもとの大きさに戻りますので、これまでおつかいになられていたブラも必要になってきます。もちろん、すべてを新品になさりたい場合は、新作情報などを収集いたしますが」

　スイートは、体を満たしていた〝理刀色の明るい未来図ハツピーハツピーハツピー〟が全身の毛穴から溶け流れていくかのような脱力感を覚えた。同時に、熱くなっていた気持ちも冷めていく。

　豊かな胸と深い谷間を見てポッとなっていた頭が冷えてくると、それにともない冷静な思考が甦よみがえってくる。

　薬で胸を大きくしたところで、そんなものはニセモノだ。

　自らの心と体をつかって育はぐくんでこなかったものに、いったいなんの意味がある？












　努力もせずに得た美む乳ねから生まれるのは、下品な虚栄心だけ。やはり、真の意味で胸を大きくしなければ意味がない。自分はスイート・フォンターナなのだから。

　すぐにまた気持ちが熱くなってくる。

　とどめようもなく、燃えていく！




　いてもたってもいられなくなり、スイートはある人物の大邸宅へ跳躍した。

　自分の部屋からこの場所へ空間移動を行う際、時計の針は二〇時をすぎていた。

　こんな時間に事前の連絡も入れないまま訪ねていくだなんて、迷惑甚はなはだしい。そう思いながらも、熱い気持ちに抗あらがうことができないまま、ここまで跳躍とんできてしまった。

　巨大な門柱の前に立ち、横目に監視カメラを捉とらえながら、スイートは呼び鈴のスイッチを押した。

　五秒と待たず、返事が聞こえてきた。

『どちら様でしょうか？』

　少し嗄かれた男声である。屋敷の使用人だろう。

　スイートはインターフォンに顔を近づけ、

「夜分に失礼いたします。スイート・フォンターナと申しますが……」




　門を開けてもらったあと、スイートは屋敷の正面玄関まで跳躍とんだ。門を開けてもらう必要など、まったくなかったのだが……。

　一〇秒も待つことなく、両開きの玄関ドアから亜あ威い黒くろ媛ひめが足早に出てきた。

『道を究きわめるためには弛たゆまぬ努力が必要。よき師に巡り会えば、なおよし』というルルディの言葉が脳裏を流れていく。

　胸の師匠として仰ぐなら？

　毒どく舌ぜつ丸まるの次は、黒媛しか思い浮かばなかった。

「スイート、どうしたんだ？」

　黒媛が、何事!?　といった表情で近づいてきた。

「わたくしひとりできましたの。理り刀ととキュートは家にいます」

「なにかあったのか？」

　ここで隠していても話が進まないため、スイートは恥ずかしさを吞のみ込み、

「黒媛に胸を大きくする方法を教えていただきたいと思ったものですから、こうして足を運んだ次第なのです」

　自分でも、夜の八時過ぎに友人宅を訪ねた理由としては、あまりにバカバカしいものだと思っている。思っているけど、とめられない。

　聞いた黒媛が、キョトンとした顔をしている。

「胸を大きくしたいのか？　どうしてそんな……」

　そこまで言って、彼女がブルッと身震いした。ドアを開け放っていると、冷えきった空気が家の中へ無遠慮に入っていく。

「ん、まぁ、立ち話もなんだから、中に入ってくれ。寒かっただろ。百もも香かは友だちの誕生パーティーに呼ばれてて、今夜はいないんだ」

　すぐに笑顔となり、スイートを招き入れてくれた。

　黒くろ媛ひめに促うながされるまま、スイートは亜あ威い邸に足を踏み入れた。

　広々としたエントランス・ホールを進みながら、ここにきた狙ねらいを整理する。

　自分もバカではない。バカではないから、数日中に美しい巨乳を手に入れることが不可能であることくらいわかっている。

　どんな道であっても、一日で成し遂とげることなどできはしない。巨乳の道もまた然しかり。

　まずはちゃんとした道筋を見つけ、そこを歩く術すべを習って覚え、倣ならって身につけ、飽くことなく一歩一歩進むだけ。進むうちに自分に合った歩き方に調整していけばいい。

　スイートは、美しい巨乳になるための生活、その基本を黒媛から学びとろうと考えた。

　いかなる道であっても、コツコツが基本である。キュートもきっと、こっそりコツコツと胸を育てたに違いないのだから。

　でも、いったいどんな方法で？




「胸を大きくする方法、か……」

　暖房の効いた部屋に入ったあと、スイートにソファを勧すすめるなり黒媛がつぶやいた。

　玄関からここへくるまでの間に、キュートとの一件は彼女に説明してある。一センチ差に苦悩するスイートをあるがままにうけ入れ、黒媛はいつもの黒媛的な微笑ほほえみを浮かべたまま話を聞いてくれた。

　スイートの隣に腰を下ろした黒媛が、しゃべり続ける。

「わたしもそれほどくわしいわけじゃないんだが、腕立てが効果的だとか、バストアップ体操がいいだとか、毎日牛乳を飲むとか、いろんな方法があるんじゃないか？」

　スイートは、腕組みをして考えた。「万能軟なん膏こう」はすでにふきとっているから、腕を組んでも胸の弾力はほとんどない。悲しいけど……。

「腕立ては説明するまでもないと思うが、バストアップ体操のひとつに、てのひらをこうやって合わせて、グッ、グッ、と両方から押すヤツがあるんだが、これならテレビを観みているときなんかにできるからオススメだぞ」

　黒媛が、ニッポン国の「いただきます」をするときのように、胸の前でてのひらを合わせたから、スイートもすぐさまマネをする。

　ふたりで、グッ、グッ、グッ。

　それでも、プルッ、プルッ、プルッと振動するのは、黒くろ媛ひめの胸だけ。

　わかってる。わかっているのだ。これは試練。耐え抜いてこそ、花咲いたときの感動もひとしおなのだろう。

　スイートは唇を引きしめ、グッ、グッ、グッを繰り返した。グッ、グッ、グッ。しつこくグッ、グッ、グッ。大きくなぁ～れ、と念じながら、グッ、グッ、グッ、グッ、グッ。

　黒媛の胸だけが、プルッ、プルッ、プルッ、プルッ、プルッと動き続けている。

　ふと思い出し、スイートは彼女へ質問をぶつけた。

「黒媛はいつも、どのような食事をとっているのでしょう？」

「食事？」

「はい。やはり食生活は体づくりの基本ですから」

「それだったら、うちのシェフに食事のメニューをもらっておこう。必要なら、レシピも用意するぞ？」

「ご面倒をおかけしますが、よろしくお願いします」

「あしたでもかまわないだろ？」

「ええ、まあ、急ぎではありませんから」

「だったら、きょうはもう遅いから、うちに泊まっていくといい」

「え？　お世話になってもよろしいのですか？　泊まる準備なんて、なにもしてきていませんが……」

「心配しなくていい。歯ブラシと寝間着くらいあるから」

　スイートは考えた。

　ひと晩かければ、黒媛からじっくりと話が聞けるはずだ、と。

　心配させないよう、「今晩は亜あ威い邸に泊まる」と毒どく舌ぜつ丸まるに連絡しておかなければならないだろう。




　バストアップ体操のメニューをひと通り教わったあと、黒媛に誘われていっしょにお風ふ呂ろへ入ることになった。

　脱衣所に入ったスイートは、すべての三つ編みを手際よくほどいたあと、黒媛の横で服を脱いだ。脱ぎながら、失礼にならない程度に彼女の様子を観察する。

　先日魔界へいった際、黒媛と同じ湯に浸つかったことを思い出す。互いに一いつ糸しもまとわぬ姿を見せ合った仲だ。

　黒媛の下着姿も何度か目にしたし、こちらも見られたことがあるから、そんなに恥ずかしくない。帽子をとってクマ耳をさらすことにも抵抗なんてないけど……。

　亜威黒媛という人間界の友人に目の前で脱がれると、わかってはいても思わず仰のけ反ぞってしまいそうになる。その圧力は、やはり美み事ごとというより他ほかにない。

　ぷるるん、たわわん、ぽよよん、とゆれる黒くろ媛ひめの胸は、見る者の心を魅了する魔力のようなものをもっているから、構えていないと心を吸いとられてしまいそうになる。

　あんまりすぎるアンダーとトップの差や、万有引力が平伏してしまっているかのような張り具合には、まさに脱帽だ。帽子、すでにとってるけど。

「万能軟なん膏こう」で大きくした自分のニセ美む乳ね程度では、黒媛の胸にはとてもかなわない。紛まがい物と本物の差は一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

　スイートは、黒媛に続いて亜あ威い邸のバスルームへ入った。いつも入っている自宅のモノより数倍ひろい。ふたりで入っても、まだまだ余裕だ。

　シャワーで体を流したあと、ふたり仲よく湯船に体を沈めた。熱くもなくぬるくもなく、ちょうどいい湯加減である。

　スイートは、ふっと息を吐き出したあと、

「いい湯加減ですわね。いつもこの温度に保っているのですか？」

「まあ、温度設定をしてるから、いつも同じ湯加減ということになるな」

　黒媛のこたえに、スイートは何度もうなずいた。

　肌から染み込んでくるやわらかな熱を感じながら、考える。

　胸の成長には、運動や食事だけでなく、お湯の温度も関係してくるのかもしれない。ちょうどいい温水で定期的に胸をあたためてあげれば、少しずつ量が増えていくのかも。

　熱膨張？

　巨乳、そして美乳への道程はまだまだ遠い。

　ついつい、視線が黒媛の深すぎる胸の谷間へチラッ。ついつい見てしまう。ついつい目が引き寄せられる。

　浮いてる。ぷかりぷかりと。

　スイートは、むぅ、と下唇を嚙かみしめ……、気づいたときには腕を伸ばし、つん、と彼女の胸をつついていた。ぷるるる～ん、とお湯の中でゆれた胸が、水中に潜ひそむ巨大生物のように見えてくる。

「こらスイート、くすぐったいだろ」

　照れたような、それでも楽しそうな笑みを浮かべた黒媛が、つん、とスイートの胸をつつき返してきた。ぷに。

　彼女の指先、その感触が間を置くことなく肋ろつ骨こつまで到達する。くすぐったいような、痛いような、微妙な……、つん。

「黒媛の胸は、なぜそのように大きくなったのでしょう？」

「ふふ、難しい質問だな。わたしの母が大きかったから、遺伝かもしれない。もちろん、運動や食事のせいもあるんじゃないか？　スイートのお母様も大きいじゃないか。だから、スイートもそのうち大きくなるんじゃないか？」

「確かに、わたくしのお母様も立派なモノをおもちなのですが……現状では、わたくしと黒くろ媛ひめの間にはひと目でわかるほどの違いがありますでしょ？　この理由がわかりません」

「人それぞれ、ということじゃダメか？」

　黒媛が、謙けん遜そんも自慢もない自然な笑みを浮かべた。

　スイートはまた、なにかに引き寄せられるような感覚に抗あらがいきれず、彼女の胸をつついた。つん。たわわわ～ん。

「おっと、胸を大きくする方法をもうひとつ思い出したぞ」

　黒媛が、汗の浮いた顔を近づけてきた。

「まだ方法があるのですか？」

「だれかに胸をもんでもらえば大きくなるって、聞いたことがある」

「自分でもんではいけないのですか？」

「気持ちの問題じゃないか？　自分でもんでも、それほど刺激を感じないだろ？」

「なるほど、確かに仰おつしやる通りかもしれませんわね」

　毒どく舌ぜつ丸まるに「万能軟なん膏こう」を塗ってもらったときのことを思い出す。厳密には、もんでもらっていたわけではないけれど、それでも刺激は強かったから……。

「好きな人にもんでもらうと、さらに効果が高まるそうなんだが、ふふ、そんなことを考えると、なんだか照れてしまうな」

　黒媛の頰ほおが紅あかくなっている。好きな人。もしかして、〝彼〟のことを想像しているのだろうか？　彼に胸をもんでもらう光景を……、想像するなんて……、自分も……。

　彼にアレしてアレをされ、アレでアレな情景が、頭の中にひろがっていく。

「………………………………………ひゃ」

　スイートは、顔が爆発的に熱くなるのを感じた。頭の中も熱くなる。全身も、瞬またたく間に。

「くく、黒媛、で、でしたら、あなたが、わたくしの胸を、もんで下さい」

　自分でも、なにを言っているのかわからなかった。脳内を侵食していく破は廉れん恥ちな想像を搔かき消したかっただけなのに……。

　当然、困ったような顔をした黒媛に断られると思っていたのだが……、

「ん？　わたしがもむのか？　ふふ、すぐに大きくなったりはしないぞ？」

　彼女が、ためらうことなく水中で腕を動かしたから、

「ちょ、ちょっとふざけてみただけですわ。まさか、本気でもんでほしいなどと……」

　スイートは、黒媛の手から逃げるように腰をひねった。が、ここは浴槽の中である。いくらひろいとはいえ、逃げ場は限られているから、あっさりとつかまった。

　下へ手たに身をよじったせいで、背中から右胸をむにゅん。左胸もむにょん。

「ふふ、スイートは、本当に可愛かわいいな」

「ぁ、ちょ、黒媛、冗談だと……ぁっんん」

　むにむに、と胸をもまれた。

　体内に溜たまっていた熱のせいもあったのだろう、三秒もしないうちに、とめようもない痺しびれが全身を駆け巡り始めた。

　ピリピリピリピリピリピリビリビリリリリリピリピリピリビリリリリリリィィィィィ。

「んんんんんぅっ！　くぅぅ、黒くろ媛ひめっ！」

　確かに、これを毎日続ければ胸もビックリして大きくなるかもしれない。が、危ない道に足を踏み外してしまいそうで……、怖い。

　黒媛が、すぐに手を離してくれた。

「うん。やっぱり元気なほうがスイートらしいな」

　彼女の爽さわやかな笑顔が、スッと心の中へ入ってきた。それが、とても心地ここちいい。

　スイートは感謝した。

　亜あ威い黒媛という友人の存在に。彼女の気づかいに。その細こまやかさに。いま、この空間に満ちているやさしさに。

「わ、わたくしは、いつも元気ですわ」

　スイートは、意地っ張りな自分に内心で顔をしかめながらも、とにかく黒媛へ微笑ほほえみをむけた。大切な友だちへ、いまの自分にできる最高の微笑みを。

　笑顔が重なり合う。












　　　★★★

　理り刀とは、やってきたキュートと肩をならべてソファに座り、テレビ画面を眺めた。現在、バラエティ番組が流れている。

　スイートが外泊するという話を毒どく舌ぜつ丸まるから聞いたのは、およそ三分前。キュートがやってきたのは、その一分後。

　スイート外泊の報を聞いた直後、理刀は首を傾かしげた。

　どうして、いきなり外泊？　しかも黒くろ媛ひめのところへ？　そんな予定なんて、なかったはずなのに。外、寒いのに。

　首を傾げて数秒、すぐにこたえらしきものは出てきたけど。

「スイートのことだから、どうせ胸を大きくする方法を調べにいったんでしょうね。黒媛は、まぁ、それなりにっていうか、なんていうか、そのぅ、立派だし」

　キュートが、ひょいと肩をすくめた。

「かもね」

　理刀も同じことを考えていた。断定はできないけど。

「きゅ、スイートったら、思い込んだら一直線なんだから……」

「なんか悪いことしちゃったな」

「理刀はなにも悪くないわ」

「でもさ、オレが悪戯いたずらしなきゃ……」

「いいのよ。理刀がやったことは、人間界風に言えば〝グッジョブ〟ってヤツなんだから。たまには妹に負けることもあるって、きちんと教えてあげなきゃ」

「まぁ、本当なら勝ち負けは曖あい昧まいなままなんだけど、ね」

「きゅ、勝ちは勝ちだもん」

　キュートが、唇を尖とがらせる。

　理刀は、そんな彼女の頰ほおを横目に見ながら、管理人室でのことを思い出す。

　巻き尺をとり出したスイートがキュートの胸囲を測はかろうとしたその瞬間、理刀は手が届くところにあったマゴノテをこっそりとつかみ、キュートの背に添えた。

　マゴノテで隙すき間まをつくった分だけ、胸囲が増えて……、結果、目盛りを読んだスイートが言葉を失った、というわけである。

　彼女の反応から察するに、胸囲勝負の軍配がキュートにあがったのは明らかだが、どのくらいの差がついていたのかは謎なぞのままである。教えてくれなかったから。

　あのときは、背にマゴノテが触れているのを感じていたキュートと、マゴノテを握っていた理刀、横からそれを見ていた毒舌丸はインチキを知っていた。

　つまり、マゴノテマジックに気づかなかったのは、スイートひとり。

　あした彼女が帰ってきたとき、本当のことを教えてあげよう。





エピローグ




　静かな夜を迎え……。

　スイートは、黒くろ媛ひめと仲よくベッドに入った。

　広々としたベッドの中で、黒媛から借りた袖そでと足がだぶだぶのパジャマに身を包み、スイートは大きく手足を伸ばした。

　暗い部屋。

　暖房を消したため、空気がゆるやかに冷えていくのを頰ほおに感じる。逆に、布団の中は体熱であたたまっていく。

　そんなぬくもりの中、黒媛がもぞもぞと動いて顔を近づけてきた。そしてスイートの手を握り、ささやきかけてくる。

「飾らなくていいと思うぞ。

　自分は自分。他人は他人だ。その人にはその人のよさがきっとある。

　善よし悪あしの基準は〝胸〟じゃないだろ？　大きいとか小さいとか、それほど重要なことじゃないはずだ。女の子をそこではかろうとするヤツなんか、相手にしなきゃいい。

　大切なのは、自分のよさに気づくことだと思う。

　それに気づくことができたら、次にやるべきことは、そのよさをもっともっと磨くことだな。楽しみながら、な。

　自分のよさを磨くことや、その他ほか、いろんなことを楽しみながらやれたら、それは素晴らしいことだと思わないか？

　その時々でつらいことがあっても、その状況を楽しめる自分でいれば、きっと気持ちも楽になるんじゃないかな？

　きょう、スイートが飾らずに悩みを打ち明けてくれたから、わたしはスイート・フォンターナという魔界の友人と踏み込んだ話をすることができたんだ。

　ふふ、学校じゃ、胸の話なんかできないからな。

　きょうはいい日になった。

　スイートが、キュートに胸囲で負けなかったら……。

　負けず嫌いのスイートが、胸を大きくしたいと思わなかったら……。

　こうしていっしょに寝ることもなかったんだからな。

　ある意味、キュートに感謝かな？」

　黒媛の真まっ直すぐすぎる言葉に、微かすかな照れを覚えてしまうスイートである。でも、嫌な気分じゃない。

「わたくしも、黒媛との共とも寝ねは、なんだか楽しい気分になりますわ。ふん、キュートに感謝する日がくるなんて、夢にも思いませんでしたけど」

　考えてみれば、理り刀との口から「胸の大きな子が好き」だとは一度も聞いたことがない。口にしないだけかもしれないけど……、もし巨乳にこだわっているのなら、とっくの昔に黒くろ媛ひめへ好意を伝えているはず。まだ、そんな天変地異アクシデントは起きていないから……。

　これはつまり、胸を大きくしても彼の心をつかまえることはできない、ということだ。

　つい先ほど、黒媛が言った。

『大切なのは、自分のよさに気づくこと』

　スイート・フォンターナの〝よさ〟とは？

　布団の中で、黒媛が握った手にむにっと力を入れてきた。

「わたしがもっとも磨きたいのは、〝正直さ〟だ。わたしは、他人にも自分にも正直であり続けたいと思ってる。ときどき出てくる〝怠なまけ心〟や〝嫉しつ妬と心しん〟や〝虚栄心〟なんかと闘いながら、正直であり続けたい、と」

「黒媛にも、〝怠け心〟や〝嫉妬心〟があるのですか？〝虚栄心〟も？　あなたとは随分と縁遠い心しん裏りのように思えますけど」

「わたしだって、人なみの感情をもってるんだぞ？　あしたの朝練はサボりたいな、とか。スイートが羨うらやましいな、とか。みんなに好かれる自分でいたいな、とか」

「いま、わたくしが羨ましい、と仰おつしやいました？」

「ん？　ああ、スイートは身のこなしが上品だからな。躾しつけのよさがひと目でわかる。お母様に感謝だな。それから、いままで会った中のだれよりも努力家だ。ふふ、〝スイートを見習え〟って、ときどき百もも香かにも言ってるんだぞ？」

　スイートは、言葉の代わりに黒媛の手をむにぃ～っと握った。

　黒媛も、むにゅっと握り返してくる。

　布団の中に、心地ここちいい熱がひろがっていく。


　　　★★★



　翌日。

　管理人室で昼食をいただく前に、理刀はマゴノテをキュートの背に添えながら、スイートに説明した。

　昼前に亜あ威い邸から帰ってきたスイートが、落ち着いた様子でそれを聞いている。

「……というワケなんだ。ごめん」

　マゴノテマジックの種明かしをしたあと、理刀はスイートへ頭を下げた。

　ぶすっとしたり、ぶつけどころのない怒りをキュートへむけたり、無理やり余裕の表情をつくったりすることもなく、スイートはほんのわずかに驚いた表情を浮かべたあと、すぐに自然な雰ふん囲い気きで理刀に微笑ほほえみをむけてきた。

「マゴノテで胸囲を増やしていたなんて、気がつきませんでしたわ。まぁ、しかし、お陰で昨晩はいろいろ勉強ができましたから、結果的にはよかったというか……」

「きゅ、なんかスイートらしくないわね。あんた本物？」

　理り刀とからマゴノテをうけとったキュートが、ちゃぶ台越しに腕を伸ばし、スイートの頭を搔かき始めた。お得意のマゴノテ攻撃である。カキカキ。カキカキ。しつこくカキカキ。

　毒どく舌ぜつ丸まるが、碧あおの瞳ひとみでその様子を眺めている。

　スイートが、左の眉まゆをわずかにあげた。

「ちょっと、お食事の前にやめて下さいません？」

「スイートだったら、もっと鬼のような顔をして怒るはずよ」

「鬼………ふふん。わたくし、自分のよさに気づきましたの。〝上品〟そして〝努力家〟という一面ですわ。ですから、そのふたつを楽しみながら磨くことにしました。もちろん、過ぎたマネはしません。それでは楽しめませんから」

「ふん。なにが〝上品〟よ。聞いてて耳がかゆくなってきちゃうわ」

　キュートが、カキカキの速度をあげた。カキカキカキッ。スイートのクマ耳の横も、カキカキカキッ。しつこくカキカキカキッ。

　しっとりとした薄紫色の髪が、くしゃくしゃになっていく。

「いい加減にして下さいません？　ま、お子ちゃまですから、オモチャマゴノテで遊びたがるのはしかたがありませんけど」

「きゅ!?」

『お子ちゃま』と言われたことが効いたのか、キュートがどこか慌あわてた様子でマゴノテを横に置いた。が、口こう撃げきはやめない。

「胸囲の勝ち負けであたふたしてたあんたこそ、お子ちゃまじゃない！」

「ふふん。わたくし、昨晩だけで随分と成長しましたの」

「背が伸びたようには見えないわよ」

「んまっ、つまらないジョークはやめて下さいませんか？　急性の乾燥肌になってしまいますでしょ。全身がかゆくてしかたありませんわ」

「むっ。またマゴノテでやられたいの？」

「うふふ。ほら、すぐにお子ちゃま的な行動をとろうとするところが、すでにお子ちゃまの証拠ですわね」

「きゅ!?」

　ここで毒舌丸が、ほんのわずかに眉をあげた。そして、ちゃぶ台の上に用意した昼食に目を落とす。〝冷さめますけど……〟と無表情の下でつぶやいているように見えて……、可哀かわい相そうになってくる。

　それでも理刀は、あたたかさを感じた。

　奇妙なことだが、これが日常いつもの光景だから。

　昨晩、スイートがこのマンションにいないと思っただけで、微かすかな寂さびしさを感じた。きょうの朝食にも彼女の姿はなかったから、会話が途切れがちだったような気がする。

　昨晩から今け朝さにかけて、スイートとキュートがぶつかり合う光景が、いつの間にか自分の中の「日常茶飯事おやくそく」になっていることに気づかされた。

　それでも、彼女たちの口ゲンカを楽しんでいるわけでは決してないけど。

　スイートが、チラッと理り刀とへ目をむけてきたあと、再びキュートへ微笑ほほえみを投げた。

「乙女の価値は胸にあらず、ですわ。これからは、自らがもっているモノを磨くことに専念したいと思います。そうすれば、いつかきっと……」

　スイートが、理刀にむけて、再びチラッ。チラチラッ。

　わずかに頰ほおを染めた彼女は、きのうよりもほんのわずかに大人おとなな雰ふん囲い気きを漂ただよわせている

　ように見えて……、ドキドキの理刀である。





第二話　混こん沌とんとした惚ほれ薬




プロローグ




　あと数日で二学期の終業式を迎えるという、ありふれた日。

　そんな日に、スイート・フォンターナはその本と出会った。

　放課後のわずかな時間を利用して図書室へ入ったのは、魔導書バイブル学科の生徒として当然の行動だった。目当ての本もなく書棚の間をブラブラと歩くのも、いつものこと。

　日ひ頃ごろとなにも変わらない行動の最中に、少々汚れた背表紙にならんだ文字が、スッと目に入ってきたのだ。

　立ちならぶ本棚につめ込まれた書物は、一生をかけてもすべてを読破することは不可能であろう量である。だから、素晴らしい本との出会いは奇跡、もしくは大いなる力による導きといっても過言ではない。

　スイートはもっていた地下学院アンダーレゾン指定のカバンを床に置いたあと、浮遊術式を組成した。それから一メートルほど体を浮かし、棚の上から二段目に入っていた本をとる。

　ノートよりもわずかに小さな表紙。厚さは三センチほど。

　床に降り立つなり、そのタイトルを口の中でつぶやいた。

［竜を従える呪じゆ法ほう］

　理り刀との笑顔が、脳裏に浮かびあがってくる。べつに、彼を従えたいわけじゃない。でも、彼は『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者で……、その能力は、始し祖そ竜りゆうと同種のもので……。

　興味がないと言えば噓うそになる。気になるタイトルを目にしたからには、ページを開きたくなるのは当然で……。

　どこか急せかされるような心地ここちで、目次にならんだ魔界文字を追った。

　下級種、中級種、上級種、最上級種、天級種、有翼種、有角種、混合種、亜種、土竜、水竜、火竜、風竜、雷竜、雲竜、暗黒竜、七しち彩さい竜りゆう、原げん初しよ竜りゆう、始祖竜、キング○ドラ、八岐大蛇やまたのおろち、その他ほか様々な種類の竜を従える方法。必要な道具や材料などが載っている。

「ん!?」

　スイートは、一度通り過ぎた文字へ素早く目を戻した。

　〈始祖竜を従える法〉

　まさか……、始祖竜を懐かせる方法が存在するなんて……。

　頭では〝そんなことできるはずがない〟と思いながらも、指先が勝手に動いた。

　そして、ページをめくったそのとき、

「だ～れだ？　ふぁっ」

　いきなり、後ろから口を塞ふさがれた。『だ～れだ？』ならば、普通は目を塞ぐはずなのでは？　なんて疑問を素早く横に置き、スイートは弾はじかれたように振り返った。

『だ～れだ？』の犯人が床に倒れる前に、サッと抱き留める。

　スイートの唇は、キスした相手を瞬時に気絶させ、その前後の記憶を数分間だけ奪う力をもっている。

　魔導書学科のクラスメイトはみんな、スイートが｛不凋花の唇アスフオデル・リツプ｝と呼ばれていることを知っているのに……。

『だ～れだ？』の犯人は、クラスメイトのアビゲイル・キッドマンだった。

　スイートは、アビゲイルを床に寝かせたあと、大きなため息をついた。彼女はキッドマン伯はく爵しやく家けの六六女で、どういうわけか、ことあるごとにちょっかいをかけてくる。嫌がらせをしてくる、と言い換えてもいい。

　スイートより頭ひとつ分ほど背が高いため、いつも見下ろされているようでなんだか腹が立つのだが、こうして静かに寝ていると絵になる女の子だ。

　驚くほど小顔で、きれいで、対する者を威圧するかのようなヒョウ柄の縦巻きロールヘアで、すらりと背が高く、腰も細く、四肢も長い。

　そんなアビゲイルが、一分もしないうちに意識をとり戻した。

　パチッと目を開けたあとすぐに跳ね起き、軽く頭を振り、キョロキョロと辺りを見回し、「発見！」とばかりに表情を輝かせながら、視線を吸いつかせるようにしてスイートのそばへ寄ってきた。

　図書室の床に放置したまま、アビゲイルが目を覚ます前に逃げようかとも考えたのだが、やはり｛不凋花の唇アスフオデル・リツプ｝で気を失わせたクラスメイトを放ほうっておくのも躊躇ためらわれ、こうして［竜を従える呪じゆ法ほう］のページをめくりながら様子を窺うかがっていたのだ。が、彼女が近づいてくるに至り、スイートは自分の甘さを後悔した。ときすでに遅し、だけど。

「わたし、またやっちゃった？」

　アビゲイルが、スイートに腕をくっつけてくる。

「アビゲイル。あなたはなにもやっていません。ですから、これからもそのまま大人おとなしく、節度をおもちになって、なにもやらないでいただきたいものですわ」

　スイートは、本のページに視線を落としたまま言った。「あなたはいろいろやりすぎです。｛不凋花の唇｝で記憶が飛んだのも、これで五度目なのですよ？」なんてことは、面倒だから口にしない。

　アビゲイルが細く整えられた眉まゆをピクッと動かし、スイートが手にした本を凝視する。

「それ、なんの本？　んっとぉ、［竜を従える呪法］？　どんな内容なの？」

『なにもやらないでいただきたい』というスイートの口撃イヤミなど、アビゲイルには微風と同程度の効果しかないのだろう。

「わたくしがどのような内容の本を読もうと、アビゲイルには関係ありませんでしょ」

　スイートは、本を守るように抱きしめた。彼女をチクリと攻撃することも忘れない。

　しかし、アビゲイルは怯ひるまなかった。整った顔をにゅっと寄せてくる。

「それは違うわ。スイートが好きは本は、わたしだって好きになるわ。わたしが好きな本は、スイートは好きになっちゃダメ」

「なんですの、それ」

　スイートは、わざとらしく息をついた。はぁ～。

　アビゲイルはとてもきれいな子だが、ちょっと、というかかなり変わっているから、彼女と話すときは適当に流すようにしている。まともに相手をしていたら、体力と精神力を吸いとられるだけだから。

　アビゲイルが、獲物を見つけたネコ科の動物のように、心もち身構え、双そう眸ぼうに力を入れている。彼女のそんな瞳ひとみを前にすると、なんとなくゴルゴンゾラやパルメザンを連想してしまう。苦手なオーラだ。

「わたくし、友人と待ち合わせしていますから、これで失礼いたしますわ」

　スイートは、アビゲイルがなにかしゃべり始める前に、と再び浮遊術式で浮かびあがり、［竜を従える呪法］を棚へ戻した。肝心のページをしっかり読むことができなかったけど、それはまたあした……。

　一メートルほど浮かんだスイートの下で、アビゲイルが屈かがみ込んだ。そして、

「ピュアホワイト。可愛かわいいわね」

　不作法にも、スカートの中を覗のぞき込んでくる。

「ぁ、や、あ、あなた、なにを……」

　スイートは、慌あわてて術式を分解し、床に降り立った。その際、アビゲイルの顔を踏みつけてやろうかとも考えたけど……、また面倒なことになるからやめておく。

　恥ずかしさと怒りで、頰ほおが熱くなる。

　すっくと立ちあがったアビゲイルが、

「竜より、殿方を従えてこそ一流の淑しゆく女じよよ。ピュアホワイトをアピールしなきゃ！」

　拳こぶしを握りしめた。切れ長の目が気合い一色に染まっている。

　スイートは、そんなクラスメイトを見あげてニッコリと微笑ほほえんだ。

「そうですわね。シュクジョになれるよう、おタガいにがんばりましょう」

　棒読みで返したあと、足もとに置いていたカバンをつかみ、彼女に背をむける。

　もうそろそろ、理り刀とが一階フロアへ降りてくる頃ころだ。

　跳躍しようとしたスイートの肩を、アビゲイルがポンと叩たたいてきた。

「寒い季節は、竜りゆう鱗りんより人肌よ？」

　親切のつもりなのだろう。












「心に留めておきますわ。アビゲイルも、ニッポン国のフユはとても寒いですから、お風邪を召さないよう、気をつけて下さい」

「ブラもピュアホワイト？　上下の色合わせって、とっても重要だって知ってた？」

「おこたえするのは、来世にもち越してもよろしいですか？」

「来世？　ん～っと……胸、大きくする方法、教えてあげましょうか？」

　アビゲイルが、スイートの耳もとでささやいた。

　胸を大きくする方法。ピクッ。わずかに心がゆれたが、聞いたところでろくでもない方法に決まっているから……。

「結構ですわ。それでは、ご機嫌よう」

　肩越しに彼女へ微笑ほほえみを投げ、スイートは一階ホールを目指して跳躍とんだ。




　一階ホールへ降り立つと、ちょうど普通科のエレベーターホールから歩いてくる理り刀との姿が見えた。

　体の内側が、ポッとあたたかくなる。視界の中に彼がいる。いてくれる。それだけで、周囲に心地ここちいい細波さざなみがひろがっていくかのような感覚に浸ひたることができる。

　スイートを見つけた理刀が、笑みとともに軽く右手をあげた。

　たったそれだけのことなのに、トクン、と心臓が喜びの声をあげる。

　スイートは、胸の前で小さく手を振りながら、いまにも駆け出しそうな両足を押さえつけた。〝全力で喜んでます〟という行動には品がない。ここは学舎で、他ほかの生徒たちの目もあるから。フォンターナ家の娘らしく、行儀よく。振る舞いには細心の注意を。

　理刀との距離は、教室ふたつ分ほど。すぐ、もうすぐ、彼の匂においが届く距離になる。

　そこでふと、理刀の視線が自分から外れ、横へ移った。

　スイートも、彼の目線を追って顔を動かす。

　能力開発学科ペンタグラム専用のエレベーターホールから姿を見せたのは、キュートだった。妹の後ろには、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かもいる。

　スイートは、素早く理刀へ目を戻した。

　笑顔だった。自分と目が合ったときよりも、ずっと明るい笑顔……、のように見える。そう見えるのは、卑ひ屈くつな気持ちがあるからだろうか？　自分が獣人のクオーターだから。もっていたカバンが、なんだか急に重くなったような気がする。

［竜を従える呪じゆ法ほう］というタイトルが、頭の隅を過よぎった。

　ずるいと思うけど……。どうせ失敗するだろうけど……。

　ふっくらふわふわに膨れあがっていた気持ちが、急速にしぼんでいく。理刀の視線と笑顔だけで、これだけ感情がゆれ動くなんて、まだまだ修行が足りない。

「ん？　どうしたスイート？　なんだか、難しい顔をしているようだが……」

　歩み寄ってきた黒くろ媛ひめが、スイートをジッと見つめてきた。

　理り刀とも、どこか心配げな顔をしている。

　キュート、巴ともえ、百もも香かも、「どうしたの？」といった表情だ。

「あ、いえ、な、なんでもありませんわ……」

　みんなの視線をうけとめたあと、スイートは咄とつ嗟さに決意した。

「……その、借りたい本があるので、図書室へいこうかと考えていましたの。どうしても読みたくて。ですから……みなさんは、先に帰ってて下さいな」

　術式を組成し、跳躍とぼうとしたそのとき、

「借りるだけなら時間かからないだろ？　待ってるから、いってきなよ」

　理刀が、そう言ってくれた。

　もうそれだけで、胸をしめつけられるほど嬉うれしくて、嬉しくて、嬉しくて……。

「は、はい！　それでは、すぐに借りてきますわね。みなさん、少々お時間を下さいな」

　一秒でも早く、という気持ちのまま跳躍した。




　地下学院アンダーレゾンの図書室へ戻るなり、スイートは［竜を従える呪じゆ法ほう］が置いてあった書棚へ駆け寄った。間を置かず浮遊術式で宙を歩き、本を引き抜く。

　大急ぎで貸し出し手続きを済ませ、少しでも早く理刀たちのところへ、という気持ちに背を押されるように書棚の間を足早に抜け、貸し出しカウンターを目指す。

　と、その途中、

「あらスイート、戻ってきたの？」

　書棚の陰にいたアビゲイルが、ススス───ッとすべるように近づいてきた。ヒョウ柄の縦巻きロールが、獲物発見！　といった感じにポヨヨ～ンと跳ねている。

　スイートは微笑ほほえみの裏で顔をしかめながらも、とにかく歩き続けた。なるべく目を合わせないよう。スタスタスタスタスタッ。

　アビゲイルも、スイートと肩をならべて歩く。スタスタスタスタスタッ。

　カバンで叩たたいてやりたい、という思いを抑えながら、

「あなた、本をさがしていたのじゃありませんの？　わたくし、この本を借りたらすぐに帰りますけど？」

　スイートは露骨なまでに〝邪魔ですわよ？〟といった色を瞳ひとみに込め、アビゲイルを見あげた。しかしながら、彼女はケロッとした顔だ。他人の表情を読むことができないのかもしれない。初めて会ったときから、ずっとこんな調子だから……。

「いったりきたりね。スイート、もしかしてなにか悩みがあるの？」

「悩みなどありませんわ」

「悩める乙女は、みんなそう言うわ」

「もし悩みがあったとしても、わたくしは自分の力で解決しますので、お気づかいなく」

「あら、スイートって格好いいのね」

「あなたも、わたくしにまとわりつかず、黙って、静かに、お口を動かさずに立っていれば、だれの目にも格好いい女性に映りますわよ？」

「そんなに褒ほめないで。照れるわ」

「褒めたつもりはないのですが……」

　スイートは、わずかに歩調を速くした。スタスタスタタタタタッ。

　アビゲイルも、遅れずについてくる。スタスタスタタタタタッ。

「どうしてついてくるのですか？」

「ん？　スイートが悩んでるみたいだから、心配してやってるの」

「お心づかい、感謝しますわ。しかし、もうそのくらいで結構です。あなたは、本の森へお戻りになって下さいな」

　ガシッ！

　スイートが言い終わるなり、前に回ってきたアビゲイルから両肩をつかまれた。そうなれば当然、足をとめなければならない。

「なにを？」

　ギリギリギリッ、と両肩を握りしめられる。

「悩みを聞いてあげる！」

「必要ありませんわ」

　スイートは、アビゲイルの細い左手首をつかみ、ギリリリッ、としめつけてやった。

「い、痛いじゃない」

「そのようにしています。痛覚は正常のようですわね」

「放してくれたら、嬉うれしいんだけど？」

「あなたが放せば、こちらも放しますわ」

　スイートは、アビゲイルの左手首を、ギリリリリリとさらにしめつけてやった。

　きれいな顔をしかめながら、数秒だけ我慢したアビゲイルが、ようやくスイートから両手を放した。

　すぐにスイートも、彼女の左手首を解放する。

「わたくし、早急にこの本を借りないといけませんの。友人を待たせているものですから」

「わたしが痛くするのはいいけど、痛くされるのは嫌よ」

「自己中心的な考え方ですわね」

「正直者だと言ってほしいわ。だからね、スイートの悩みを、この正直者に……」

　アビゲイルが、再び両手で肩をつかもうとしてきたから、スイートは先手をとって彼女の小顔を鷲わしづかみにした。ガシッ。ギリリッ。

「なっ、なにをするの？」

「わたくし急いでますの。ですから、あなたと会話を楽しんでいる暇はありません。おわかりですか？」

「ぼ、暴力は感心しないわよ？」

「ふん」

　スイートは、ギリッ、とアビゲイルの頭ず蓋がいを軋きしませたあと、パッと放してやった。そして、彼女が口を開く前に素早く貸し出しカウンターへむかって歩き出す。

　ついてくる。ススス──ッとついてくる。アビゲイルが懲こりもせずについてくる。それでも、頭蓋をギリリッとやられたことで少しは学習したのだろう。声をかけてはこない。

　スイートは、そんなクラスメイトへ適当に冷たい笑みを投げながら、そして話しかけようとする素振りをにらみで牽けん制せいしつつ、［竜を従える呪じゆ法ほう］を借り、階上へ跳躍した。


　　　★★★



　スイートとキュートに挟まれ、学校から自宅マンションに帰った春日かすが理り刀とは、毒どく舌ぜつ丸まるに誘われるまま管理人室へお邪魔した。

「寒い中、お疲れ様でした」と毒舌丸が出してくれたのは、ココアである。

　理刀の左右にスイートとキュート、正面に毒舌丸という定位置で丸いちゃぶ台を囲む。

　理刀は、ココアから立ちのぼる甘い香りを楽しみながら、ひと口すすった。

　すぅ～っと舌に染み込んでくる甘さ。やさしい甘さ。口の中にひろがる甘さ。なんの違和感もなくノドに流れ落ちていく甘さ。癒いやされるような感動の甘さである。

「うわっ、これ、すごく美お味いしいですね」

　思わずもらした言葉は、お世辞じゃない。

「きゅ、ほんとね。毒舌丸、このココア、どこから買ってきたの？」

　キュートが、空色の瞳ひとみを驚き一色に染めている。

　毒舌丸が、無表情の中に微かすかな喜びをにじませながら、口を開いた。

「市販品ではなく、わたしがつくりました。お気に召していただけたようで、光栄です」

「自分でつくったの？　すごいわね」

　キュートが両りよう眉まゆを跳ねあげた。

「さすがですわ」

　スイートが、むぅ～、とうなる。

　手づくりでこんな味が出せるなんて、すごすぎだ。あと二週間ほどすれば年が明ける。それからまた一ヶ月＋二週間でバレンタイン・デーがやってくる。そんな日にこのココアをもらえば、きっと心も体もあたたまるだろう。

　毒舌丸がチョコを贈るとしたら、相手はどんなタイプなのかな？

　そんなことを考えていた理刀の右横で、キュートがちゃぶ台に身をのり出した。

「ところでスイート。あんた、なんの本を借りてきたの？」

　その質問に、スイートがわずかに息を吞のんだ。少なくとも、理り刀とにはそう見えた。

「あなたには関係ありませんわ」

「きゅっ！　なによ、人を待たせたくせに」

　キュートが、ちゃぶ台の下に置いてあったマゴノテをつかみ、それでスイートの頭をぺちんと叩たたいた。最近の彼女は、管理人室ナンバーワンの【マゴノテ使い】である。

「ちょっと、子どものようなマネはやめていただけますか？」

「本ばっかり読んでたらバカになるわよ。前にネクロお姉様がそんなこと言ってたもの」

「うふふ、スキュースお姉様もかなりの読書家ですわよ？｛魔界の至宝｝にも同じことが言えまして？」

「スキュースお姉様は、はるか宇宙まで突き抜けちゃってるからいいのよ。あんたは、ただの読書好きでしょ。この半端者っ！」

　キュートが、マゴノテでスイートの頭を搔かく。カシカシカシ。

　スイートはムッとした顔をしているだけで、ことさらマゴノテを避よけたり払い除のけたりはしない。こんなところが、仲のいい証拠である。

　瞳ひとみを碧あお色に染めた毒どく舌ぜつ丸まるが、お嬢様方のじゃれ合いを静かに眺めている。一〇分先の未来を視みることができる彼女はいま、わずかも動かない。マゴノテでケガをしたり、ちゃぶ台がひっくり返ったりするような事態にはならない、ということだ。

　だから理刀も、のんびりとした心地ここちでココアをすすることができた。

　そんな中、「はい、毒舌丸」とマゴノテを持ち主ぬしに返したキュートが、ササッと立ちあがって理刀の後ろをパタパタッと駆け抜けた。

「？」

　キュートの動きを目で追った理刀は、彼女が飛びついたモノを見て苦笑いを浮かべた。

　管理人室の玄関横に置いた理刀たちのカバン、そのうちのひとつ。

　それはスイートのモノ。

「ちょ、あなた！　なにを勝手に！」

「どんな本を借りたのか、見せなさいよっ！」

「許可もなく他ひ人とのカバンを開けるなんて、品のないマネはおやめなさい！」

「隠そうとするところが怪しいわ！　いつもなら自分から見せるくせにっ！」

「ダメなものはダメですわ！」

「きゅ────────っ！」

　フォンターナ姉妹のもみ合いは、ものの数秒でケリがついた。外見がほとんど同じでも、腕力には大きな開きがあるふたりだから。

　キュートがカバンを開けたまではよかった。が、結局その中から本をとり出すまでには至らなかった。

「ったく、この子は……」

　スイートが目を尖とがらせ、自らのカバンを胸に抱く。

　キュートが頰ほおを膨らませ、ひとつ上の姉に不満げな目を投げつける。

　理り刀とも、スイートがどんな本を借りてきたのか気になった。が、「見せて」とは言わない。あれだけ嫌がってるんだし。

　ふと毒どく舌ぜつ丸まるへ目をむけると、微み塵じんも表情を動かさないままマゴノテで背を搔かいていた。どこか楽しそうに見えるのは、気のせいだろうか？

「きゅ、ケチね。どんな本か見せてくれたっていいでしょ？」

「しつこいですわね。いつもは本に興味を示さないくせに、こんなときだけ……」

「あんたが隠すからよ」

「とにかく、この本はダメです」

　ダメと言われたら、余計に見たくなるのが人の性分だけど……。


　　　★★★



　自室に戻ったスイートは、急いで［竜を従える呪じゆ法ほう］をカバンからとり出し、〈始し祖そ竜りゆうを従える法〉のページを開いた。

　急せく気持ちを抑えつつ、赤茶けた紙面にならんだ文字を追っていく。

　記されているのは、始祖竜にも効果を及ぼすことのできる媚び薬やくのつくり方。

　始祖竜用の惚ほれ薬。

　理刀にも効くのだろうか？　ダメもとでチャレンジしてみる？

　薬の材料は、魔界でも一般的な惚れ薬がベースだから、毒舌丸に頼めばすぐにでも用意してもらえるはず。

　材料の中で入手が難しいのは……、始祖竜の体毛、始祖竜の血液、始祖竜の鱗うろこの三つ。

　これはもちろん、懐かせたい始祖竜の、ということなのだろう。

　この場合はもちろん、理刀の……。

　〝新鮮なモノに限る〟と書いてあるから、三つの材料を入手する際には可能な限りの迅じん速そくさが求められる。

　スイートは唇と気持ちを引きしめ、パタン、と本を閉じた。


　　　★★★



　理刀は、鼻歌交じりに部屋へ入った。

　絶品ココアの余韻が、まだ舌の上に残っている。そんな感覚を意識するだけで、なんだか心が軽やかになってくるから不思議だ。

　リズミカルに制服を脱ぎ、手早く私服に着替えた。肌寒さなど気にもならない。

　着替え終わり、部屋を出ようとしたそのとき、目の前の空間がくにゃりと歪ゆがんだ。

「？」

　現れたのは、スイートだった。

「不ぶ躾しつけに申し訳ありません」

　彼女はまだ制服姿のままである。どこか遠慮がちな目で理り刀とを見あげてくる。

「どうしたの？」

「あ、あの、お願いしたいことがあって、跳躍とんできましたの」

「お願い？　オレにできることなら……」

「髪の毛を下さいな」

「は？」

「り、理刀の髪の毛を、数本いただきたいのです。な、なにもお訊ききにならないで……」

　頰ほおを紅あかくしたスイートが、真剣な瞳ひとみを近づけてくる。胸の前で手を組み合わせ、「どうか、お願いします」と。

「えっと…………………毛？」

　ここまで懸命にお願いされれば、さすがに嫌とは言えない。頭髪をほしがる理由は教えたくないようだし。数本くらいなら……。

「い、いいよ」

　理刀は腰を低くして、目線の高さをスイートに合わせてあげた。

　彼女がすぐさま、恥ずかしそうに、それでも嬉うれしそうに紅い頰をゆるめ、理刀の頭に手を伸ばした。そして、プチッ、プチプチッ、と三本の髪を引っこ抜く。

「い、痛くはありませんでしたか？」

　スイートが、理刀の頭をやさしくなでさすってくれた。

「ん。まったく」

「へ、変なお願いをしてしまい、本当に申し訳ありませんでした。そ、それでは……」

　スイートの姿が搔かき消えた。まるで逃げるように。急いでるようにも見えたけど。

　数秒前まで彼女が立っていた空間をぼんやりと眺めながら、理刀はふと思った。

　少なくとも、抜けた頭髪は『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の力を失うんだな、と。手にしたスイートが跳躍できたのが、その証拠である。

　それにしても、スイートはどうして髪の毛なんかをほしがったのだろう？

　理刀は腕を組み、首を傾かしげた。

　女の子的なおまじないにでもつかうのだろうか？　それとも魔族的な呪じゆ術じゆつ？

　おまじないも呪術も、素人しろうとから見れば似たようなモノだけど……。




　理刀はリビングのソファに体を沈め、週刊誌を開いた。

　スイートが髪の毛をほしがった理由には、正直なところ興味があるけど……、彼女が教えてくれるまで待つことにしよう。知りたいけど、「お訊ききにならないで」って言われたから……。でもでも、なんだろ？

　誌面に集中できない理り刀とである。と、目の前にあるテーブルの先、その空間がくにゃっと歪ゆがんだ。そして、そこから姿を現したのは…………………………………………………。

　ナース姿のスイートだった。

　白衣!?

　先ほど理刀の頭髪を抜いてから、まだ五分ほどしか経たっていないのに……、白衣？　着替えて、すぐにまた戻ってきた？　キャップもちゃんとかぶって？　なぜ？　手にもっている石のようなモノは、なに？　スカート、短すぎませんか？

「あ、あの、な、何度も申し訳ないのですが……うぅ～、そのぅ」

　スイートが、もじもじしながらテーブルを回り込み、理刀に近づいてきた。

「…………………？」

　ナース的な強襲に、理刀はぽかんと口を開けたまま動けない。

　思考が、ぐるぐると回り続ける。どうして髪の毛をほしがったの？　ぐるぐる。なんで白衣？　ぐるぐる。スイートの狙ねらいは？　ぐるぐる。ナースって……。ぐるぐるぐる～。

　スイートが、顔を真っ赤にして理刀の右隣に腰を下ろした。そして、ぴとっと肩をくっつけてくる。ふわっと漂ただよってくるのは、清潔な石けんの香り。

「スイート、ど、どうしたの？」

「り、理刀には、立て続けにご迷惑をおかけすることになりますが、こ、今度は、その、血を、いただきたいのです」

「ち？」

「血液、ですわ」

「献血、ってこと？」

「ほ、ほんの少量で結構です。こ、これは、魔界でつかわれている採血道具で、ちっとも痛くなどありませんから」

　スイートが、もっていた硬球ボール大の塊かたまりを見せてくれた。川辺に転がっている石にしか見えないけど。

「それ、魔界の道具？　オレにつかっても大丈夫？」

「はい。厳密に言えば魔道具ではありませんから、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』に触れてもちゃんと機能するはずですわ」

　機能するはず、というところが微妙に引っかかるけど……。

「ちょっとくらいなら……」

　自宅での採血は初めてだなぁ……、なんてことを考えながら理刀は右腕の袖そでをまくった。

「人間界では、腕から採血するのですか？　魔界では首の動脈からなのですが……ん、スタイルも人間界に合わせましたから、採血法も倣ならうのが筋ですわね」

　言いながら、スイートが理り刀との右手首に石を押しつけた。

　なるほど、と理刀は心の中でうなずいた。スイートは、白衣が人間界の採血スタイルだと思っているらしい。間違いじゃないけど……、可愛かわいいからヨシとしておく。

　それとはべつに、血を抜くなら手首じゃなくて肘ひじの内側から……、なんてことを思いはしたものの、理刀はなにも言わなかった。

　スイートの好きにさせてやる。

　体を押しつけてきた彼女の表情が、とても真剣なものだったから。

　肘に当たる胸のふにふに感にドキドキだけど、理刀も真剣に彼女の相手をした。

　ふたりで、手首に押しつけた石を凝視すること数秒。

「終了ですわ。ありがとうございました」

　スイートが、理刀の手首からそっと石を離した。血は出ていない。皮膚がわずかに赤くなっているだけだ。

「これで終わり？」

「はい。これは吸血石といって、魔界の吸血種族にとっての必需品ですわ。生物の毛穴から血を吸ったあと、木き槌づちなどで軽く叩たたいて衝撃を加えてやると、吸いとった血を吐き出すという特性をもっていますの。蓄たくわえた血を殺菌もしてくれるというすぐれモノですわ」

　スイートが自慢げに説明してくれた。が、思い出したように顔中を紅あかに染め、あせあせといった様子で目を伏せる。

「あ、あの、理刀には不快な思いばかりをさせて、本当に申し訳ないと思っています。ですが、ど、どうかお願いですから、な、なにもなかったということに……」

　こちらをチラチラと見あげてくるナース姿のスイートは、とても可愛いけど……。

　髪の毛を抜いた理由は秘密。そして、採血理由も秘密。ひみつ。ひ・み・つ。

　彼女はいったい、なにをやろうとしているのだろう？


　　　★★★



　自分の部屋に戻ったスイートは、胸に右手を当て、大きく息を吸い込み、ゆっくりと吐いた。ス、ハ。

　フルスピードになっていた心臓の鼓動が、ゆるゆると落ち着いていく。

　毒どく舌ぜつ丸まるに頼み、ニッポン国でもっともポピュラーな看護師のユニフォームを大至急用意してもらった。手抜かりはなかったはずだけど……、きっと変に思われただろう。

　恥ずかしいし、自分が変になっているという自覚もあるけど、とめられない。〝もしかしたら〟という期待が消えない。これ以上、理刀に迷惑をかけたくないという気持ちもあるけれど、胸が張り裂けそうなほどふくらみ続ける彼への熱情を抑えることができない。

　とにかくこれで、体毛と血液がそろった。残るは鱗うろこだけ。

　スイートは眉まゆ根ねに深いシワを刻んだ

　鱗うろこって…………………………、理り刀との体で、どの部分が鱗？


　　　★★★



　夕食時のスイートに変わった様子は見られなかった。

　いつもと同じように、キュートと適度な口こう撃げきを交わし合っていただけである。

　理刀のほうをチラチラと窺うかがうような素振りが見られたものの、それが〝異常〟というわけでもなかったから、髪の毛や血のことは訊きかなかった。




　二二時を回った頃ころ。

　ピンポン、とチャイムが聞こえてきた。

　理刀は足早に玄関へ出て、ドアのカギを開けた。

「遅い時間にごめんなさい」

　淡い銀の光が、薄暗い空間にひろがっていく。入ってきたのはキュートだった。

「どうしたの？」

「ん。その、スイートのことなんだけど……」

　キュートが後ろ手にドアを閉めた。夕食のときとは違って、彼女の表情から元気がなくなっているように見える。

「スイートのこと？　まずはあがって……」

「いいの。すぐに帰るから」

　ひょいと肩をすくめたあと、キュートが理刀に顔を寄せてきた。彼女がそばにくると、甘い果物のような香りが漂ただよってくる。

　空色ひとみに硬い光が流れた。

「言おうかどうしようか、迷ったんだけど……理刀にだけは、伝えとこうかなって思って……んと、スイートがね、なにか悩んでるみたいなの」

　彼女の言葉に、理刀は小さな息の塊かたまりを吞のみ込んだ。

　狭苦しい玄関先にいるのは、ふたりだけ。それでも理刀は声をひそめ、

「悩んでる？　スイートが？」

　キュートに顔を寄せた。

　彼女が、真剣な瞳ひとみを近づけてくる。顔と顔の距離は、ほんの一〇センチほど。

「毒どく舌ぜつ丸まるがココアつくってくれたでしょ？　あのとき、スイートが借りてきた本を見ようとして、あたし、あの子のカバンを開けて……」

「開けて？」

「結局、どんな本だったのか、ちゃんと見せてもらえなかったけど……タイトルの一部だけ見えたの。チラッと、ね」

「タイトルの一部？」

「ええ、〝悩み相談〟って文字だったわ」

「悩み……相談？　それって……」

「あたしたちに相談しづらい悩みなんでしょうね。だから、晩ご飯のときなんか、バカみたいに元気なフリして、本なんかでこたえを見つけようとして……」

　キュートが、どこかつらそうに下唇をゆがめた。

　理り刀とは、彼女のそんな表情を間近に見ながらも、スイートの様子を思い出した。

　きょうの放課後、いつものように学院ビルの一階ロビーにみんなが集まったとき、彼女は地下学院アンダーレゾンへ引き返し、図書室から本を借りてきた。

　どのような本なのかは依然として不明だが、タイトルに〝悩み相談〟という文字が入っていることだけは、キュートがしっかりと確かめている。

　いまにして思えば、マンションに帰ってきてからおかしいところだらけではないか。

　借りた本を頑かたくなに見せようとしなかった。

　頭髪をほしがった。

　血液をほしがった。

　スイートはいったい、どんな悩みをもっているのか？

　魔族特有の悩みだったら理刀にはわからないし、女の子独自の悩みだったりしてもお手あげで、獣人的な悩みもピンとこないだろう。

　それでも……、スイートのためになにかできることがあるはず。

「悩んでるなら、力になってあげたいけど……オレにできることって、なにかあるかな？」

　そうキュートにたずねた。

「スイートの性格上、〝悩みは？〟なんて訊きいても〝悩みなんてありませんわ〟って言い張るでしょうね、きっと」

　彼女が、ゆっくりと首を振った。ふ～り、ふ～り。銀のツインテールも、ふ～りふり。

　直後に聞こえたキュートのつぶやきが、理刀の胸にすとんと落ちてきた。

「〝ここにいるよ〟って感じで、いっしょにいてあげるしかないのかも、ね」


　　　★★★



　深夜。

　スイートは、冷えきった部屋の中にいた。薄い闇やみの中、規則正しい彼の寝息だけが聞こえてくる。

　ここは理刀の寝室。

　さんざん悩んだ末、鱗うろこの代用として彼の爪つめをつかうことにした。他ほかに鱗的な部位が思いつかなかったのだ。

　ハ虫類などがもつ鱗は、角質となった表皮なのだが、理刀の場合は……。

　迷う時間が長くなれば、それだけ髪と血の鮮度が落ちてしまう。そう考えたため、失敗覚悟でここまで跳躍とんできたというわけだ。

　胸に手を当て、高ぶる気持ちを落ち着かせる。

　理り刀とがいま、すぐ目の前で寝ている。図ずう々ずうしくも髪や血をもらったあと、今度は爪つめも下さい、ではあまりにも恥知らずで欲深な所業のように思えたから……、こっそりと切らせてもらうことにした。彼の睡眠も邪魔したくなかった。

　スイートは、ベッド脇わきに両りよう膝ひざをつき、かけ布団の中へそろそろと手を差し入れた。そして、理刀の右手をそろり、ゆっっっくりと引っ張り出す。

　申し訳ありません。お願い、目を覚まさないで。悪いと思っています。本当に……。

　そんな気持ちで、ポケットから爪つめ切きりをとり出した。切った爪を飛ばさず、両刃の内側にあるポケットにため込んでおけるという優れものだ。

　スイートは、理刀の指先に意識を一点集中させた。

　深ふか爪づめにならないよう細心の注意を払いながら、小指の爪をパチン。続けて薬指の爪もパチン。中指、人差し指、最後に親指の爪もパチン、パチン、パチン。量的にはこれで十分。

　切ったあとは、軽くヤスリをかけて爪の丸みを整えておく。理刀が知らずに顔を搔かいたりしたら、ケガをするかもしれないから。

　なんだか、良夫おつとの爪を切ってあげている妻にでもなったかのような心地ここちである。が、現実は夜よ這ばいにも似た行為をしていて……。

　夜這い!?

　スイートはあらためて、現状を第三者的な視点で眺めてみた。

　殿方の寝室へ、こっそりと忍び込んでいる嫁入り前の女子。爪を切るため、彼の右手を握っている女の子。品もなく、大胆に！

　体熱が急激に高まっていく。特に耳が、頰ほおが、首筋が、熱くて熱くて。スイートは、左手を頰に当てた。手はひんやりとしているのに、頰はあまりにも火ほ照てりすぎていて……。

「ぁ、ぅ、ぁわわわ」

　羞しゆう恥ちが、体中からにじみ出てくる。

　慌あわてて立ちあがろうとして、右足で左足を蹴けってしまった。そんなことをすれば、バランスが崩れてしまって…………………、ばふっ。

「きゃぅん」

　寝ている理刀の上に倒れ込んでしまった。

　なんてことを!?

　顔から火が出るとは、まさにこのような状態のことを指すのだろう。

　顔どころか、全身が猛火に包まれている。

　大火事だ。火事になったら消火を！　違う！　消火の前に避難を！

　もももぉぉ、申し訳ありませんっ！


　　　★★★



　右手に冷たい空気が触れている。その表面をなにかが這はい回るような感触。

「？」

　理り刀とは、うっすらと目を開けた。と、すぐそばにもぞもぞと動く影が……。

　手を引こうとした直後、影の正体に気づいた。

　ピコピコと動くクマ耳。スイートである。ピコピコ、ピコピコとクマ耳が忙せわしなく動き続けている。

　ベッド脇わきに膝ひざをついて、なにをやっているのだろう？

　パチン、と小指の先に奇妙な感触を覚えた。

　もしかして爪つめを切ってるの？

　パチン、パチンと薬指と中指の爪も切られていく。人差し指と親指もパチン、パチン。

　夜中に忍び込んできて、他ひ人との爪を切る理由は？　爪にヤスリまでかけてくれているようだけど……。

　キュートの言葉が、脳裏に浮かびあがってきた。

『スイートがね、なにか悩んでるみたいなの』

　魔族的な悩み方？　それとも、悩み解消法なのか？

『〝ここにいるよ〟って感じで、いっしょにいてあげるしかないのかも、ね』

　キュートの声が、ぼんやりと頭の中をたゆたっている。

　いったいスイートは、どんな悩みをもっているのか？

　寝たフリをしたまま彼女の様子を窺うかがっていると、いきなり左手を頰ほおに当て、「ぁ、ぅ、ぁわわわ」とどこか狼狽うろたえたようにうめき始めた。

　なんだ？　具合でも悪くなったのか？

　直後、スイートが、ばふっと布団の上にダイブしてきた。「きゃぅん」なんて可愛かわいらしい声を出しながら。

　いったいどうしたんだ!?　倒れた!?　気を失ったのかも!?

　理刀は慌あわてて、スイートへ声をかけようと体を起こした。

　そのときにはもう、彼女の姿は消えていた。


　　　★★★



　スイートは、理刀の部屋から跳躍にげ帰ってきたあとすぐに、ふりかけなどをつくる際に使用する小型ミキサーで彼の爪を粉末状にした。そして頃ころ合あいを見み計はからい、煮えたぎる土ど鍋なべの中へ振りまいた。

　液体を木のスプーンでかき混ぜながら、［竜を従える呪じゆ法ほう］、その〈始し祖そ竜りゆうを従える法〉のページに目を落とす。

　成功する確率は、かなり低い。限りなくゼロに近いだろう。

　まず、ちゃんとした魔道具を使用していない。魔法陣も、キッチンの周りに簡易型を描いているだけ。

　次に、鱗うろこの代用として爪つめをつかっている。

　そもそも理り刀とは人間であって、始し祖そ竜りゆうではない。

　なによりも、自分には魔薬をつくるウデがない。知識も、経験も、なにもない。

　わかってる。わかっているけど、万が一の可能性も捨てきれなくて。

　なにかに憑つかれたように、走り出した勢いをとめることもできないまま、毒どく舌ぜつ丸まるに用意してもらった惚ほれ薬に、理刀の頭髪、血液、そして代用として手に入れた爪の粉末を加えた。分量も抜かりはない。

　とにもかくにも、入手した材料をドロドロになるまで混ぜ合わせれば、始祖竜用の惚れ薬が完成する。

　土ど鍋なべの中で渦うずを巻く乳白色の液体に意識を集中させながら、スイートは片かた時ときも休むことなく腕を動かし続けた。

　木のスプーンを軽く握り、ぐ～る、ぐ～ると混ぜ続ける。ぐ～る、ぐ～る、ぐ～る。

　もうそろそろ火をとめる頃ころ合あいだけど……、念のため、とスイートは後ろのテーブルに置いた［竜を従える呪じゆ法ほう］のページに目をむけ、手順の再確認をした。

　その際、テーブルの隅に置いた別の本へ視線を移し、ため息をつく。

　文庫本サイズの本である。

　タイトルは、［明るい性の悩み相談室～魔術的即答集～］というもの。

　アビゲイルが忍ばせた本ものであることは、まず間違いない。図書室で。瞬またたく間に。

　時間停止術式をつかったのか、次元孔ホールを用いたのか、はたまた超速術式か、それとも幻げん影えい術式か。なんにせよ、他人のカバンに本を入れる方法はいくらでもある。

　これはアビゲイルの好意？　それとも敵意とうけとるべきか？　ただの嫌がらせ？

　スイートは、惚れ薬をぐ～る、ぐ～るとかき混ぜながら、ヒョウ柄の縦巻きロールヘアをゆらすアビゲイルの顔を思い浮かべた。……ったく、変なクラスメイトである。


　　　★★★



　あのぅ、り、理刀、こんな時間に申し訳ないのですが……。理刀？　ほんの少しで結構ですから、その、お、お時間をいただきたいと……。

　だれかの声が聞こえてくる。

　だれかが自分の肩をゆすっている。

　理刀は、ぐぐぐぅ～っと眠りの淵ふちから意識を引きあげ、目を開けた。

　すぐ目の前にスイートの顔。

「こんな時間に、申し訳ありません」

　彼女が、言葉通り申し訳なさそうな顔で、理り刀とを見下ろしてくる。

「どうしたの？」

　理刀は素早く体を起こし、ベッドから両足を出した。その際、それとなくベッドサイドの目覚まし時計へ目をむけた。

　五時五〇分。

　目覚まし音が鳴るまで、あと一時間ほど……。

　早朝のまだまだ暗い時間にスイートが訪ねてきた理由は？

　理刀はベッドの上に脱ぎ捨てていたジャージを手にとり、もそもそと身につけた。それから電気をつけ、こちらの様子を窺うかがうようなスイートの瞳ひとみへ、そしてその右手へ目を移す。

　クマのイラストがプリントされたマグカップ。その中には乳白色の液体。湯気が立ちのぼっているけど……。ホットミルク？

　スイートが、怖々といった様子でマグカップを差し出してきた。

「こ、これを、その、お、お嫌でなかったら、召しあがっていただきたくて、つ、つくってみましたの。こんな時間に、ほ、本当に申し訳なく思っているのですが、どうしても、つ、つくりたてを理刀に……」

「オレに？」

「は、はい。あなたに……」

　スイートの顔は、熱でもあるのでは？　と心配になってくるほど紅一色に染まっている。目もとも、頰ほおも、首筋も、真っ赤っか。

　キュートの言葉が、頭の中にしっかりと残っている。

『スイート、なにか悩んでるみたい』

　もしかしたら、悩みを聞いてもらいたくて、こうして飲み物を用意して跳躍してきたのかもしれないから……。

　再び、キュートの言葉が記憶の表層に浮かびあがってくる。

『〝ここにいるよ〟って感じで、いっしょにいてあげるしかないのかも、ね』

　ちゃんとむかい合おう。誠意をもって。

　理刀は意を決した。

「それじゃ、もらおうかな」

　スイートからマグカップをうけとり、ベッドへ腰を下ろした。ゆっくりと飲みながら、じっくりと彼女の心を解きほぐしていこう。

　にじり寄ってきたスイートが、胸の前で手を組み合わせた。

「あ、あの、い、いますぐ飲んでいただきたいのですが……冷えると、こ、効果が……」

「効果？」

「いいい、いえ、その、こ、効果とは……」

「ああ、そっか。冷めないうちに飲まないと、体もあったまらないからね。スイートの分はもってきてないの？」

「わ、わたくしはいいのです。り、理り刀とに飲んでいただければ……」

「そう？　うん。それじゃ遠慮なく、いただきまぁ～す」

　意識して声に明るさをにじませながら、理刀はマグカップに口をつけた。生なま臭ぐささが鼻に突き刺さってくるけど、我慢して口の中へ流し込む。眠気が吹っ飛ぶような味だから、目を覚ますには丁度いいかもしれない。

　ぬるっとした舌触り。べたっとしたのどごし。毒どく舌ぜつ丸まるのココアとは対極に位置する味だけど……、理刀はそれさえも無視して吞のみ込んだ。一気に。最後の一滴まで。

　飲み終わったあと、リバースしてきそうになる液体を根性で抑え込み、理刀は笑顔をつくった。これはいったい、なんて飲み物なの？　と訊ききたい気持ちをグリグリと両足で踏み潰つぶし、とにかく笑顔。

　下へ手たに質問して、「ホットミルク、なのですが……」なんて返されたら、スイートの努力と好意を蹴けり飛ばすことにもなりかねない。だから、疑問は胸の奥底へ仕し舞まい込む。

　スイートが、真剣な面おも持もちで理刀の顔を見つめている。いまだ胸の前で両手を組み合わせ、まるでなにかへ祈りを捧ささげるかのように。

　彼女の悩みは？

　理刀は、なによりもまずは笑顔を心がけながら、

「スイートも座りなよ」

　自分の隣を目で指し示した。

　まずは当たり障さわりのないおしゃべりから入って、それから徐々に核心へ。

　〝ここにいるよ〟という気持ちを胸に、彼女と同じ時間を共有すれば、たとえ悩みの内容が魔族的であっても、女の子だけにしかわからないものであっても、獣人的であっても、支えることくらいはできるはず。

　そう思ったから、ベッドへ座るよう勧すすめたのに……。

「お邪魔しました。それでは、また朝食のときに……」

　スイートが、あからさまに残念そうな顔で目を伏せたから……。

「散歩にでもいかない？」

　理刀はとっさに、彼女を誘った。

　スイートが、数回瞬きしたあと、

「お散歩、ですか？」

　わずかに身を寄せてくる。

「そ、ちょっと早いかもしれないけど、朝の散歩。寒いから厚着して、ね」

「は、はい。それでは、急いで着替えてきますわ！」

　パッと瞳ひとみを輝かせたスイートの手首をつかみ、理り刀とは彼女が跳躍するのをとめた。ここで部屋へ帰せば、またまたお悩みモードへ陥おちいってしまうかもしれない。だから、

「オレの服貸すから、すぐに出よう」

　このままの流れを保って素早く散歩へ、とそう考えた。

　スイートが、いきなりぴょんと跳ねた。ぴょんぴょん、と続けてもう二回。三つ編みをほどいた薄紫の髪も、ぴょんぴょん。まるで、ずっとほしかったオモチャを買ってもらえた子どものように。彼女の瞳も、無む垢くな子どものように輝いている。頰ほおは桜色だ。

　とんでもなく嬉うれしそうにしているから、男物の服を着るのが嫌ではないのだろう。




　理刀は、急いで適当な服を見み繕つくろった。

　部屋着のままのスイートへ着せてあげたのは、紫色のダウンジャケットだ。袖そでがだぶだぶだけど、お陰で手袋は必要ない。毛糸のマフラーも首に巻いてあげた。もこもこになってしまったけど、そんなアンバランスさも可愛かわいらしい。

　靴だけは、彼女の小さな足に合うものがなかったため、自前のやつをとってきてもらった。が、五秒とかからなかったため、悩みのもやもやにつかまる暇などなかったはずだ。

　理刀も素早く服を着込み、財布を上着の内ポケットに押し込んだあと、スイートといっしょに家を出た。彼女はいま、微笑ほほえんでいる。間違いなく笑顔だ。可愛い笑顔だ。でもそれは、あくまでも表面的なものでしかないから……。

　さて、スイートの悩みはなんだろう？


　　　★★★



　体中の細胞が、歓喜の歌を合唱している。もはや大合唱だ。

　スイートは、理刀の横顔を見あげながら湧わきあがる感動を懸命に抑え込んだ。そうしないと、嬉しすぎて調子外れな悲鳴をあげてしまいそうで……。

　嬉しくて嬉しくて嬉しくて、あまりにも嬉しくて、どうしようもなく嬉しくて。

　一睡もせずに薬を煮込み、できあがるなり理刀の部屋へ跳躍とんだ。大迷惑だとわかっていたけど、彼への想おもいを抑えきれなくて……。

　つくり方は中途半端だし、鱗うろこの代わりに爪つめをつかったため、ほとんどあきらめていた。

　それなのに、理刀が朝の散歩へ誘ってくれた！

　彼の匂においがする服とマフラーは、とてもあたたかい。心地ここちいい。楽しい。夢みたい。

　ニッポン国のフユはとても寒いから、理刀の腕に抱きつくのも自然にできる。

　嬉しくて堪たまらない。


　　　★★★



　一二月下旬にさしかかった街の早朝は、清すが々すがしくて、空気が澄んでいて、日が昇っていないため暗くて、容赦がなかった。寒い。風は強くないものの、冷たい空気がビシビシ肌に突き刺さってくる。

　白い吐息が、街灯の中へ溶け込んでいく。

　大通りから離れているため、車の流れはほとんどない。人影もまばらだ。

　スイートが悩みを相談してくれるまでつき合う覚悟を胸に、理り刀とは大通りを目指した。

「ニッポン国のフユという時期は、本当に冷えますわね。うふふ、でもこうしていれば寒くありませんわ」

　もこもこ状態のスイートが、理刀の左腕に抱きついてきた。ぎゅっと。頭も、肩に押しつけてくる。

　ちょっと歩きづらいけど、嫌じゃない。

「あら？」

　スイートが、急に足をとめた。

　左腕を引っ張られるようにして、理刀も足をとめる。

　見ると、ブロック塀の根もとに一匹のネコがいた。体を丸めたまま、ジッとこちらを見あげている。三毛だ。

「体は大きいですが、まだ子どもですわね。生まれたのは今年の春はる頃ごろでしょう」

　理刀の腕から離れたスイートが、無造作にネコへ歩み寄り、その首根っこをひょいともちあげた。

　ネコは、なんの抵抗もしない。人に馴なれているのか、スイートの扱い方がうまいのか。見たところ、野の良らのようだけど。

「あなた、お家うちはどこかしら？　まあ、こんなに冷たくなって……」

　スイートが、素早くマフラーを外し、それをネコの体に巻きつけた。ぐるぐる。

　ネコは、おとなしく巻かれているだけ。

　そんなネコを胸に抱いたスイートが、嬉うれしそうに微笑ほほえみながら理刀のところへ戻ってきた。そしてまた、左腕に自分の腕を絡めてくる。もこもこ。むぎゅ。

　ゥニャ～。

　ネコが弱々しい声で鳴いた。

　よろしくどうぞぉ～、とでも言っているかのように。




　理刀は、左腕に抱きついているスイートと、彼女の胸で目を線にしているネコを横目に見た。そんなに寒くはなさそうだけど……、もしかして我慢しているのかもしれないから、

「寒くない？」

　そうたずねてみる。

　スイートが、もこもこと体をゆらしながら、

「少しも寒くはありませんわ。理刀とこうしていると、ぬくぬくですもの。このネコもいますから」

　ほこほことした笑顔を返してくれた。

　ゥナァ～、とネコもこたえてくれる。

　彼女の白い吐息がひろがり、理り刀との頰ほおをなでながら消えていく。甘い香りを残して。

　スイートに笑いかけながら、理刀は上着の内ポケットから財布をとり出した。数メートル先で、自動販売機が場違いなほど明るい光を放っている。

　財布から、冷えきった指で百円硬貨を二枚つかみ出し、自販機に投入。

「なにがいい？」

「あ、あの、わたくしにボタンを押させて下さい。この機械で品物を買うのは初めてですの。いつも気になってはいたのですが……」

　言うなり、理刀の左腕から離れたスイートが、だぶだぶの袖そでをまくりあげたあと、ズビシッ！　と突き指をしそうな勢いでボタンを押した。

　あ……、と理刀は口の中で小さな声をもらした。

　がちゃん、とペットボトルが落ちてくる。

「わたくしがとりますわ」

　とり出し口へ手を突っ込んだスイートが、ひと言。

「これ、すごく冷たいですわ」

　アイスのボタンを押せば、冷たい飲み物が出てくるのは当然で……。しかも五〇〇ミリリットルのスポーツドリンクで……。

「あぅ」

　悲しそうな顔のスイートを励ますように、ネコが鳴いた。

　ニャ～。

　ドンマイ。




　冷たいスポーツドリンクを上着のポケットに押し込んだあと、今度は間違えないようボタンを確認し、ホットのミルクティーを買った。

「申し訳ありませんでした」と肩を落としていたスイートだったが、分け合って飲んだミルクティーで体があったまったのだろう、すぐに笑顔をとり戻してくれた。もこもこでほこほこな彼女は、すごく愛らしかった。

　スイートとの間接キスにドキドキの理刀は、ホットでミルクなティーが体に染み込むよりも先にあったまっていたけど。

　寒くても、彼女の唇はぷるっと張りがあって、薄紅色で、つややかだから。そんな唇が触れた飲み口をついつい意識してしまうのは、男の性さがであって……。ドキドキ。

　そんな理刀の心しん裏りを見抜いているかのように、ネコが鳴いた。

　ンニャゥ。

　ドキドキしてるニャ？


　　　★★★



　大通り沿いをあてもなく歩きながら、スイートは様々な話をした。

　地下学院アンダーレゾンのこと。魔導書学科のこと。クラスメイトのこと。特に、学科ナンバーワンの変人であるアビゲイル・キッドマンのこと。

　理り刀とが笑ってくれることが嬉うれしくて、彼が驚いてくれることが楽しくて、とにかくしゃべり続けた。

　話が魔界のことに移り……、確かに危険な場所も多いけど、ビョルンストライド王国の領土はそのほとんどの地域が常とこ春はるで過ごしやすく、とても平和であることを念入りに彼へ伝えたあと……、スイートは、胸に抱いたネコの頭にあご先をくっつけた。

　嬉しいけど、苦しい。

　嬉しいけど、切ない。

　嬉しいけど、不安で。

　スイートは、ジ───ッと理刀を見あげた。

「ん？」

　思いきって、口を開く。

「あの、もしも、本当にもしも、の話なのですが……」

　言葉が出てこない。苦しくて、切なくて、不安で。勢いのまま想おもいを吐き出してしまえば、理刀を困らせてしまうかも。それどころか彼との関係が壊れてしまうかも。いくら惚ほれ薬が効いているとはいえ、その持続時間は不明なのだ。一生このままなんて保証はどこにもない。…………………………、言葉にするのが怖い。

　ネコの背をなでながら、スイートは下唇を嚙かみしめた。

　理刀が、そっと顔を寄せてきた。

「なに？　なんでも言ってよ。いまは、オレとスイートしかいないから、さ。あ、そのネコもいるけどね」

　彼のやさしい言葉。白い息が、スイートの頰ほおをやんわりと包み込みこんだあと、冷たい空気の中へ溶け込んでいく。

　歩きながら、スイートは彼の目を見あげた。

　勇気を絞り出しなさい、スイート・フォンターナ！

「も、もしも、ビョルンストライド王国の永住権をもらえるとしたら、理刀はどうなさいますか？　も、もちろん、だ、第一王都の永住権ですわ」

「永住、権？」

「あ、いきなり変な質問をしてしまい、申し訳ありませんでした。わ、忘れて下さい」

　自分の弱さが歯がゆくなる。が、

「変な質問なんかじゃないよ。うん。それって、考えさせられるよね」

　理り刀とが、さらに会話をつなげてくれた。スイートの胸で大人おとなしくしているネコの頭を、指先でそっとなでたあと、

「魔界じゃ、ビョルンストライド王国の、第一王都だっけ？　そこに永住できるって、かなりのステータスなんだろ？　なんとなくわかるよ。

　でも、オレは人間だからなぁ。人間界こつちでも、海外に永住してる人ってたくさんいるから、それと似たようなもんなのかもしれないけど……。

　それでもやっぱり、オレはこの国で生まれ育ったから……」

　狂おしいくらいに強く、そしてやさしい笑顔でこたえてくれた。

　永住は無理、と言外に匂におわせているのだろう。彼はニッポン国生まれのニッポン国育ちだから、そう考えるのは無理からぬこと。

　だったら、あとは自分次第。

　スイートは、すべてを投げ捨てる覚悟を決めた。

　魔界に近くて遠い人間界。そんな異界のニッポンという未知の国で、自分はひとりの男の子に興味をもった。その興味が、好意へ、そして恋へと育っていく日々の中、想おもいは徐々にその強さを増し、かたちを成し、泣きたくなるほど美しい色に染まっていった。

　それでも、彼は人間界生まれ。自分は魔界生まれ。だから……。

「わ、わたくしは、人間界に永住してもかまわないと思っています」

　スイートは、決意おもいを言葉にした。同時に、理刀の左腕にぎゅっと抱きついた。もこもこ、ぎゅっ！　あなたを放したくない、自分をつかまえて、という想いを込めて。

　勢いのまま、さらに言葉を続けた。

「魔界と人間界の行き来は、これからもっともっと楽になるはずですわ。

　近い将来、一般の方々もそれこそ観光に出かけるような気分で、互いの世界を往来できるようになるでしょう。

　そうなれば、居住地がどちらの世界にあろうと、それほど問題ではなくなります。

　理刀が、ニッポン国を離れたくないというのであれば、わ、わたくしが、人間界に、学院を卒業したあとも、ず、ずっと……」

　理刀がふと、道路を横断するために設けられた橋に目をむけた。陸橋である。

　四車線の道路、そのむこうとこちらをつなぐ橋。

「ちょっと、のぼってみない？」

　彼が、陸橋を指さした。


　　　★★★



　陸橋の上は少しばかり風が強かったものの、我慢できないほど寒くはなかった。

　東の空から、陽ひの光が空へひろがっていく。西の空へ追いやられていくのは夜の色。

　見下ろした道路を、車が行き来している。早朝から様々な人たちが、様々な理由から、様々なところを発たち、様々な目的地へむかっているのだ。

「きれいですわね」

　東の空を眺めながら、スイートが目を細めた。

　理り刀とは、そんな彼女の頰ほおへ白い息を吹きかけるように、

「いまはまだ、柔軟に構えてていいかもね」

　そっとささやいた。

「え？」

「ほら、スイートさっき、人間界に永住してもかまわない、みたいなことを言っただろ？

　それって大切なことだから、まだ決めなくてもいいと思うんだ。

　いろいろ考えて、いろいろ悩んで、いろんな人に相談して、そのときがきたら、自分で決めればいいんじゃないかな？」

「あの、に、人間界に永住してもかまわないというのは、つ、つまり、その、い、意味は、なんというか……」

　スイートが、おでこも頰も首筋も紅あかくして理刀を見あげてきた。が、目が合うとサッとうつむいてしまう。

　変なこと言ったかな？　と不安になりながらも、理刀はある女性の名前を出した。

「短い間だったけど、カカさんに講師をしてもらってたとき、何度も言われたんだ。

　〝自分で考えろ〟ってね。

　どんなときでも、周りの状況や、他ひ人との意見や、そのときの勢いなんかに流されないで、自分自身の頭で考えることってさ、すごく大切なんじゃないかな？

　オレなんかじゃ、カカさんが言いたかったことの一〇〇分の一もわかっちゃいないと思うけど。たぶん、〝自分で考えろ〟って、そういうことなんだと思うんだ」

　フォンターナ家の二女、｛獲かく鳳ほう縛ばつ麒き｝の威名をもつカカに言われたことは、いまでも忘れていない。

「〝自分で考えろ〟ですか。カカお姉様らしい、力強いお言葉ですわね。でも、わたくしが言いたかったのは……」

　スイートがいきなり、理刀の左手をとった。そして口もとへ運んでくると、甲をついばむように唇を押しつけてきた。ちゅ。

「？」

　ちゅ、ちゅ、と軽く二回続けたあと、ちゅ、と強く吸いついてくる。

　五秒ほど甲を吸ったあと、ちゅぽっ、と唇を離す。残ったのは、かすかなキスマークと街灯の光が溶け込むような唾だ液えきのあと。

「スイート？」

「わたくしの｛不凋花の唇アスフオデル・リツプ｝は、理り刀とだけにはイタズラをしません。これは、わたくしの唇があなたのことを大好きな証拠ですわ」

　スイートが、あらためて理刀の左腕に抱きついてきた。先ほどよりもずっと強く。もこもこむぎゅぎゅ～っと。

「まあ、それは、オレが『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力をもってるから……」

　彼女の悩みを聞こうとしていたのに、話が変な方向へ進んでいるような……。

　スイートが、ほんのわずかに眉まゆ根ねを寄せたあと、左腕から離れた。と思いきや、すぐに理刀の胸ぐらをつかんで顔を寄せてくる。

「もう、遠回しに想おもいを伝えるようなマネはやめにします。わたくしの唇が理刀をどれだけ慕したっているか、ここでハッキリと証明しましょう」

「え？」

　なにがなんだかわからないまま、理刀は身を強こわ張ばらせた。

　スイートの顔が、じんわりと近づいてくる。

「あん、少し腰を落として下さらないと、届きませんわ」

　どうして腰を落とすの？　届かないって、なにが？　なんてことは訊きかない。わかってるから。でも、どうしてスイートは、いきなりこんな行動に？　悩みはどうしたの？

　なんてことを考えながらも、スイートに胸ぐらを引っ張られ、逆らわずに腰を低くする理刀である。

　彼女の唇は、もうすぐそこで……。

　白くて甘い吐息が、理刀の唇をかすめたときだった。

　ウニャ～ン。

　ひと声、なんだか悲しそうに鳴いたあと、スイートが胸に抱いていたネコが大きく身をよじった。

「あっ」

　彼女の胸から飛び降りたネコが、マフラーを体に巻きつけたまま陸橋の上を駆け、階段から歩道へと下りていく。

　陸橋から見下ろしていると、マフラーを引きずるようにして階段から現れたネコが、一度だけこちらを振り仰いだあと、そのまま横道の暗がりに姿を消してしまった。

「マフラー、もっていかれちゃったね」

　笑いながらスイートへ目を戻した理刀は、ハッと息を吞のんだ。

　彼女が、瞳ひとみを潤うるませていたから。つつくとすぐにでも涙がこぼれ落ちそうなほど、たっぷりと潤んでいる。

「どうしたの？　寒い？」

　理り刀との問いに首を振ったあと、スイートが震える声をもらした。

「わたくしは、情けないことをしてしまいました。自らの一方的な想おもいを堪こらえることなく、理刀に薬を飲ませるなんて……」

　薬？　スイートがもってきた、あの味がちょっと……、な飲み物のこと？　マズかっただけで、べつになんの違和感もないけど……。

　どんな薬なの？　なんて質問を挟むことなく、理刀は彼女の言葉に耳を傾けた。

「人間界へくる前、わたくしはフォンターナの紋章に誓いました。

　だれにも飼われたことのない獣のように、媚こびることなく、屈することなく、自分らしく生きていこう、と。

　人間には絶対に負けたくない、と思っていました。同族にだって、絶対に。もちろん、自分の弱さにも。

　卑ひ怯きようなマネをせず、フォンターナの名に恥じない魔導書作家になる、とそう心に決めて渡界してきたのです。

　なのに、わたくしは、ずるいことをしてしまいました。

　本当に、まさか、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の理刀に、薬の効果が現れるなんて……」

　幾筋もの涙が、スイートの白い頰ほおを伝い落ちていく。

　朝日を溶かし込みながら、キラキラと。





エピローグ




　陸橋を下りたあと、理刀はスイートと肘ひじを擦こすり合わせるようにして歩きながら、彼女が落ち着くのを待った。

　そして、涙がとまり、呼吸もゆっくりになってきた頃ころ合あいを見み計はからって話しかける。

「なんの薬なのか知らないけどさ、腹も壊れてないし、体調も悪くなってないから、そんなに気にしないでよ。〝薬の効果〟って言われても、飲んだ本人に自覚がないんだから。ハハ、オレって、意外と丈夫だから心配ないって」

　言うと、スイートが「えっ？」といった顔をむけてきた。

「り、理刀はいま、わたくしを見て、あ、その、ど、どのような感情を抱いていますか？」

「感情は………う～ん、複雑っていうか、スイートが泣いてる理由がわからないから、困ってるっていうか、そんな感情をなんて言えばいいのかな？」

　スイートの頰が、みるみるうちに紅あかくなっていく。と、不意に歩みをとめ、「き、効いて、なかった、なんて……」とつぶやきながら、両手で頭を抱え込むようにしてその場に座り込んでしまった。

「スイート、大丈夫？」

「だだ、大丈夫ですわ。ええ、わ、わたくしは大丈夫です」

　ぴょこん、とすぐさま立ちあがったスイートが、再び理り刀との腕にしがみついてきた。

　歩き出しながら、彼女が質問を投げてくる。

「ど、どうして、わたくしを、お、お散歩に誘って下さったのですか？」

「ん～、スイートともう少し話したかった、って理由じゃダメかな？」

「できれば、本当の理由をお聞きしたいのですが……」

　スイートの歩調に合わせてゆっくりと歩きながら、理刀は包み隠さず話すことにした。

「実は、スイートがなにか悩んでんじゃないかって、そう思ったから……」

「悩んでる？　わたくしが？　だからお散歩に？」

「歩いてるうちに、悩みを打ち明けてもらえるかなぁ、なんて思ってね」

「まあ、そうだったのですか……お心づかい、感謝いたしますわ」

　スイートが、安心したようにホッと息をついた。

　彼女が表情をゆるめてくれたお陰で、理刀も気持ちが軽くなった。

　そこで、ふと気になったから、

「んで、オレが飲んだのって、なんの薬だったの？」

　そう訊きいた途端、

「ひゃん」

　裏返った悲鳴をあげ、スイートが理刀の左腕に抱きついてきた。

　もこもこっと体をよじり、ぐりぐりっと右みぎ頰ほおを押しつけてくる。

「そ、それだけは、ぉ、お願いですから………………………………訊かないで、下さぃ」

　弱々しい声で頼んでくる彼女は、とても可愛かわいらしい。

「あ、いや、どうしても知りたいってわけじゃないから、べつにいいけど……体も、本当に大丈夫だし」

　理刀は、華きや奢しやな体全部をつかってもこもこぐりぐりやってくるスイートに押されまいと、懸命に踏ん張りながら歩いた。

　もこもこぐりぐりやりながら、歩き続けた。

　朝の光に包まれていく街を、ふたりで。

　もこもこ。

　ぐりぐり。

　仲よく。





第三話　湯けむり名探偵




プロローグ




　スイートとキュートが、一泊二日の旅行を企画してくれた。

　魔界で大大大迷惑をかけたお詫わびに。今年も残りわずか。みんなお疲れ様。なんて気持ちを込めた、と彼女たちは言っていた。「温泉！」とふたりで張りきっていた。

　スイートとキュートが企画したといっても、往復の交通手段や宿泊施設の手配は、みんな毒どく舌ぜつ丸まるがやっていたようだけど……。

　交通費や宿泊費、その他ほか諸費用は、すべてフォンターナ家もちだから、理り刀とはちょっとした着替えと小銭だけをもって家を出るだけでよかった。




　そんなわけで、理刀はいまロマンティック・カーの窓側席に座っている。近場だから、乗車時間は一時間と少しだ。

　それはいいのだが……、冬場のシーズンであるにもかかわらず車内はガラガラだった。

　いや、ガラガラという表現は相応ふさわしくない。理刀、スイート、キュート、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香か、毒どく舌ぜつ丸まるの計七名。それ以外、だれの姿もないのだから。前後の車両にも。そのまた先の車両にも、だれひとり。先頭車両には、車掌くらいのっているはずだけど……。

　列車にのる前、『防犯上の理由からすべての車両を貸し切りにしました』と毒舌丸が言っていた。

　そういえば……、と理り刀とは思い出した。

　キュートが留学してきたときも、一流ホテルを丸ごと借りていたっけ。

　加えて、温泉旅館も貸し切りにしてあるという。土地勘のない場所へいくため、用心に用心を重ねているのだろう。少々やりすぎのような気もするけど……。

　そんなロマンティック・カーの中で、スイートとキュートが、月曜の九時に放送されているドラマ、『魔族探偵　獄ごく魅みちゃん』の物マネで盛りあがっている。

　理刀のむかい席に座ったキュートが、

「さあ獄魅くん、この謎なぞを解き明かしてくれたまえ」

　ドジばかりやっている砂丹サタン刑事のマネをすると、彼女の横ですかさず、

「わたくしが誇る魔族色の脳細胞は、すでに真犯人を断定しています！」

　と、スイートが獄魅ちゃんのキメ台詞ぜりふを口にする。

「不ふ埒らち千せん万ばんな真犯人は？」

「犯人は、砂丹刑事、あなたですわ！」

「きゅ、どうしてこの砂丹が犯人などと……」

「わたくしのお弁当には、ふたつの唐揚げが入っていました。しかし、食べた記憶もないのにひとつ減っています。

　わたくしがちょっと目を離した隙すきに……。

　この状況を冷静に分析すると、目の前に座った少理年刀と砂丹刑事、あなた方が容疑者となります。

　ここからさらに魔族色の脳細胞を活性化させていくと……」

　獄魅ちゃんになりきったスイートが、理刀の斜めむかいでしゃべり続ける。

　膝ひざにのせた駅弁を食べながら、理刀はそんな彼女たちのやりとりに耳を傾けた。微笑ほほえましさに頰ほおがゆるむ。

　通路を挟んだ席に座った黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの三人も、スイートの推理を聞いている。

　毒舌丸は、理刀たちのひとつ後ろの席に座り、静かに駅弁をつついている。

　理刀も、スイートたちといっしょに『魔族探偵　獄魅ちゃん』を観みているが、本格とは対極にあるストーリーだ。

　魔族である主人公の獄魅ちゃんは、人間界のロゾン学院に留学してきた一七歳の元気すぎるお嬢様である。

　推理というよりも、事件現場に足を踏み入れた途端、透視術式、追跡術式、跳躍術式、その他ほか様々な術式を駆使し、魔界から連れてきた三人の従者をつかいまくり、私財を惜しげもなく放出しまくり、犯人を瞬またたく間に見つけ出すのだから、もはや探偵とはいわない。

　それでも、魔界で生まれ育ったスイートやキュートには大ウケで……。

　推理による犯人逮捕までの課程よりも、獄ごく魅みちゃんや砂丹サタン刑事というキャラクターを大好きになったようだ。

　月曜の九時には、みんなで理り刀との家に集まり、テレビに貼はりついている。

　推理、らしきことをしゃべり続けていたスイートが、ようやく結論を出した。

「……以上の結果、わたくしが誇る魔族色の脳細胞が、砂丹刑事を唐揚げ早食い犯だと断定しています」

「きゅ、早食いなんて失礼ね」

「さらに証拠を加えるなら、いまあなたの口もとから唐揚げの匂においが漂ただよってきています。あなたのお弁当にはまだ、唐揚げが二個残っているということは、あなたはまだそれを口に入れていないはずなのに」

「獄魅ちゃんは、匂いじゃ推理しないのよ。ちゃんと別の車両に跳躍とんで、それから遠視術式とかつかわなきゃ」

　なんか違う……、と思いはしても口を挟まない理刀である。

　魔界育ちのスイートとキュートにとって、推理や科学捜査で犯人を見つけ出すといったスタイルは、どうにもピンとこないらしい。

　そう考えると、『魔族探偵　獄魅ちゃん』は、人間界と魔界との交流が盛んになり始めた現代社会の流れを意識して、それにうまくのるように狙ねらって制作されたドラマなのかもしれない。

「わたしは、助手のワットンが大好きです！」

　通路を挟んだ隣の席から、百もも香かが声をかけてきた。彼女が構えているのはデジカメだ。

　デジカメのレンズをむけられたスイートとキュートが、サッとＶサインをつくった。笑顔も忘れない。

　パシャ。

　すかさずスイートが、百香が手にしたデジカメをピッと指さした。

「わたくしが誇る魔族色の脳細胞が、そのデジカメ画像に残ったふたりの女の子のうち、帽子をかぶった三つ編みの子のほうが可愛かわいく映っていると断定しています」

「きゅっ！　それは推理じゃなくて、ただの希望的観測でしょ！」

「ふふん、遠視術式をつかいましたの。この目で遠視みたら、確実にわたくしのほうが可愛く映っていましたわ」

「あんた、いまなんの術もつかってなかったじゃない！　術式を組成してからじゃないと推理しちゃダメなのよ！」

　いやいやそうじゃないよ……、なんてツッコミは入れず、理り刀とはもぐもぐとおにぎりを咀そ嚼しやくした。

　スイートとキュートが、仲よく言い合いを続けている。

　黒くろ媛ひめたちが、それを楽しそうに眺めている。

　貸し切りのロマンティック・カーが、笑い声をのせていく。




　古めかしく、だからこそ味のある温泉旅館『四し季き彩さい館かん』に着いたあと、理刀は割り当てられた部屋に入った。ひとり部屋である。当然、男は理刀ひとりだから、女の子たちと相部屋、なんてわけにはいかない。

　ちょっと寂さびしいけど、それは問題じゃない。同じ部屋になれば、逆に緊張してしまう。

　ひとりでつかうにはひろすぎる部屋の中で、理刀はさっそく浴衣ゆかたに着替えた。よく見ると、浴衣の襟えり、その裏に［春日かすが理刀］と青色の糸で刺し繡しゆうがしてあった。

　貸し切りの客に対する、『四季彩館』のおもてなしなのだろう。

　マイ・浴衣。感動だ。




　部屋を出たあと、隣部屋から出てきたスイートたちと合流した。みんな浴衣姿である。

　女の子たちは全員いっしょの部屋だという。ちょっと羨うらやましいけど、「オレも」なんて口が裂けても言い出せない。

「理刀、これを見て下さい」

　スイートが、浴衣の襟もとをめくりながら嬉うれしそうに歩み寄ってきた。

　彼女の襟裏には、薄紫色の糸で［スイート・フォンターナ］という名が刺繡されていた。

　女の子用の浴衣にも、旅館側のサービスがなされているのは当然で……、それはいいのだが、にこやかに襟もとをめくられると、白い鎖骨や胸もとが目に飛び込んできて……。

　ドキドキで、顔が熱くなってくる。

　そんな理刀の視線に気づいたスイートが、「ぁ、ゃん」と慌あわてて左右の襟を重ね合わせた。そして、胸の前で軽く握った拳こぶしをくっつけたまま頰ほおを紅あかくする。

　そんなところが、なんとも愛らしい。

「み、みんなの浴衣に名前が刺繡されてんだね。ハハ、オレのも名前入りだったよ」

　理刀はなんとか言葉を絞り出し、場に漂ただよった微妙な空気を振り払った。

　頰を染めたままのスイートが、それでも嬉しそうに微笑ほほえんでくれる。

「みなさん、浴衣のサイズはいかがですか？」

　不意に姿を現した浴衣姿の毒どく舌ぜつ丸まるが、静かな廊下に染み入るような声でたずねてきた。

「ピッタリよ」とキュート。

「これ、すごいですね。名前入りの浴衣なんて……」と黒媛。

「記念になります」と巴ともえ。

「着るのがもったいないくらいです！」と百もも香か。

　毒どく舌ぜつ丸まるが、切れ長の目をわずかに細めた。

「この旅館の厚意によって、ネーム入りの浴衣ゆかたを準備することができました。おもち帰り下さい、とのことです」

　彼女の言葉を聞き、女の子たちが互いに笑顔をむけ合った。

　理り刀とは、浴衣の襟えりもとをわずかにめくりながら、思った。

　七人しか泊まらないのに貸し切りなんて、旅館にとっては超がいくつもつく上客に違いない。しかも魔界の公こう爵しやく家け令嬢の一行だから、今後の営業に大きなプラスとなるはずだ。

　人間界と魔界との界交は、近い将来大きく開かれるであろうことは、日本のだれもが予想している。そのとき、〝フォンターナ家のご令嬢が宿泊した旅館〟というウリがあるのとないのとでは、大きな違いがあるはず。

　ここで理刀は、ふと気になった。

　毒舌丸の浴衣にも、名前が入っているのだろうか？［毒舌丸］と。

　気になるけど……、そんなことを訊きいていいものかどうか……。

　そんな理刀のもやもやを代弁してくれるかのように、スイートが口を開いた。

「毒舌丸、あなたの浴衣にも名前を入れてもらったのですか？」

　その質問に、毒舌丸の目もとがやわらいだ……、ような気がした。

「はい。旅館側が、宿泊者全員へのサービスと言ってくれたものですから。わたしの浴衣にも名前を入れてもらいました」

「結構ですわ。これで、全員おそろいのネーム入り浴衣ですわね」

「恐れ入ります」

　毒舌丸が、そっと唇をゆるめた。微笑ほほえみと呼ぶにはほど遠い、極微笑ほほえみだが、いつもの鋭い冷気は間違いなく薄れている。初めて見たかも。

　ちょっと感動の理刀である。

　女の子たちも、毒舌丸の極微変化に気づいたのだろう。みんな嬉うれしそうに笑っている。

「よし、温泉旅館といえば、まずは卓球だ」

　やわらかくなった空気をきゅっと束たばね、ひとつの方向へむけたのは黒くろ媛ひめだった。

　すかさず百香が、

「遊技場に卓球台があるって、旅館の人が言ってました！」

　ニパ～ッと笑顔を咲かせた。すでにチェックずみらしい。




『四し季き彩さい館かん』の遊技場には、卓球台が一台。パチンコとスロットが数台。パットゴルフのコースがいくつか。どこか時代を感じさせる造りである。

　軽くルールを説明してもらったあと、まずは卓球初体験のスイートとキュートがラケットを握ることになった。

　スイートには百もも香か、キュートには黒くろ媛ひめがコーチとしてつき、練習試合を始める。

　理り刀とと巴ともえは、台の横で見物だ。

「きゅっ！」

　キュートが、ポコッ！　と力強いサーブを打つ。が、球は見当違いの方向へ一直線に跳んでいき、壁に当たって床へ。

「まずはネットの手前でワンバウンドさせてから、相手コートに球を送るんだ。大丈夫。最初はみんな素人しろうとだから」

「難しいわね」

　黒媛の教えにうなずきながら、キュートがラケットをもち直す。

「ふふん、最初の一打もまともに放てないようでは、勝負になりませんわね」

「きゅっ！　今度は違うわよ！　えいっ、ビックリ・サーブ！」

　球をもらったキュートが、ポコン、とサーブを打った。今度は、ちゃんとした軌道で敵陣へ跳ねていく。が、

「きゃ」

　スイートが、体のそばを通っていく球を見過ごし、顔の前で手をひろげた。なにかに怯おびえたように。

　黒媛、巴、百香の三人も、目を見開いている。

　もしかして幻げん術じゆつ？　どんな？

　幻が視みえない理刀は、首を傾かしげることしかできない。

「ちょ、ちょっと！　魔法をつかわず、正々堂々と勝負をしていただけませんか？」

　スイートが、キュートをにらみつける。

「根性ないわね」

　キュートが、ラケットでコンコンと台を叩たたいた。なんだか嬉うれしそうに。

「ぅわぁ～、ネットが大きくなって飛んでくれば、だれだって驚きますよね」

　百香のつぶやきに、理刀は心の中でやれやれと息をついた。

　卓球の最中に投網攻撃なんて、とんでもない反則行為である。

　卓球台を挟んだスイートとキュートが、いつものように視線をぶつけ合い、バチバチと火花を散らし始めた。


　　　★★★



　スイートとキュートが激戦を繰りひろげたあと、理刀と巴が勝負をすることになった。

　スイートは、人間界のタッキュウ技術を盗みとるべくネット横に陣どり、ふたりの動きを観察した。

　ぺこん。ぽこん。ぺこっ。ぽこっ。ぺしん。ぱこん。ぺこん。ぽこん。ぱこっ。ぽこっ。

　ぬるい打ち合いが続く。互いに遠慮して、ビシッと打とうとしない。

「あ……」

　巴ともえの打った球が、ネットに当たって自陣に戻ってきた。これで理り刀とが一点先取だ。ルールはだいたい把握した。

「巴ちゃん、こうやって握ったほうが打ちやすいと思うよ」

　百もも香かが、巴にラケットの握り方を教えている。

「こ、こう？」

「うん。あとは死霊を召喚するときみたいにリラックスして、脇わきしめてね」

「あ、ありがと」

　巴が、ぎこちなくラケットを構える。もしかしたら、タッキュウが苦手なのかもしれない。学院最高の【死霊使いネクロマンサー】にだって、苦手なモノのひとつやふたつはあるだろう。

「じゃ、いくよ」

　理刀が、ゆる～いサーブを放った。

「えいっ」

　巴も、どこかゆるっとした動きで球を打ち返す。目もとをゆるめ、楽しそうに。

　そしてまた、ぺこっ。ぽこっ。ぴしっ。ぱこっ。ぱしっ。とラリーが続き、












「あ、っと……」

　今度は理り刀とが打ち損じた。これで巴ともえに一点。ゆるゆるのシーソーゲームである。と、

「巴ちゃん、吞のみ込み早すぎだね。いきなり球筋よくなるんだもん」

　百もも香かが、顔よりわずかに高い位置で両のてのひらをひろげた。

　そんな彼女に対し、巴も控えめな笑みとともに両手をひろげた。

　そして、互いの両手を同時に打ち合わせた。パチン。

「？」

　状況から察するに、彼女たちの動きが示している意味は明快だ。喜びをわかち合ったに違いない。ニッポン国、もしくは人間界独特の表現法なのだろう。興味深い。

　キュートも、どこか不思議そうな顔で百香と巴を見ている。

「おふたりが手を打ち合わせたそれ、その行為は、人間界ではなんと呼ばれていますの？」

　好奇心を抑えきれず、スイートはたずねた。

「これですか？　ハイタッチです。〝やったぁっ〟とか嬉うれしいときに、仲間や家族とこうやって手を打ち合わせるんですよ」

　笑顔をひろげた百香が、再び巴と両手を打ち合わせてくれた。ペチッ。

「〝はいたっち〟ですか。なるほど。握手以上抱擁未満、といった動作ですわね」

　スイートは、小さく何度もうなずいた。

　キュートも、わかったような顔をしてうんうんとうなずいている。

　そしてすぐにまた、理刀と巴の勝負が再開した。勝負というには、あまりにもゆるゆるな流れだけど……。気づかいと遠慮のぶつかり合いだから、しかたない。

　五秒も待つことなく、ぽこぴんっ、と理刀が二点目を決めたから、スイートはすかさず彼にむかって両手をひろげながら歩み寄った。知識として得た〝はいたっち〟を実行するときがきた。もちろん笑顔も忘れない。

　だが、すぐ横でキュートも〝はいたっち〟の構えに入っていて……。

　両手をあげたタイミングも、理刀への距離も、ほぼ互角。

　スイートとキュートの間にある空間、その中央付近にピキキッ、と亀き裂れつが入った……、ような気がした。タッキュウ台の外で、笑顔の裏で、激突！

「はは、さっそくハイタッチ？」

　理刀が、キュートへ、そしてスイートへ、パチン、パチン、と連続で〝はいたっち〟をした。笑顔で。ふたりの手が痛くならないよう、やんわりとパチン。彼の大きな手が、自分の手に触れてくれたことは嬉しい。嬉しいけど。本当に嬉しいけど。

　キュートへ先にパチン、って……。

　どうでもいいこと。些さ細さいなこと。笑って流せばいいこと。瞬またたく間に忘れてしまえばいいこと。のはずなのに……、心がわずかに重くなる。

　理り刀とは、無意識で順番に〝はいたっち〟をしたのだろう。キュートが最初、スイートが次。それこそ無意識で、キュートを先にした。

　そう考えると、なんだか、嫌になる。

　細こまかいことを気にする自分も嫌になる。

　タッキュウに集中しなきゃ……。


　　　★★★



　その後も、交代で卓球を楽しんだ。

　驚いたのは、黒くろ媛ひめと百もも香かがとんでもなく上手だったことである。特に、百香のウデは本物だった。黒媛もかなわないのだから。

　スイートとキュートの勝負は、もはや勝負とは呼べないぐだぐだな展開になるばかり。

　理刀と巴ともえだと、互いに気をつかって仲よくポコン、パコンと相手が打ちやすいように返してばかりだから、勝負といった雰ふん囲い気きにはならない。

　黒媛と百香だけが、勝負と呼ぶに相応ふさわしい試合をしてくれた。

　フォア・ハンドもバック・ハンドも当たり前。スリッパを脱ぎ捨てた素足のステップも鋭く、目で追うのがやっとのスピードで球を打ち合うのだから、見ているほうは息を吞のむことしかできない。

　スイートとキュートも、「お」と感嘆の声をあげてばかり。

　速すぎで、うますぎ。よほど練習を積んでいるのだろう。

　理刀は、白い線にしか見えない球を追いつつ、ときどきチラッと黒媛へ目をむけた。

　試合中、ずっと気になっている。見ちゃいけない、と思いつつも見てしまっている。

　あんまり激しく動くから、浴衣ゆかたの裾すそが乱れて、帯から下の合わせ目が開き、そこから白い足がチラチラと……。

　大きく右へ動いたときに、チラッ。鋭く左へ跳んだときに、チラチラッ。

　試合に集中しなきゃ……、と思いはするものの、乱れた浴衣から覗のぞく白いふとももは、抗あらがいがたい吸引力をもっていて……。

　試合中、絶え間なくチラチラ、チラッと視線を動かし続ける理刀である。ドキドキ。

「ヤッ！」

　百香が、鋭い一撃を放った。

「あっ！」

　懸命に腕を伸ばし、あきらめずに球を追った黒媛だったが、打ち返すことができなかった。それだけならまだしも、足をすべらせて転んでしまったから……。

　白い生足がもろに飛び出してきて……。

　下着もわずかに顔を出したりして……。

　ドキドキだ。ちなみにブルー。

　黒くろ媛ひめが、理り刀とへチラッと視線をむけたあと、あせあせと浴衣ゆかたの裾すそを直す様にドキドキが加速する。彼女の紅あかく染まった頰ほおにもドキドキ。

　ドキドキがとまらない。




　スイートが百もも香かから回転サーブを学び、壁際でひとり必死に練習したあと、キュートを実験台に回転を披露しまくった。

　理刀はただただ、苦笑いを浮かべながら彼女たちのじゃれ合いを見守った。

　黒媛も、巴ともえも、百香も、みんな苦笑いである。

　火花をバチバチ散らしながら、スイートが覚えたての回転サーブを放つ。

「きゅっ！」

　なんとか打ち返すキュートだが、球は台の外へ飛んでいってしまい……、まるで勝負にならない。

「ふふん、キュートはもはやわたくしの敵ではありませんわ」

「ちょっとあんた、そのくるくるサーブやめなさいよ、ずるいわよ」

「これは操作術式などつかわない、れっきとしたタッキュウの技ですので、ずるくはありません。恨むなら、くるくるサーブよりご自分の不器用さを恨みなさい」

「きゅーっ！　爆裂サーブっ！」

「ちょ、あ、あなたこそずるい技をつかってるじゃありませんか！　幻げん術じゆつは用いない約束ですわよ！」

「紋章には誓ってないわ」

「狡こう猾かつな舌をおもちのようですわね。言葉に行動が伴ともなっていませんわよ」

「紋章に誓ってないから、いくらだってつかってやるわっ！」

「んまっ、開き直りましたわね！　えいっ、くるくるサーブ！」

「きゅ───っ！」

　だんだんエキサイトしてきたから、そろそろ交代したほうが……。

　なんてことを考えていた理刀の横で、黒媛がパンパンと手を叩たたいた。

「いい汗もかいたみたいだし、そろそろ温泉に入ろう」

　彼女の言葉で、目をつりあげていたスイートがピタリと動きをとめた。

　銀髪を振り乱し、ラケットを振り回していたキュートも。

「「温泉……？」」

　ふたり同時につぶやき、ふたり同時にラケットを台の上に置く。

　そういえば、ここは温泉旅館だった……、といまになって思い出したようだ。

「よし、部屋に道具をとりにいこう。理刀は……申し訳ないが、ここからは別行動だぞ？」

　うっすらと頰を染めた黒媛が、悪戯いたずらっぽく笑った。

「え、あ、も、もちろん」

　ドキッ、と心臓が跳ねる。混浴だったら逆に困ってしまう。

　男ひとりに女の子五人の混浴なんて……。きっといろんな意味で堪たえられないから。




　女の子たちは、細こま々ごまとした道具をとりに部屋へ戻っていった。が、タオル一枚あれば事足りる理り刀とは、遊技場から真まっ直すぐ浴場へむかった。

　男湯の暖の簾れんをくぐり、脱衣所へ入る。

　ぷん、と鼻に入ってくる硫黄いおうの匂におい。わずかに湿り気を帯びた空気。意外にも大きな換気扇の音が、男湯に入るのは自分ひとり、ということを思い出させてくれる。

　貸し切り温泉。いい響きである

　脱衣所にある足首マッサージ機やマッサージ・チェアも使い放題だ。が、それはあとの楽しみにとっておく。気持ちはいま、温泉へ一直線だから。

　脱いだネーム入りの浴衣ゆかたを丁寧にたたみ、カゴに入れて棚に置く。帯もトランクスも、きちんとカゴの中へ。備そなえつけのタオルを腰に巻き……。

　いざ浴場へ！




　浴場に足を踏み入れた理刀は、一瞬だけ動けなくなった。

　石造りの床が、少しも濡ぬれていなかったから。完全に乾ききっている。ヴァージン・スノーならぬヴァージン・フロア、と呼びたくなってくる。先客はだれもいないのだ。

『四し季き彩さい館かん』の外観同様、この浴場もどこか古めかしさを漂ただよわせていた。そこそこひろいものの、大浴場と呼ぶには微妙に開放感がない。

　シャワーが六人分。サウナもあったが、扉についた小窓から覗のぞいた室内は、三人座れば満席という狭苦しさだ。

　女湯のほうはわからないが、男湯に限っていえば、体を洗うだけの場所といった感じである。ゆったりと気持ちを解きほぐすには、ちょっと物足りないかも？

　いっしょに入る友だちがいれば、また話は違ってくるけど、まさか話し相手を求めて女湯へいくわけにもいかない。

　ササッと体を洗って、さっさとあがって女の子たちを待っていようかな、なんてことを考えながら……、まだまだ明るい日の光に誘われるように窓へ目をむけた。

「ん？」

　窓の斜め下、浴室の隅のほうに壁と同化したような扉があった。

　理刀は好奇心からドアに歩み寄り、それを押し開けた。一二月下旬に入った冷たい空気が、容赦なく入り込んでくる。

「寒っ」

　ゾクゾクゾクッと全身にひろがっていく寒気に押され、すぐにドアを閉めようとしたそのとき、『露ろ天てん風ぶ呂ろ』と書かれた立て札に気づいた。その横に、石をならべた小こ径みちがある。左に曲がっているため先が見えないけど……。

　寒さを堪こらえ、理り刀とは外へ出た。

　旅館の裏手は崖がけになっており、手すりから身をのり出して覗のぞくと、二〇メートルほど下を流れている川が見下ろせた。顔をあげ、正面へ目をむけた。

　視界の両側が山。ずっと先も山。蛇だ行こうする川が、山々の間にもぐり込むようにして消えている。あの先は、どうなっているのだろう。川はどこへ続いているのだろう。

『四し季き彩さい館かん』の裏手には、見渡す限りの自然がひろがっていたのだ。人工のモノはなにひとつ見つけることができない。旅館の古めかしさも、浴場の物足りなさも、すべてはこの自然を際だたせるための演出だったのかもしれない、とそう思えてくる。

　鳥肌が立った腕を擦こすりながら、理刀は露天風呂へと続く小径へ足を踏み入れた。

　絶景を楽しみながら温泉に浸つかる。ちょっといいかもしれない。楽しみだ。

　五歩も進まないうちに、理刀はそれに気づいた。

　むかいに見える山の麓ふもと、山と河原との境界付近に数匹の猿がいた。寒さにも負けず、元気に動き回っている。都会では決して見られない光景だ。

　貸し切り温泉。

　文句なしの絶景。

　自然と同化している猿たち。

　湯気とひろがる山々に包まれ、のんびりと心身を解きほぐす。

　話し相手がいないのがやはり寂さびしいけど、風呂あがりには話の種にできるだろう。

　理刀は、足早に小径を進んだ。


　　　★★★



　スイートは、部屋から浴場へむかう途中、一階フロアのソファに腰を下ろしている毒どく舌ぜつ丸まるを見つけた。

　浴衣ゆかた姿できちんと膝ひざをそろえ、新聞をひろげている彼女を見つめること数秒、

「これから温泉をいただくのですが、毒舌丸もごいっしょにいかがですか？」

　そう声をかけた。

「せっかくの旅行なんだから、毒舌丸にもゆっくりしてもらいたいわね」とキュート。

「だな。毒舌丸さんといろいろ話してみたいと思ってたんだ」と黒くろ媛ひめ。

「ぜひ」と巴ともえ。

「みんなで入れば、もっと楽しくなりますね！」と百もも香か。

　女の子たちの言葉をうけ、流れるような手て捌さばきで新聞を四つ折りにした毒舌丸が、鋭利な視線をスイートたちへ投げてくる。

「お嬢様方と同じ湯に身を浸つけるわけには……」

　スイートは、彼女にみなまで言わせなかった。

「わたくしが誇る魔族色の脳細胞が断定しています。毒どく舌ぜつ丸まる、あなたは温泉に入りたがっています」

　毒舌丸の瞳ひとみが、ほんのわずかにほころんだ。表情の変化は微み塵じんもない。それでもスイートは、ほとんど表面には出てこない彼女の微細な変化を感じとった。

　毒舌丸は、フォンターナ家の大切な従者であり、得え難がたい友人であり、強い絆きずなで結ばれた家族だから、彼女が喜んでくれるとやっぱり嬉うれしい。

　テレビの中の獄ごく魅みちゃんがしていたように、スイートは真まっ直すぐに伸ばした人差し指を毒舌丸に突きつけた。

「あなたは、この場所に座っていました。ここは部屋から浴場までの通り道です。

　ここで待っていれば、声をかけられる確率は高いでしょう。

　しかも、それ、お風ふ呂ろ道具ではありませんか？」

　毒舌丸が座ったソファの横に、ビニール袋が置かれている。そこから顔を覗のぞかせているのは白いタオルだ。

　スイートは、獄魅ちゃんをイメージしながら胸を張り、両手を腰に当てた。

「一〇分先の未来を視みることができるあなたなら、わたくしが推理を始めることも視通していたはずですわ。

　とにかく、この場の全員があなたと温泉に入りたがっているのです。

　ここは魔界ではありません。主従関係のしがらみに縛られる必要もない、とわたくしは考えています。

　毒舌丸がお嫌でなければ、ごいっしょにいかがでしょう？」

　スイートは、黒くろ媛ひめたちにむけるのと同じ笑顔を毒舌丸へむけた。

　彼女が、わずかに目を伏せた。

「恐れ入ります。それでは、ご厚意に甘えさせていただきます」

「あなたとお風呂に入るのは、これが初めてですわね」

「はい。わたしは温泉に入ること自体、初めての体験です」

　毒舌丸が目もとをゆるめた。

　彼女のそんな表情を見たのも初めてだから、嬉しくなるスイートである。




　女湯の脱衣所に入ったスイートたちは、それぞれ自分のカゴを決め、その前で浴衣ゆかたを脱いでいった。

　スイートは、浴衣の襟えり裏うらに刺し繡しゆうしてある［スイート・フォンターナ］という文字を指でなぞったあと、頰ほおをゆるめた。

　自分専用の浴衣ゆかた。特別な浴衣。理り刀とといっしょの旅行で手にした浴衣。そう思うと、気持ちが澄み渡っていく。

　浴衣を丁寧にたたんだあとカゴに入れ、下着も脱ぐ。

　バスタオルを体に巻きながら、ふと見ると……、すぐそばで、はらりと浴衣を脱ぐ黒くろ媛ひめの姿が目に飛び込んできた。しっとりとした白い肩に漆しつ黒こくの髪がかかる様が、妙に色っぽい。同性であってもドキリとしてしまう。

　青いブラも、肌の白さと溶け合い艶つやっぽさを醸し出している。つるっとした胸も、ふっくらとした胸も、とにかく胸も、目を見張るほど洗練された美しさを匂におわせている。

　見とれてしまう。

　何度目にしても見飽きることのないスタイルで………、羨うらやましい。

「ん？　どうした？」

　スイートの視線に気づいた黒媛が、そうたずねてきた。

「あ、いえ、なんでもありませんわ。ただ……」

「ただ？」

「……なんと表現すればいいのでしょう？　あなたの胸は、いつ見ても素晴らしいから、目を奪われていた、というか……」

「はは。〝素晴らしい〟と言ってもらえるのは嬉うれしいが、この前も言っただろ？　自分は自分、他人は他人だ。あ、もしかして、まだ胸のこと……」

「いえ、も、もう吹っ切れましたから大丈夫です。そもそも、わたくしの身長や体格で、黒媛と比較しても意味のないことですから……」

「ふふ、スイートは可愛かわいいな、噓うそじゃないぞ？」

　いきなりだった。黒媛が両腕を伸ばしてきたかと思いきや、ぎゅっとスイートを抱きしめてきた。

「ぁ……」

「大丈夫だ。わたしは、スイートのよさをこれでもかってくらい知ってるから」

　ぎゅっ、と力を込めて抱きしめられた。口と鼻が、ちょうど彼女の深い深い胸の谷間にくるから、甘い香りに頭がポッとなってくる。

　それでも、｛不凋花の唇アスフオデル・リツプ｝が黒媛の肌に直接触れないよう、スイートは懸命に顔を動かし、ブラに唇を押しつけた。いろんな意味でドキドキだ。

　抱きしめられること数秒。黒媛がようやく体を離してくれた。

　なんだかすごく嬉しそうにしているから、スイートも意識して笑顔をつくった。

　それから、黒媛が青い下着の上下を脱ぎ、ナイスバディにバスタオルを巻きつける。

　その先で、巴ともえがどこかのんびりとした動きで浴衣を脱いでいる。彼女もまた、無駄のない美しいスタイルだから……、羨ましい。

「きゅ、なにこれ……」

　キュートの声に視線を動かすと……。

　まだ浴衣ゆかたを着たままの彼女が、大きな椅い子すの肘ひじかけについた機械を物珍しげにいじっていた。百もも香かもいっしょだ。

「変な椅子ね。いろんなボタンがついてるけど……」

「座ってからボタンを押すと、ぐぃんぐぃんってここの部分が動いて、背中や腰をマッサージしてくれるんですよ」

「ふ～ん。自動マッサージ椅子ってわけね。人間界ってほんと変わったモノが多いから、おもしろいわ。座るだけでいいの？」

「はい。座ったあと、スイッチをポチッと押すだけです。お好みで強さの調節もできます」

「ふんふん。座るだけでいいなんて、楽ちんね」

「マッサージですから」

「座るだけ、ね」

　好奇心に勝てなかったのだろう。キュートがもぞもぞと椅子に座り、手もとの装置に手を伸ばした。ポチッ。

「きゅっ！　ホントに動いたわよ。あ、気持ちいいわねこれ」

「マッサージ、ですから」

　百香が、キュートの隣でニパッと笑みをひろげている。

　キュートたちから目を離し、スイートは浴室の入口へ目をむけた。

　もたもたしている妹など放ほうっておいて、さっさと温泉へ入ろう。

「百香、いくぞ？」

　黒くろ媛ひめの声に、百香が「はぁ～い」と駆け寄ってくる。それでもキュートは、ぐぃんぐぃんと重々しい音をたてているマッサージ椅子から動かない。ぐぃんぐぃんが気に入ったのだろう。

　サササッと浴衣を脱ぎ、素早く、かつ、きちんとたたんでカゴに入れた百香が、

「お待たせしました。それでは、温泉へゴーです！」

　温泉の入口へむかって足早に歩き出した。

　黒媛と巴ともえも歩き出す。

　そこで毒どく舌ぜつ丸まるが、スッと眼鏡めがねを外したから……、スイートの心臓が、ドキッと大きく跳ねた。

　温泉に入るからには、眼鏡を外すのは当たり前。それでも、毒舌丸の素顔を見るのは初めてで。少し驚かされた。

　厳しさを秘め、炯けい々けいと。

　やさしさに満ち、キラキラと。

　きれいな瞳ひとみ。

　スイートは、そう思った。

　カラカラッ、と浴室へ続く戸が開かれる音に続き、

「いちば～ん」

　百もも香かの声が聞こえてくる。

　スイートは眼鏡めがねを外した毒どく舌ぜつ丸まるから視線を外し、いまだにマッサージ椅い子すをぐぃんぐぃん動かしているキュートへ目をむけた。

「キュート。先にいってますわよ」

「きゅぅ～ぅ～ぅ～ぅ～ぅ～ぅ」

　ぐぃんぐぃんぐぃんぐぃんぐぃん。

　マッサージがよほど気持ちいいのだろう。ダラダラな返事しか聞こえてこない。

　スイートは肩をすくめ、毒舌丸を促うながして浴室へむかった。




　スイートは体を流したあと、三分ほど遅れてやってきたキュートが体を洗い終えるのを確かめてから、みんなを露ろ天てん風ぶ呂ろへ誘った。

　冷えきった外に出ると、目の前に『露天風呂』という立て札があった。その後ろに立ったもうひとつの札には、使用できる時間帯が書かれている。男性専用と女性専用の時間がきちんとわけられていた。混浴時間もあるらしいが……、それだけは遠慮したい。

　スイートは、念入りに時間を確かめた。つい先ほど、脱衣所にあった時計は一六時を回っていた。空が徐々に暗くなり始めるこの時間からは、女性専用となる。

　混浴。理り刀とと混浴。嬉うれしいけど、恥ずかしい。黒くろ媛ひめや巴ともえや毒舌丸といっしょに入れば、いろいろ比べられるから。胸とか、スタイルとか、いろいろと。

　だから、混浴だけは遠慮したい。

　ふたりきりだったら……。

　それでも、恥ずかしすぎるから、ダメかも……。




　スイートたちは、木造の渡り廊下を小走りに進んだ。

　浴場から露天風呂まで、直線距離にして一〇メートルも離れていないのだろうが、そこへたどり着くまでの小こ径みちが大きく曲がっていたため、余分な距離を歩かなければならなかった。お陰で、冷たい空気にさらされて体が冷えてしまったけど……。

　バスタオルを外し、生まれたままの姿で浸つかった温泉からの眺めは、申し分なかった。

　斜陽に浮かびあがった山々の陰影は、上質な絵画を眺めているようで目に心地ここちよかった。顔に当たる冷気と体を包む温泉のぬくもりも、心地よかった。周囲に咲いた友だちの笑顔も心地よかった。

　空気が肌を刺すほど冷たいからこそ、露ろ天てん風ぶ呂ろまでの距離が長かったからこそ、いま、この瞬間が心地ここちいいのだろう。

　岩場に背を預けた黒くろ媛ひめが、心を奪われたような表情で山々を見あげている。

　彼女の胸は、いつ、どこで目にしても新鮮だ。脱衣所で青いブラに包まれていたときと、いまこうしてつるんとした一部分を湯から覗のぞかせているときでは、まったく違ったモノに見えてくる。見飽きないというか、目にするたびに違った表情を見せてくれるというか、いつも鮮明な印象を与えてくれるというか、とにかく羨うらやましい。

　姉の隣で、沈みゆく陽ひの光を浴びた百もも香かが、可愛かわいい笑みを浮かべている。

　小学五年生の彼女も、きっとそのうち姉のような素晴らしいレディになるのだろう。以前、リイザの薬で大人おとなになった彼女を見たことがあるけど、姉以上のナイスバディだったから……。成長すればきっと、外見だけでなく心も素晴らしい女性になるはずだ。そのときまで、仲のよい友人でいられたらと思う。もちろん未来もずっと。

　湯の質感を味わっているかのように、巴ともえがひとり静かに目を閉じている。

　レゾン学院で最高の能力値を誇る最強の【死霊使いネクロマンサー】だが、本当の彼女はやさしく控えめで、他人のことばかり気にしている女の子だ。競争心の強いスイートにとって、見習うべきところの多い存在である。

　あご先まで温泉に浸つかった毒どく舌ぜつ丸まるは、ジッと動かない。彼女の瞳ひとみはいま、碧あおに染まってはおらず、鋭利な光も薄らいでいるように見える。

　すべてが物珍しい人間界で主人の娘たちを守っている彼女には、表には決して出さないストレスもあるだろう。今回の旅行で、日ひ頃ごろの疲れを癒いやしてほしいものである。

　不意に、

「ふきゅぅぅぅ」

　スイートのすぐそばで、キュートが大きく息をついた。とても幸せそうに。思う存分にくつろぎまくってます、といった様子で。

　相変わらず、どこか抜けた愚妹いもうとだけど……、彼女がいてくれるだけで場が明るくなるし、緊張感も薄らぐから、行動をともにするのは嫌じゃない。生まれたときから、ずっといっしょにいても飽きない存在。そう考えると不思議な気持ちになってくる。

　旅行を企画してよかった、とスイートはひとり微笑ほほえんだ。

　友だちも喜んでくれているようだ。毒舌丸も。

　スイートは、お湯の中をゆるゆると移動し、毒舌丸へ近づいた。ふと疑問に思ったことがある。

　彼女が、「なんでしょう？」と黒い瞳で訊きいてくる。

　立ち昇る湯気へそっと息を吹きかけるように、スイートはたずねた。

「毒舌丸の視力は、裸眼でどの程度なのでしょう？　眼鏡めがねを外しても、さして苦もなく歩いていたようでしたが……」

　黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かも、こちらへ目をむけてきた。彼女たちも、毒どく舌ぜつ丸まるの話に興味があるようだ。キュートも、「きゅ？」とスイートの背に寄ってくる。

　毒舌丸が、女の子たちへそれぞれ目を投げながら、こたえてくれた。

「わたしの目は、少しも悪くありません」

「え？　でしたら、どうして眼鏡めがねを？」

　重ねたスイートの問いに、毒舌丸がどこか泣き出しそうな、それでいて笑い出しそうな瞳ひとみのまましゃべり始めた。

「フォンターナ家に仕えるようになったばかりの頃ころは、眼鏡をかけてはいませんでした。

　かけるようになったキッカケは、リイザ様からいただいたお言葉です。

『あなたは目の印象で損をしているから、眼鏡でもかけてみたら？』と。

　わたしの目つきがすこぶる悪かったから、心配して下さったのでしょう。

　昔のわたしは、獣よりも獣じみた世界で生きていましたから、見るものすべて、触れるものすべてが敵でした。

　そんな生き方をしていれば、目つきが悪くなるのは当然のことで……。

　それがいまでは、眼鏡をかけていると落ち着くようになりました」

「眼鏡を外しても、あなたの目つきがそんなに悪いとは思えませんけど？」

　スイートは、正直な気持ちを口にした。

　黒媛たちも、うなずいて同意を示してくれる。

「キリッとしてて、格好いいと思うわよ」

　キュートも、言葉を足してくれる。

　毒舌丸が、ほんのわずかに目もとをゆるめた。

「ありがとうございます。

　そう思っていただける日が訪れるなんて、昔のわたしには想像もできませんでした。

　フォンターナ家の一員として生きてきた時間が、わたしを癒いやしてくれたのでしょう。

　獣の両りよう眼めに染み込んでいた凶きよう猛もうさは、癒されることで少しずつ薄れていきます。

　わたしも、いつの間にか疲れや、怯おびえや、心の重さや、不安や、疑心を忘れることができました。

　フォンターナ家に赦ゆるされ、そして救ってもらったからです。

　獣の世界で生きていた頃のわたしは、心からこう思っていました。

　〝自分は運命に棄すてられた仔こなのだ〟と。

　それなのにいまでは、〝救いのない運命などありはしない〟と思うようになりました。

　わたしはいま、魂の底から幸せを感じています

　苦にが々にがしい過去があったからこそ、現在の幸せを実感できるのでしょう」

　毒どく舌ぜつ丸まるが、瞳ひとみと頰ほおをゆるめた。唇の両端も微かすかにつりあげている。

　明らかに、だれがなんと言おうと微笑ほほえみである。眼鏡めがねを外し、素顔のまま表情を明るくした彼女は、いいようもなくきれいだった。

　黒くろ媛ひめたちも、心底嬉うれしそうに微笑んでいる。キュートも。

　フォンターナ家に愛想を尽かすことなく、誠心誠意仕えてくれる最高の従者へ、スイートは〝ありがとう〟の意を込めて言葉を贈った。

「あなたの言う通り、〝救いのない運命などありはしない〟とわたくしも思っていますわ。

　ですが、口くち幅はばったいことを言わせていただくなら、〝運命的な偶然などありはしない〟というのがわたくしの持論です。

　毒舌丸。あなたは運命をつかむ前段階で、すでにその運命をご自分でつくり出していたのでしょう。あなたは、あなたなりに望み、動き、未来へ働きかけ、その結果いまの運命をつかんだはずですわ。

　だから、あなたは素晴らしいのです」


　　　★★★



　理り刀とはまだ露ろ天てん風ぶ呂ろにいた。

　素晴らしい自然。最高の眺め。沈みゆく陽ひの光が山々に降り注ぐ様が、あまりにも美しくて……、眠り込んでしまったのだ。

　どのくらい寝ていたのだろう。声に目を覚まし、理刀は巨大な冷気の塊かたまりを吞のみ込んだ。

　女の子たちが、ぞろぞろとこちらへやってくる！

　慌あわてて岩陰に隠れたところまではよかったのだが、出るに出られなくなってしまった。だからいま、こうしてチラチラと様子を窺うかがっている。

　なぜ!?　どうして!?　ここは混浴だったのか!?　こたえなんか出てこない。こたえなんてだれも教えてくれない。こたえをだれかに訊きくわけにもいかない。

　スイートとキュート。黒媛、巴ともえ、百もも香か。眼鏡を外した毒舌丸まで。

　みんなバスタオルを体に巻いていたけど、その手足は当然丸出しで。みんな白くて、みんなきれいで。

　ドキドキドキドキドキッと跳ね回る心臓を押さえつつ、理刀は岩場の陰から女の子たちの様子を窺った。こっそりと。こそこそと。こそっと。

　温泉宿のＣＭやポスターのモデルのように、バスタオルを身につけたまま入浴してくれたら助かったのだが……、みんな礼儀正しいから、タオルを温泉に浸つけようとせず、わざわざ外して湯に入ってきて……、めまいがしてくる。

　スイートの裸体が。

　キュートの透明な肌が。

　黒媛の突き出た胸が。

　巴ともえの細い四肢が。

　毒どく舌ぜつ丸まるの引きしまったボディラインが。

　百もも香かだけは、姉の体に隠れて見えなかったけど……、小五の女の子だから、見てはいけないような気がして、理り刀とは意識してもっとも幼い女の子の姿を視界の外へ押し出した。

　だったら、他ほかの女の子たちからも目をそらすべきでは？

　微笑ほほえんでいるスイートから。

　気持ちよさそうなキュートから。

　景色を眺めている黒くろ媛ひめから。

　静かに目を閉じている巴から。

　いつもの鋭さがない毒舌丸から。

　いますぐ目をそらせ！

　そう思いはするものの、なぜか動けない。

　体が、目が、固まってしまったかのように動かない。健全な青少年として、固まるより他にできることがないのかも。

　スイートと毒舌丸の会話を聞きながら、理刀は息を殺し、岩肌に身を貼はりつけ、女の子たちの様子を覗のぞき続けた。そして、

「あなたは、あなたなりに望み、動き、未来へ働きかけ、その結果いまの運命をつかんだはずですわ。

　だから、あなたは素晴らしいのです」

　スイートが、毒舌丸へ賛辞を示した直後だった。

「ん？」

　毒舌丸が、わずかに目を鋭くした。

「どうしました？」

　スイートが、ちょん、と首を傾かしげた。

「勘違いかもしれませんが、あちらの岩陰から視線を感じましたので……」

　あちらの岩陰って……。

　理刀は、そろりと湯に浸つかった。毒舌丸は間違いなく、この岩場へ目をむけていた。

　見つかった？

「毒舌丸ったら、気にしすぎですわ。もっと肩の力を抜いて下さいな。わたくしが確かめてあげますから……」

　スイートの声。じゃぶじゃぶと湯の中を進んでくる音。近づいてくる……。確実に！

　理刀は、ごくりとツバを吞のみ込んだ。

　どうする!?


　　　★★★



　スイートは、毒どく舌ぜつ丸まるが視線で射抜いた岩陰を覗のぞき込んだ。

「…………………………………………………………………………………………………ぁ」

　理り刀とと視線がぶつかった瞬間、反射的に悲鳴を吞のみ込んだ。

　どうしてここに理刀が!?

　そんなことよりも、自分はいま全裸で……。

　先日見られたときは、かろうじてミニスカートをはいていた。あのとき彼の目にさらしてしまったのは、ボリュームのない胸だけ。しかしながら、きょうは全裸。生まれたままの姿。顔中の毛細血管が一気に破裂してしまいそう。体中が熱くなる。

　彼との距離は、手が届きそうなほど近い。すぐそこ！　すぐそば！

「あ、ぁ、わ、きゃ、ぁ、ぁぁ……」

　下へ手たに恥ずかしがれば、みんなに理刀の存在を知られてしまう。そうなれば、彼もみんなも気まずい空気に包まれてしまうだろう。そう思うものの、恥ずかしさが体の至るところで爆発を始め、収拾がつかなくなっている。ボン、ボン、ボボボボボン！　ドカン！

「ちょっとスイート、なんかいるの？」

　こともあろうに、バシャバシャとキュートが近づいてきた。もちろん全裸で。

　スイートは、理刀とキュートの間で素早く視線を移動させた。

　理刀が、どこかあきらめたように目を閉じている。

　キュートが無情にも近づいてくる。距離、五メートル。四メートル。三メートル。まるで、海から迫りくる大怪獣のように。重低音のバックミュージックが聞こえてきそうだ。

「な、なにもいませんわっ」

　スイートは、とっさに理刀の頭を湯の中に押し込んだ。それだけでなく、彼の背にお尻しりをのせる。そして、岩の上に座っています、といった態度で腕と足を組んだ。

　直後、キュート怪獣がやってきた。ガオ～。

「なによ、なにもいないじゃない」

「ふ、ふふん。なにかいるなんて、い、言いませんでしたけど？」

「あんたが狼狽うろたえてるように見えたから、そう思ったのよ」

「狼狽えていた？　まあ、温泉で狼狽えるようなことがあるのでしょうか？」

　理刀の息が続いている間に会話を終わらせ、キュートをみんなのところへ戻さなければならない。いきなりだったから、彼の肺には少量の酸素しか入っていないはずだ。

「毒舌丸が感じた視線って、なんだったのかしら……ん？」

　キュートが、空へ目をむけた。

　スイートも、彼女の視線を追って視線を動かした。薄暗くなった空の低いところを鷹たかが飛んでいる。河原のほうには、数匹の猿が戯たわむれている姿も見えた。

　お尻の下で、理刀がもぞもぞと動き始めた。そろそろ息が苦しくなってきたのだろう。急がなければ。

　スイートは、キュートを押すようにして立ちあがり、

「だれもいませんわ。もしかしたら、タカの視線だったのでは？」

　毒どく舌ぜつ丸まるやみんなへ聞こえるように声を大きくした。

「ほんとにそう言いきれる？」

　キュートが、スイートを横に押しやろうとしてきたから、そうはさせじと強引に抱きついた。妹に裸で抱きつくのは何年ぶりだろう。

「きゅっ、ちょっと、どうしたのよ？」

　驚いたキュートの声に混じって、背後からコポ、ゴボボ、と泡があがってくる音が聞こえてきた。彼の限界が近づいている。

　スイートは、わざとらしくならないギリギリの強さで、キュートを押した。そうしながら、妹の耳もとでささやいた。

「せっかく温泉にきたのです。みなさんと交流を深めましょう。毒舌丸にも肩の力を抜いてもらわなければ、旅行を企画した意味がありませんわ」

「そうね。あんたの言う通りだわ」

　キュートが、くるりと体のむきを変えるなり、

「毒舌丸、あなたもリラックスして、温泉を楽しんでね」

　声を明るくした。基本的に単純で素直な妹だから、こういうときの扱いは簡単だ。

「毒舌丸さんのお話、よければもっと聞かせて下さい」と黒くろ媛ひめ。

「あ、わたしも、聞きたいです」と巴ともえ。

「毒舌丸さんのこと、もっともっと知りたいです！」と百もも香か。

「わたしの話なんて……」

　毒舌丸が、遠慮がちに目を伏せた。

　スイートは、肩越しに岩陰の様子を窺うかがった。ゴボボボォォと息を吐きながら、理り刀との頭がゆっくりと浮かびあがってきたのを確認したあと、すぐにみんなの輪の中へ戻った。そうしながら、毒舌丸へ微笑ほほえみをむける。

「みんな、あなたと友人になりたいと思っています。お嫌でなければ、いろいろあなたのことを聞かせて下さいな。わたくしも興味がありますわ」

　キュートが、黒媛が、巴が、百香が、スススッと毒舌丸へ寄っていく。

　スイートは、再び肩まで湯に浸つかった。

　女同士、生まれや年齢、主従の立ち位置に関係なく、裸のつき合いもいいもので……。

　理刀には申し訳ないけど、急いで露ろ天てん風ぶ呂ろから出るのもわざとらしいから……。

　もう少しだけ……。


　　　★★★



　理り刀とは湯の中で体を丸め、背につるんとしたなにかを感じながら、根性に根性を上塗りして、息をとめ続けた。これ以上根性を絞り出せば、おそらく天国の扉ヘヴンズ・ドアをノックすることになるだろう、というくらいに。それでも、スイートの気持ちにこたえなければならないから、ドアの前に立つギリギリまで我慢した。

　限界を迎えて湯から顔を出したとき、スイートの姿は消えていた。岩のむこうから、女の子たちの話し声が聞こえてくる。

　あとできちんと謝り、事情を説明しておかなければならないだろう。覗のぞきをしていた事実は消えないけど……。

　一いつ糸しもまとわぬ女の子たちの艶あで姿すがたに目を奪われていました。いや、奪われていたのは魂です。そのせいで、金縛りにあったように動けなくなりました。本当なんです！　頭の中もほとんど真っ白になって……、なんて説明をすればわかってもらえる？　難しいな。




　およそ二〇分後、女の子たちがようやく露ろ天てん風ぶ呂ろから出ていった。

　明るく楽しげな話し声が遠ざかり、完全に聞こえなくなってからようやく、理刀はそろそろと岩陰から顔を出し、辺りの様子を窺うかがった。

　だれもいない。女の子たちの白い肌は、もうどこにも見あたらない。

　のぼせそうになっていた顔に、冷たい風が心地ここちいい。

　理刀は、大急ぎで露天風呂から飛び出し、男湯を目指した。

　混浴だったなんて……、心臓に悪すぎる。

　本音を言えば……、嬉うれしい体験だったけど。

　スイート、ありがとう。そんな気持ちを胸に大きく曲がった小こ径みちを小走りに抜け、男湯の入口にたどり着いた。そのとき、

「おい」

　理刀は、ここにはいないだれかにツッコミを入れた。

『露天風呂』と書かれた立て札の後ろにもうひとつ、別の立て札が……。いや、倒れているから、倒れ札だけど……。

　倒れているほうに書かれていたのは、露天風呂の使用時間に関することで……。

　男性専用時間。女性専用時間。混浴時間。

　いまの時間帯は女性専用……、だったらしい。入るときは、まったく気づかなかった。

　どうやら自分は、知らないうちに女性専用の露天風呂へ侵入していたようだ。

「…………………」

　ピュ─────ッ、と吹き抜けていく空風に、山の木々がざわざわと騒いでいる。

　ごめんなさい。




　理り刀とは、スイートの艶つややかな肌を頭から振り払いながら、浴場へ戻った。

　キュートのすべすべな手足を記憶の底に仕し舞まい込みながら、タオルを絞り。

　黒くろ媛ひめの突き出たかたちのいい胸をまぶたの裏からぬぐい去りながら、体をふく。

　巴ともえの芸術的なボディラインを脳裏から丁寧に消去しながら、脱衣所へ。

　毒どく舌ぜつ丸まるの引きしまった、それでいて女性的な体を忘れるように努力しながら、浴衣ゆかたを入れておいたカゴに歩み寄り、さて着替えようと手を伸ばして……。

「ん？」

　動きをとめた。

　あれ？　浴衣が……、ない。

　残っているのは、トランクスが一枚だけ。ネーム入りの浴衣がなくなっている。帯も。

　トランクスをはいたあと、他ほかのカゴを見て回った。……………ない。

　洗面台の周りや個室トイレの中もさがした。…………………………見あたらない。

　盗難？　それとも、旅館の人が片づけてしまった？　宿泊しているのは自分たちだけだから、どちらのケースも考えにくいけど……。浴衣がなくなっているのは現実で。だれかが、なんらかの理由により、浴衣を脱衣所からもち出したわけで。

　どうしよう。このままトランクスで部屋まで戻るか……。

　なんてことを考えていると、廊下のほうから女の子たちの声が聞こえてきた。みんなそろって、女湯から出てきたようだ。

　ここでもたもたしていたら、また面倒なことになるから……、と理刀は男湯の入口まで駆け、暖の簾れんから首だけを廊下に出した。

　スイートたちが、笑顔を寄せ合って歩いていく姿が見えた。

「みんな、ちょっとごめん」

　呼びかけると、女の子たちがいっせいに振り返った。そして、みんな同時に笑みを浮かべてくれた。毒舌丸だけは、静かな瞳ひとみのままだけど。

「どうなさいました？　理刀もごいっしょに……」

　頰ほおを染めたスイートが、いちばんに歩み寄ってきた。露店風ぶ呂ろでの件は、またあとでゆっくり……、とその瞳が微笑ほほえんでいる。

　だがすぐに、理刀の姿を見て、

「きゃ、ぁ、その、ぉ、お召し物は？」

　頰どころか、顔中を紅あかくした。

「そのぅ、風呂から出たらなくなってて……どうしたもんかと……」

「なにしてるの？」とキュートが歩み寄ってきた。

　黒媛たちも、ぞろぞろと。

「えっと……」

　理り刀とは逃げるに逃げられず、トランクス姿を女の子たちの目にさらすこととなった。

「きゅっ、どうしたの？」とキュート。

「ゆ、浴衣ゆかたは？」と黒くろ媛ひめ。

「ひゃ、ぁ」と巴ともえ。

「わっ、春日かすがさん、風邪ひいちゃいますよ？」と百もも香か。

　みんなそれぞれ、耳や頰ほおや首筋を紅あかくしている。

　見られれば、当然恥ずかしい。でもトランクスをはいてるし、と理刀は気まずい空気を甘んじてうけとめた。

　つい先ほど、女の子たちの裸を見たばかりだ。

　彼女たちは体のどこも隠すことなく、理刀の視界にその素肌をあますところなくさらけ出した。それに比べれば、トランクスがあるだけマシだと考えるべきだろう。

「浴衣、なくなってて……」

　理刀は、ハハハ、と力なく笑った。もう笑うしかない。

　直後、

「春日理刀さん、この浴衣をどうぞ。名前入りではありませんが、そのままですとお風邪を召してしまいます」

　いつの間にか消え、そして現れた毒どく舌ぜつ丸まるが、真新しい浴衣と帯をもってきてくれた。気の利く女性である。

「ありがとうございます」

　パリパリに糊のりのきいた浴衣をうけとり、それに袖そでを通したあと帯をしめ……、理刀はあらためて女の子たちに目をむけた。

「浴衣、どこいったんだろ？」




　みんなで男湯の脱衣所へ入ったあと、最初に口を開いたのは毒舌丸だった。

「この残留思念の波形は……」

　しかし、彼女の言葉をスイートが手をあげてとめ、

「お待ちになって。ここはわたくしに任せて下さいな」

　おもむろにこの場の全員へ目をむけた。

　理刀は、ちょっとゴワゴワした浴衣の襟えりを寄せ、スイートの目をうけとめた。そこにはもう〝全裸を見られた〟という気まずさや照れはない。

　キュートが、黒媛が、巴が、百香が、彼女へ顔をむける。

　スイートが、どこかもったいぶった動きで、脱衣所の中を歩き回った。

「これは事件ですわ」

「きゅっ、あたしも獄ごく魅みちゃん役がやりたいわ」

　キュートが、ぴょんと眉まゆを跳ねあげた。

　獄ごく魅みちゃん役って……。

「ふふん、あなたには助手のワットンがはまり役ですわ」

「ワットンって男の子じゃない。それに、一話に一回以上は絶対に転ぶんだもん。そんな役は嫌よ。トラブルメーカーだし」

「ピッタリではありませんか」

「きゅっ！　いっしょにしないでよね。まあ、確かに可愛かわいい子だけど……」

　銀色のツインテール、そのひと房をいじり始めたキュートから顔をそらし、スイートが脱衣所をぐるりと見回した。

「浴衣ゆかたを盗んだ犯人はだれなのか……」

　いや、まだ盗まれた、と決まったわけじゃないけど……。

　スイートは、どうしても『魔界探偵　獄魅ちゃん』を演やりたいらしいから……、理り刀とは黙って成りゆきを見守ることにした。

　黒くろ媛ひめたちも、どこか楽しそうにスイートの演技を眺めている。毒どく舌ぜつ丸まるだけが、無表情なまま洗面台の近くに立っている。

「わたくしがもつ魔界色の脳細胞が、真犯人を割り出しました」

　すかさず、百もも香かが合いの手を入れた。

「その不ふ埒らち千せん万ばんな真犯人とは？」

　砂丹サタン刑事の台詞せりふだ。

「きゅ～、ワットンよりも、せめて砂丹刑事のほうがよかったわ」

　キュートが、いまだ文句をつぶやいている。

　そんな妹の不満を無視して、スイートがビシッと人差し指を突き出した。

　指し示したのは……………………………、砂丹刑事役をほしがっていたキュートだ。

「きゅっ!?」

　突然のことに、キュートが息を吞のむ。

「真犯人は、キュート、あなたですわ」

「ど、どうしてあたしが犯人なのよ!?　証拠でもあるの!?」

「ふふん、みなさん、女湯へ入るときのことをよぉ～く思い出してみて下さい。

　みなさんが浴室へ移動したあと、キュートはしばらく脱衣所にいました。でも、それを証明できる人物はひとりもいませんわ。

　女湯から男湯までの距離は、徒歩で三〇秒ほど。キュートの足でも、走れば一〇数秒でしょう。往復にかかる時間など高が知れています。

　いって帰ってくる途中で、浴衣をどこかに隠すことも可能ですわ」

「きゅ──────────っ！

　あたしは、ずっと椅い子すに座ってマッサージしてたんだから。

　うぃんうぃんうぃんって動くのがおもしろかったし、気持ちよかったから、ずっと座ってたのよ。紋章に誓ったっていいわ」

　キュートが、ツインテールを逆さか立だてんばかりに反論した。

　スイートが、右手の人差し指と親指でＬ字をつくり、それをあご先にくっつけた。首も、三〇度ほど左に傾ける。獄ごく魅みちゃんが考え込むときにやる癖である。

「なるほど、紋章に誓われては、キュートのアリバイを突き崩すことがほぼ不可能になりましたわね」

　魔界流だと、紋章に誓えばアリバイが成立するらしい。人間界ではあり得ない証明法だけど……。

　理り刀とは苦笑いを浮かべつつ、黒くろ媛ひめや巴ともえとそっと視線を交わし合った。

　彼女たちは、「ふふ、スイートったら、役になりきってるな」「可愛かわいいわね」といった笑みをもらしている。百もも香かは、舞台でも観みているかのように瞳ひとみをキラキラさせている。

　スイートが、脱衣所をうろうろと歩き回り始めた。

「キュート犯人説が崩れ去ったからには、いま再び、わたくしがもつ魔界色の脳細胞を活性化させなければいけませんわね。ん。

　黒媛。あなたが時間をとめて行ったということも考えられますが、いかがでしょう？」

　推理というより、もはや問いかけだ。

　キュートほどは狼狽うろたえず、黒媛がどこか楽しそうに反証を口にする。

「確かに可能だな。ゴルゴンゾラさんにもらった鏡をつかえば、わたしは周りすべての時間をとめることができる。

　だが、ほんの一〇秒ほどだ。しかも、その間はかなり体力を消耗するから、時間停止を解いたあとはへとへとになる。

　いつものコンパクトなら、みんなの時間を縫いとめることも可能だし、一〇分ほど時間をとめ続けることだってできるが……。

　それでも、理刀の浴衣ゆかたをわざわざ盗もうとは思わないな。ネーム入りだから、ん、まあ、記念にはなるかもしれないが……。

　亜あ威い家の家紋なんて、たいした値打ちもないが……。

　ふふ、わたしも家紋に誓っちゃダメか？」

「よろしいですわ。これで、キュートと黒媛が容疑者から外れました。そうなると、残りは……」

　スイートが、巴へ目をむけた。

「あ、わ、わたし？　え？」

　おたおたといった様子で、胸の前でぷるぷると両手を振りながら、巴がチラッと理刀へ目を投げてきた。

「死霊に盗とってこさせる、という方法もあると思うのですが、いかがでしょう？」

　スイートの言葉に、キュートが考え込むように唇を引き結び、腕組みをした。

　悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみを浮かべた黒くろ媛ひめが、「美み々み津つ家の家紋に誓ってみるか？」と巴ともえにささやきかけている。

「獄ごく魅みちゃんに追及されて狼狽うろたえるのは、真犯人の役目なんだけど………巴ちゃんとアドリブって、なんだかつながらないね。巴ちゃん、気持ちがきれいすぎるもん」

　百もも香かが、巴の腕にくっついてニパッと笑った。

　亜あ威い姉妹に挟まれたまま、巴がもじもじと胸の前で指を絡めている。理り刀とに、チラッ、チラッと視線をむけながら。

　百香が、笑顔のまま言葉を続けた。

「巴ちゃんは、ずっとわたしたちといっしょにいたから、呪じゆ文もんを唱えるチャンスなんてなかったと思います」

　コクコク、と巴がどこか必死な様子でうなずいている。何度も何度もコクコクと。顔を赤くしてコクコクと。

　スイートがまた、指でＬ字をつくってあご先にくっつける。

「なるほど。容疑者が減るのは喜ばしいことですわ。

　そうなると、残りは百香さんと毒どく舌ぜつ丸まる、ということになりますが……」

「わたしは、黒くろ姉ねえ様さまや巴ちゃんとずっといっしょにいましたし、毒舌丸さんも、ずっとわたしたちの近くにいたと思いますけど……」

　百香が、あっけらかんとアリバイを自己申告した。親切に毒舌丸の分まで。

　毒舌丸が、そんな百香へ目だけで微笑む。

　黒媛が、なぞなぞ遊びを楽しんでいるかのように、

「共犯、ということも考えられないか？」

　みんなへ目をむけた。

「それなら、春日かすがさんには悪いですけど……自作自演ってパターンもあります」

　百香が、申し訳なさそうな笑みを理刀へむけてくる。

「む。自作自演って、獄魅ちゃんの第六話でやったヤツね。実は獄魅ちゃん自身が仕組んでたって展開、あれには騙だまされたわ」

　キュートが、胸の前で手を打ち合わせた。

　いやいや、と理刀は苦笑いを振りまくことしかできない。浴衣ゆかたが盗られた、と噓うそを言った？　なぜ？　みんなにトランクス姿を披露したかったから？　それじゃ変態だ。

「旅館の人が、知らないままもっていったのかも……」

　巴が、至し極ごくまともな意見を口にした。が、すぐに自分自身で、

「あ、でも、泊まってるのはわたしたちだけだから、その線は、ないかも」

　あっさりと否定してしまった。自信なさげに顔を伏せて。

　ここでキュートが胸を張り、両手を腰に当てた。

「動機はなにかしら？」

「ちょっと、わたくしのセリフを盗とらないで下さる？」

「あんたの、じゃなくて獄ごく魅みちゃんのセリフでしょ。あたしにも少しは言わせなさいよ」

「あなたはワットンだと、先ほど……」

　スイートとキュートが言い合っている横で、黒くろ媛ひめと百もも香かが、

「浴衣ゆかたを盗る動機って、なんだ？」

「春日かすがさんのネーム入りだから？」

　なんて言葉を交わしている。

　亜あ威い姉妹に挟まれた巴ともえが、両手で自らの紅あかい頰ほおを包み込むようにして、

「り、理り刀とくんの、ネーム入り……ほ、ほしいかも……」

　ぽそぽそとつぶやいている。

　毒どく舌ぜつ丸まるは、いまだ静かに立ったまま動かない。スイートに『ここはわたくしに任せて下さいな』なんてことを最初に言われたから、差し出がましいまねをせず、口を閉ざしているのだろう。

　シナリオのない『獄魅ちゃん劇場』を繰りひろげていても埒らちが明かない、ような気がするけど……。

　そんなことを考えていた理刀の近くで、キュートがピシッとスイートの顔を指さした。

「まだ、あんたが残ってるわよ。あんたは跳躍とべるし、それにみんなの記……って、まあ、それはいいとして、とにかくあんたも容疑者のひとりよっ！」

　その言葉をうけるなり、スイートがキッと眉まゆをつりあげた。

「わ、わたくし、盗ってなどいませんわ！　紋章に誓って！　他人の衣服を盗むなど、フォンターナの名な折おれですもの！」

　彼女の怒りを包み込むように、黒媛が微笑ほほえんだ。

「まあ、この中のだれかが犯人だなんて、まずないだろうな」

「だよね」と百香も笑みを浮かべる。

　ようやく、場をまとめるように毒舌丸が口を開いた。

「この場に残った残留思念は、獣のものです。

　わたしは人間界の獣には詳しくありませんので、この思念がどんな獣なのかまでは特定できませんが……かなり知的な獣であることだけは確かです。

　先ほど読んでいた地元新聞に、『海岸線は塩えん害がいに悩み、山中は猿えん害がいに苦労する』という記事が載っていました。

　それによりますと、地元の民家などにサルが入り込み、食物を盗とっていく事件が頻繁に発生しているとのです。

　足跡も残さず侵入し、浴衣ゆかたを盗っていくという技を果たして獣がもっているのか、はなはだ疑問ではありますが……」

「この辺、おサルさんがいるんですか!?」

　百もも香かが、パァ～ッと顔を輝かせた。

　黒くろ媛ひめが、そんな妹を愛いとおしげに見下ろしている。

　巴ともえは、「サルが浴衣を？」と首を傾かしげている。

　スイートとキュートが、パチパチと小さな火花を散らしている。

　理り刀とは肩をすくめた。

　猿が、浴衣と帯だけを盗っていくとは思えないけど……。

　トランクスを残していったのはお情けか？




　旅館の従業員に訊きいても、理刀のネーム入り浴衣の行方ゆくえはわからなかった。

　本当に猿なのか？　足跡も残さず外から浴場へ入ってきて、そこからまた脱衣所へ侵入したのか？　トランクスだけ盗っていかなかったのはどうして？

　結局、浴衣をもっていったのが何者なのか判然としないまま、理刀たちは再び遊技場で卓球をすることにした。夕食までの時間潰つぶしだ。

　打倒スイート！　くるくる！　とキュートが百香から回転サーブを教わり、その一方で黒媛と巴が熱戦を繰りひろげているときだった。

　ふと、理刀は気づいた。

　スイートが、それとなく遊技場を出ていったことに。

　トイレ？　いや、なんとなく違うな……。彼女の横顔から、明るさが剝はがれ落ちていくような、そんな危うさが見えたような気がして……。




　遊技場を出たスイートが、そのまま廊下を真まっ直すぐに進み、突き当たりのドアから中庭へと出ていくのを確かめたあと、理刀も彼女のあとを追った。

　中庭へ出るなり、冷たい夜気が浴衣の隙すき間まからもぐり込んでくる。

　理刀は、襟えりもとを寄せながらスイートに歩み寄った。

「どうしたの？　外は寒いだろ？」

　いきなり、

「ええ、とっても寒いですわ。ですから、ぎゅってして下さい」

　スイートが胸に飛び込んできた。

「っ!?　スイート？」

「お願いします。ぎゅ～ってして下さい。どうか……」

「あ、ああ……」

　理り刀とは言われるまま彼女の背に腕を回し、ぎゅっと抱いた。

　スイートの華きや奢しやな体がビクッと震え、強こわ張ばった。が、すぐに手足から力みが抜け、やわらかくなる。

　背や腕は寒いけど、彼女を感じることができる体の前面は、とてもあたたかかった。ほこほこだ。

　スイートが、理刀の胸に左ひだり頰ほおを押しつけたまま、ささやいた。

「理刀の浴衣ゆかたを盗とったのは、本当にわたくしではありません。これだけは、重ねて紋章に誓うことができますわ」

「わかってるって。きっとサルがもっていったんだよ」

「わたくしは、友人の記憶を消すようなマネなんて、決して……」

　スイートの声が震えているのは、寒さのせいばかりではないらしい。

　理刀は、彼女の体をさらに強く抱きしめた。抱きしめながら、脱衣所でキュートが言っていたことを思い出す。

『まだ、あんたが残ってるわよ。あんたは跳躍とべるし、それにみんなの記……って、まあ、それはいいとして、とにかくあんたも容疑者のひとりよっ！』

　スイートに気をつかったキュートは、言葉を途中でとめた。とめたけど……。

『みんなの記……』

　スイートは｛不凋花の唇アスフオデル・リツプ｝という能力をもっている。唇を接触させた相手から、数分間の記憶を奪うことができる力。愛する家族ともキスができない力。

　キュートがみなまで言わなくとも、敏感なスイートにはすべてが伝わっていたようだ。

　遊びのつもりでやっていた『獄ごく魅みちゃん劇場』の最中に、思ってもみなかった場所から刃物が飛んできた、といったところだろうか。

　キュートに悪気はなかったはずだし、スイートもそのようにうけとってはいないだろうが……、やはり予期せぬ角度からの飛来物は、当たると痛い。

　スイートが、ぽそぽそとしゃべり続ける。

「わたくしが、幼等魔術園に通っていたときのことです。

　ひとりの女の子が、園内で倒れているのが発見されました。

　これといったケガもなく、すぐに意識をとり戻したのですが、彼女はどうして自分が倒れていたのか、覚えていませんでした。目撃者もいません。

　わたくしは、べつの場所で変化遊びをしている最中でしたが、偶然にもその日の朝、わたくしは彼女とケンカをしていて……。

　みんなが、わたくしを疑いました。

　わたくしは、獣人のクオーターで、｛不凋花の唇アスフオデル・リツプ｝ですから……。

　そのうち、魔術園の衛兵たちが、わたくしに問いかけてきました。

　〝やったのか？〟と。

　わたくしは、なにもしていませんでした。

　お母様にも、他人にキスをしてはいけません、ときつく言われていましたから。

　キュートがひとりだけ味方をしてくれましたが、当時のあの子も、わたくしも、世界をまるで知らない、無力なお子ちゃまでしたから……。

　衛兵たちにちょっと問いつめられただけで、怖くて、〝やりました〟と認めてしまったのです。

　あとは、キュートといっしょに泣くことしかできなくて……」

「それって、悔しいね……」

　理り刀とは、スイートの香りと体熱を抱きしめながら、下唇を嚙かんだ。

　冤えん罪ざいは、どうにも悔しい。本当に悔しくて、悔しくて……。

　スイートが、理刀の胸に頰ほおを擦こすりつけてくる。

「疑いは、すぐに晴れましたから、それほど悔しさは残っていません。

　女の子が、防犯用の魔導具に誤って触れたことが原因だったのです。

　だから、悔しくは、ないのですが……。ただ……。

　あのときの恐怖や、その恐怖に屈して、やってもいないことを認めてしまった自分の情けなさが、いまでも忘れられないのです。

　わたくしは、｛不凋花の唇｝という力をもっているせいで、他ほかにも数えきれないほど悔しく、情けない思いをしてきました。

　しかしながら、それに負けない心を育はぐくんできたとの自負もあります。

　自負心は、いつもあるのですが……。

　それでもときどき、心の隙すき間まを通り抜けてくる言葉があるのです。

　そんなときは、とても、とても心が重くなります。とても、憂ゆう鬱うつになります。

｛不凋花の唇｝という能力さえなければ、別の、まったく違った自分になれたのかも。

　心やさしく、素直で、他人ともすぐに打ち解けることができて、だれからも好かれる自分になれたのかも。

　そんなことをよく考えます。

｛不凋花の唇｝の力なんて、なくなってしまえばいいのに……」

　理刀は、震えるスイートの背をそっとなでながら、心に湧わきあがってくる想おもいを整理した。それからゆっくりと言葉を選びつつ、彼女への誠意を胸に、想いを口にする。

「オレには、本当の意味で｛不凋花の唇｝って呼ばれるつらさがわからないけど……。

　どんな能力も、つかい方次第だと思うんだ。

『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力だって、どうやってつかえばいいのか、まだなんにもわからないし、魔族から見れば魔力消去なんてろくでもない力かもしれないけど……。

　オレは、いつかきっと、なにかに役立てたいと思ってる。

　できれば、人助けにつかいたいけど……。

　だからスイートも、なんて言うつもりはないけど……。

　なんていうか、もって生まれてきたからには、そのことで喜んだり、悲しんだり、いろいろ思い悩む前にやるべきことがあるんじゃないかな？」

「｛不凋花の唇アスフオデル・リツプ｝は生得的な内在術式ですから、そのことについて思い悩むより、役立てることを考えるべき、と仰おつしやりたいのですね？」

「まあ、それを考えるのはスイートだけど、オレもできることは協力するよ。ほら、毒どく舌ぜつ丸まるさんも言ってただろ、〝苦にが々にがしい過去があったからこそ、現在の幸せを実感できる〟ってさ。オレ、その通りだと思うんだ」

　言って、理り刀とは顔が熱くなるのを感じた。

　毒舌丸は確かに言っていた。

『苦々しい過去があったからこそ、現在の幸せを実感できる』と。

　言っていた場所は、露ろ天てん風ぶ呂ろで……。露店風呂では全裸のスイートに助けてもらって。お湯の中へ押し込まれて。背に感じていた感触は、たぶん、彼女のお尻しりで……。

　スイートが、くすっと笑った。そして理刀の襟えりを開き、その胸もとにそろりと唇を押しつけてきた。ちゅ。

　そして、しっとりとした声こわ音ねでささやいてくる。

「露天風呂の件は、ふたりだけの秘密にしておきましょう」

「えっと、言い訳にしかならないけど、女性専用だなんて知らなくて、さ。みんなが入ってきたときは、本気で驚いたよ」

「もちろん信じますわ」

　スイートの頰ほおが、じんわりと紅あかくなっていく。その赤みが目の周りへ、首筋へ、ゆるりとひろがっていく。ピコピコと動いているクマ耳の内側も、ほんのり桜色になっている。

　彼女が、理刀の胸に額ひたいを押しつけてきた。まるで、真っ赤になった顔を隠すかのように。

「？」

「り、理刀になら、み、みみ、見られても、わ、わたくしは……」

「えっと……ごめん……」

　確かに……、見ちゃいました。間近で。

　ちょこんと頭の上についたクマ耳。

　沈みゆく陽ひの光を浴びた小顔。

　やわらかそうでいて無駄な肉のない四肢。

　つつましやかな、それでいてかたちのいい、ふわふわ感とぷるぷる感を凝縮したかのような、ふたつの乳房。

　スイートの裸体が、脳裏に浮かびあがってくる。鮮明に。

　そんな彼女の体をいま、自分は抱きしめていて……、なんてことを考えると、ドキドキしてきて……。

　スイートが、途切れ途切れに言葉を続ける。

「その、わ、わたくしのものは、黒くろ媛ひめ、とは違って、あ、ぅ、ち、小さすぎて、み、見苦しかったかも、しれませんが……」

「そ、そんなことないって……」

　言って、理り刀とはすぐに「ぅ」と息を吞のみ込んだ。これでは、しっかりと「記憶してます」と宣言しているようなものである。

　スイートが再び理刀から顔を離し、どこか泣き出しそうな瞳ひとみをむけてきた。

「わ、わたくしは、り、理刀になら、すべてを見せても、かまわない、と、思って……。

　じゅ、獣化した、姿、だって……。

　あなたになら、残らず、全部……。

　もし、本当に、もしも、こんな、ふつつかな、娘を、理刀が、ぅ、う、うけ入れて、下さるなら、わたくしは、すべてを、投げ出してでも……」

　理刀は、くぴぴっとツバを吞み込んだ。

　なんだ、この雰ふん囲い気きは？

　ドキドキがどんどん加速していく。心臓の負担などおかまいなしに、ドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキドキッ！

　スイートの瞳に涙の薄膜ができているため、キラキラ度がさらに跳ねあがって……。

　キラキラでウルルンな瞳を前に、理刀は動けない。現状に相応ふさわしい言葉も思いつかない。

　どうすれば!?

「寒いですわ」

　スイートが、むきゅ、とさらに強く胸を押しつけてきた。

「な、中に入ろうか？」

　なんとか舌を動かす理刀だが、体はまだ動かない。

「わたくしの、唇は、理刀だけには、なんのイタズラもしません。

　だからどうか、

　いまだけは、

　わたくしを、

　あなたの、

　ものに……」





エピローグ




　理り刀とは、近づいてくるスイートの顔を見下ろした。

　彼女が、浴衣ゆかたの襟えりもとをむきゅっとつかんでくる。まるで、理刀の顔を引っ張り下ろそうとでもするかのように。

　スイートが精いっぱい背伸びをしても、理刀がわずかに腰を曲げてあげないと、唇同士は接触できない。

　唇と唇がこんにちは→ちゅ♡→キス。

　その流れはわかるけど……。みんなで温泉旅行にきて、こっそりスイートとキスなんて……。背徳的。

　目を閉じたスイートが、あごを突き出してくる。せつなそうに。

「理、刀……いまだけは……わたくしと……」

　彼女の言葉を押し潰つぶすように、

「きゅ───────────────────っ！　スイート、なにしてんのよっ!?」

　キュートの叫び声が聞こえてきた。

　とっさに体を離したスイートが、いらついた目を横へ放つ。

　中庭から建物内へ続くドアから、銀のツインテールを振り回すようにしてキュートが駆け出してくる。彼女の後ろから、黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの三人もやってくる。

　スイートが、やれやれといった様子でキュートとむかい合う。

「ふん、相変わらず無ぶ粋すいなお子ちゃまですわね」

「きゅっ！　急にいなくなったから、心配してさがしにきてみれば……ったく」

「ふふん、なにか勘違いをなさってるご様子ですわね。わたくしは、理刀とふたりでおしゃべりしていただけですわ」

「こんな寒いところでおしゃべりしなくてもいいでしょ！　それに、くっついてたじゃない。あたし、ちゃんと見たんだから」

　黒媛が、うんうんとうなずいている。

　巴が、なんだか泣き出しそうな顔をしている。

　百香が、寒そうに身を縮めている。

　スイートが、浴衣の襟をピッと正した。

「浴衣が盗まれたときの状況をより細こまかくおたずねしていましたの。本当なら、襟の裏側に名前が入っているはずなのに、とふたりして嘆なげいていたところですわ」

　スイートの隣で、理刀は唇の端をヒクヒクさせながら、とにかく微笑ほほえみ続けた。

　キスの一歩手前な状態でした、なんてことはとても言い出せない。

　キュートが、右の眉まゆだけをあげた。

「ふぅ～ん、なんか苦しい説明だけど、そういうことにしといてあげるわ」

「ふん。タッキュウの練習もよろしいですが、理り刀との浴衣ゆかたを盗んだ犯人はまだ見つかっていないのです。これでは、旅行を心から楽しむことなんてできませんわ」

「そうだな」黒くろ媛ひめが、大きな胸を押しあげるように腕を組む。

「おサル、つかまえる？」巴ともえが、自信なさげにプラチナの腕輪をいじっている。

「おサルさん、浴衣を着たかったんでしょうか？　孫そん悟ご空くうとかなら、なんとなくわかるけど……サイズ、大丈夫なのかな……」百もも香かが、この場の全員へ目をむける。

　そんな女の子たちの前に右みぎ拳こぶしを突き出したスイートが、

「もし、理刀のネーム入り浴衣を手にした悪者を見つけることができたなら、わたくしが鉄てつ拳けん制裁を加えてあげましょう。フォンターナの紋章に誓って！」

　強い口調で宣言した。

「きゅ、気合い入ってるわね。じゃあ、あたしも、バシッと鉄拳パンチよ！」

　キュートも、ぐっと小さな拳をつくる。

「ふふん、あなたの場合は、鉄拳ではなく、こんにゃく拳がいいところですわ」

「きゅっ！　あたしの拳は、そこまでやわらかくないわ。せめて石の拳って言ってよね」

　石の拳も、キュートのイメージじゃないけど……。

　理刀は、両手を腰に当てたスイートと拳を振りあげるキュートへ交互に目をむけた。

　そのときだった。なにかが視界の隅に引っかかった。顔をむけると、中庭の隅に立つ浴衣姿の毒どく舌ぜつ丸まると目が合った。

　女の子たちも、いっせいに毒舌丸へむき直る。

「もう夕食の時間になったのですか？」

　スイートが訊きくと、

「申し訳ありません。あと三〇分ほどお待ち下さい」

　毒舌丸が、眼鏡めがねレンズのむこうから外気よりも冷たい視線を返してきた。いつもの彼女だが、先ほど温泉に浸つかっていたときとは違い、どこか硬質さが増しているような……。スーツを着ていないだけで、日ひ頃ごろのスタイルに戻ったというべきか。

　彼女がやってきた理由は？

　そんな理刀の疑問を、キュートが代弁してくれた。

「なにかあったの？　もしかして、毒舌丸も卓球をしたいのかしら？」

「いえ。わたしがここへきた理由は、お嬢様方にスキュース様のご到着をお知らせするためです」

「スキュースお姉様がきてるの!?」

　キュートの両りよう眉まゆが跳ねあがった。

　スイートも、目を大きくしている。

　黒くろ媛ひめたちも、互いに驚いた顔をむけ合っている。

　理り刀とも驚かされた。｛魔界の至宝｝が、どうしてわざわざ温泉旅館に？

「事前連絡をうけていませんでしたので、わたしもスキュース様の渡界を承知しておりませんでした」

「それでは、知らずにマンションのほうへいかれたのではありませんか？」

「はい。スイートお嬢様のご推察通りです。マンションに我々がいなかったため、魔力波を追ってこちらへ」

　毒どく舌ぜつ丸まるが言い終わるなり、美しいロングの銀髪をゆらしたスキュースが、中庭の中央に現れた。

　周囲すべてを圧倒するかのような美び貌ぼう。この世にひと振りしかない名刀を思わせる切れ長の双そう眸ぼう。限りなく絶対零度に近い冷たさと絶大な威圧感は相変わらずだが……………、身に着けているものは、どういうわけか浴衣ゆかたで。

　胸もとを大きく開けているから、谷間がもろに見えていて……。

　明らかにサイズが合っていないことがわかって……。

　ま・さ・か!?

「きゅ、冗談よね？」とキュートが顔をしかめている。

「あ、ぅ、ち、違う浴衣、ですわよ、ね……」とスイートが唇を震わせている。

「どうして浴衣なんだ？」と黒媛。

「サイズ、ちょっと小さめ、ね」と巴ともえ。

「でも、意外に似合ってるかも」と百もも香か。

　毒舌丸は、目を伏せたままその場を動かない。

　見ると、スキュースの背後にひとり、理刀の知らない少女がいた。

　身長は、黒媛や巴と同じくらいだろうか、見た目も同い年くらい。炎のような流水、といった感じの紅あかいミディアムヘア。セーラー服に似た純白の上着とミニスカート姿。紅髪と白服のなんだかめでたいコントラストが目に鮮やかだ。

　理刀の視線に気づいたキュートが、すぐに教えてくれた。

「あの子はティアマトっていうの。ああ見えて、正体は原げん初しよ竜りゆうよ。別名は創造竜クリエイト。始し祖そ竜りゆうと同レベルの竜族だと思っていいわ。スキュースお姉様が魔導書を執筆するとき、あの子に手伝ってもらうのよ。助手って言えばいいかしら……それにしても……」

　サイズがちょっと小さめの浴衣姿で、しゃなりしゃなりと歩み寄ってきたスキュースへ、「きゅっ」とキュートも近づいていく。

「スキュースお姉様、その服はどうしたの？」

　この場で、スキュースへ遠慮なく話しかけることができるのはキュートしかいない。

　スキュースが、ツッと冷たくもあたたかな視線を末っ妹こへむけた。

「これ？　この館やかたでの正装、これでいいのでしょう？　あなたたちと同じよ。でも、変な服ね。ボタンもなにもついていないワンピースなんて。着方がわからなかったから、あなたたちを遠視みて、見よう見まねで着てみたわ」

「ちょっと、ここ見せて」

　キュートが、スキュースの胸もとへ手を伸ばし、浴衣ゆかたの襟えりをぺろんとめくった。

　理り刀とから見えたのは、張りのありすぎる白い胸と、［春日かすが理刀］と刺し繡しゆうされた文字で。

「きゅ～、やっぱり」

　キュートが、疲れたように息を吐く。

　黒くろ媛ひめたちが、「あららら」といった感じで苦笑いを浮かべている。

　毒どく舌ぜつ丸まるは、静かに立っているだけ。

　スイートだけが、青い顔をしてスキュースを見ている。彼女は、ほんのちょっと前にあることを誓ってしまったから……。

　スキュースの胸に顔を寄せ、キュートがたずねた。

「スキュースお姉様、どうしてこの服を着ようと思ったの？」

「ティアマトがもってきてくれたからよ」

　みんなの視線が、スキュースの後ろに控えているティアマトへ移った。












　ティアマトが、微動だにしないまま唇だけを動かし、説明してくれた。

「お前たちが全員同じ服を着用していたため、その服装こそがこの館やかたでの正装だと推測した。館の近くにいた獣サルたちからも、〝ここを訪れる人間は必ず服を着替える〟という証言も得たため、スキュース様のために馥ふく郁いくたる香りを漂ただよわせた服を発見し、お召めしになっていただいたのだ」

　清潔感のある可愛かわいい女の子なのだが、表情やしゃべり方が硬いため、なんとなく話しかけづらい。同じ竜族とはいえ、ほわほわとしたシルティとはかなりタイプが違うようだ。

　とにかくこれで、理り刀とのネーム入り浴衣ゆかたを盗んだ犯人が判明した。

　ティアマト曰いわく、理刀の浴衣は〝馥郁たる香りを漂わせた服〟だったらしい。彼女の正体は原げん初しよ竜りゆうだというから、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の力に反応したのかも。

　それはいい。自分のネーム入り浴衣を｛魔界の至宝｝に着てもらえるなんて光栄だ。スキュースが着た浴衣なんて、いろんな意味でドキドキである。

　これで浴衣盗難事件は終了！　ということにしておきたいのだが、スイートだけはそうもいかないようで……。

『もし、理刀のネーム入り浴衣を手にした悪者を見つけることができたなら、わたくしが鉄てつ拳けん制裁を加えてあげましょう。フォンターナの紋章に誓って！』

　なんてことを口にしてしまったから。

　いちばん上の姉から体を離したキュートが、青ざめた顔のまま動けないでいるスイートへ歩み寄り、その肩をぽんぽんと叩たたいた。

「あたしにできることがあったら、なんでも遠慮なく言ってね。手伝うから。紋章には誓わないけど……」

　キュートの言葉に、スイートが握った拳こぶしを震わせた。ぷるぷると。しかし、そのぷるぷるに込めた感情を解放させるタイミングが見つからないのだろう。ぷるぷるな拳は、ただただぷるぷる、ぷるぷる、ぷるぷるぷると震え続けることしかできないでいる。

　黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かが、スイートへ同情のまなざしをむけている。

「ぁうぅっ」と頭を搔かきむしったあと、スイートが唇を引きしめた。そして、震える足でスキュースへ歩み寄っていく。

　鉄拳制裁か!?

「スキュースお姉様、人間界では友人や家族と喜びをわかち合うとき、〝はいたっち〟なる行動をとるということをご存じですか？」

「はいたっち？」

　スキュースが、下から二番目の妹を凍いてつくような目で見下ろした。

「は、はい。こ、こうやって、互いに両手をひろげて、タ、タッチするのです。で、できれば、スキュースお姉様に、〝はいたっち〟を、お、お願いしたいのですが……」

「…………………こう？」

　スキュースが、大きな、色っぽい、女性的な魅力をつめ込んだ胸の前で、きれいな五指をそろりとひろげた。次の瞬間、

「て、鉄てつ拳けん！」

　スイートが、パスッ、とスキュースのてのひらに拳こぶしを打ちつけた。それから大おお慌あわてで、

「しぃ、失礼しまふぅ！」

　声をひっくり返しながら、長女の両手に自らの右手と左手を打ちつけた。ぺちん、ぱちん、と。リズムも勢いもバラバラに。

　スキュースが、「？」といった顔で六六六番目の妹を見下ろしている。ティアマトが、横から刺とげ々とげしい視線をスイートに突き刺しているが、唇は固く閉ざしたまま動かさない。

　理り刀とは苦笑いを浮かべながら、身を縮めているスイートを眺めた。キュートたちも、みんな顔を見合わせて微笑ほほえんでいる。

　ハイタッチに見せかけた鉄拳で、誓いを果たすことができた、ということにしておく？

　弾はじかれるように横へむき直ったスイートが、すかさずティアマトにも、

「えいっ！」

　と正せい拳けん突づきを繰り出した。左胸に、ポスッ。

「なにをする？」

　ティアマトが、ギラッと視線に力を込める。

「あなたにも幸せのおすそわけをしましたの。気分がよくなってきませんか？」

「ならないな」

「そうですか？　残念ですわ」

　言葉とは裏腹に、にっこりと微笑んだスイートが理刀へ顔をむけてきた。ペロッと舌を出したあと、〝制裁完了ですわ〟と口だけを動かした。

　鉄拳制裁を加える相手は、『理刀のネーム入り浴衣ゆかたを手にした悪者』と宣言してしまったから、ティアマトにも鉄拳を、と考えたのだろう。

　理刀は握った拳を胸の高さにあげ、ぐっと親指を立てた。

　黒くろ媛ひめ、巴ともえ、百もも香かの三人が、笑顔を寄せ合っている。

「あんた、〝はいたっち〟をここでつかってくるなんて、やるじゃない」

　キュートが、こっそりとスイートに話しかけた。

　それに対し、スイートが力強い笑みを浮かべ、

「わたくしが誇る魔族色の脳細胞は、どのような難事件も瞬またたく間に解き明かしてしまうのです！」

　ビシッと右腕を立て、冬の星空を指さした。





第四話　委員長バトル




プロローグ




　三学期に入ってから、三日が経たったその日、スイートは朝から静かに闘志を燃やしていた。静かに静かに、メラメラ、ユラユラと。

　なぜなら、本日、一〇時から魔導書学科の委員長決めが行われるから。

　地下学院アンダーレゾンに入学して、およそ五ヶ月。そろそろ生徒間の壁も薄くなり、互いの性格もわかってきた頃ころである。つまり、クラスの統領トツプを決めてもいい頃ころ合あいということだ。

　ほどよい緊張感を胸に、スイートは自分の席で呼吸を整えた。ふぅ～。

　一〇時まで、あと四〇分ほど。

　当然、フォンターナ公こう爵しやく家けの六六六女としては、委員長の座に就つかなければならないだろう。自分以外に相応ふさわしい者はいないはず、という気持ちを固めていく。

　どのような方法で委員長が決められるのか……、それはわからない。投票か、話し合いか、講師の独断か。

　どのような方法であっても、委員長になるのは自分！　とスイートは涼やかな表情の下で気合いを入れまくった。

　と、横から声をかけられた。

「スイートってば、気合いの入った顔じゃない。明らかに委員長の座を狙ねらってるわね？」

　顔を動かさず、スイートは横目に声の主ぬしを見た。アビゲイルである。ヒョウ柄の縦ロールヘアが、なにやら得体の知れない動物のようにうにょうにょとゆれている。

　精神統一の邪魔だから無視したいけど……、いつもそれができない。

　スイートの前に移動してきたアビゲイルが、馴なれ馴なれしく机に両手をついてきた。しかも、ぐぐっと顔を近づけてくる。彼女の笑みから漂ただよってくるのは、上品な彼ひ岸がん花ばなの香りだ。

　スイートは眉まゆひとつ動かさず、好意も嫌悪も表情に出さないよう気をつけながら、アビゲイルの視線をうけとめた。

「気合いが入るのは当然のことですわ。クラスの委員長になれば、それだけで家の誉ほまれになりますから」

「わたしもいるのよ？」

「あなたも委員長になりたいのですか？　それでは、お互いがんばりましょう」

「がんばりましょ。んふふ」

　どこか嬉うれしそうに目もとをゆるめたアビゲイルが、不意に長い腕を動かしたかと思いきや、無礼にもスイートの三つ編みをつかみ、下に引っ張った。ぎゅっと。

「なにをなさるの!?」

　痛くはないが不快だったため、スイートは彼女の手を少々乱暴に払った。ピシッと。

　なのにアビゲイルの瞳ひとみがキラキラと輝いているように見えるのは、気のせいだろうか？

　周囲のクラスメイトが、チラチラとこちらを見ていることに気づき、スイートは内心で盛大なため息をついた。みんなの視線は、「あ～、またじゃれ合ってる」的なものだから。

　アビゲイルが懲こりもせずに手を伸ばしてきたため、スイートは彼女の細い手首をつかんだ。そして、ギリギリとしめつけてやる。

「い、痛いじゃない」

「痛くしていますもの」

　ギリギリ、ギリリ。

「痛いのは、嫌なの」

「意見が合いますわね。わたくしも痛いのは嫌いですわ」

「スイートが痛がる顔は、可愛かわいいわよ？」

「わたくしは、そうは思いません。他者と意見が合わないという事態は、生きていく上で絶え間なくぶつかるものですから、珍しくもありませんが……アビゲイル、あなたの嗜し好こうは、失礼ながら少々変わっているように思いますけど？」

「ふふ、そんなに褒ほめないで」

「褒ほめていませんわ」

　話にならない。




　とうとう、そのときが訪れた。

　ホワイトボードの上にかかった時計の針は、一〇時ピッタリ。

　魔導書学科の生徒たちはみんな、時間前にはちゃんと席へ戻り、講師の到着を待っている。もちろん、スイートもそのひとりだ。

　カラカラカラ～ッ、と品よく開けられた教室前方のドアから入ってきたのは、フォンターナ家の三女、｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝リイザである。講師のルルディに代わり、きょうだけ特別に委員長の見届け人としてやってきたのだ。

　彼女が現れることは一週間ほど前から聞き知っていたため、みんな緊張の面おも持もちながらも大人おとなしくしている。

　事前に知っていたスイートを除くクラスメイト全員を驚かせたのは、ストレートロングの銀髪を輝かせたスキュース・フォンターナが登場した瞬間だった。

　え、噓うそでしょ!?　本物なの!?　ルルディ先生はフォンターナ家のご令嬢だから……。

　そんな空気が、無音の大爆発を起こした。基本的に大人しい生徒ばかりだから、大騒ぎにはならない。｛魔界の至宝｝の前で大騒ぎできるほど根性が据すわっている者もいない。

　いるわけがない、とそう思っていたスイートの隣席で、

「きゃあっ！｛魔界の至宝｝！　は、初めて見たわ！　写真と同じ顔よっ！　わたし、大ファンなのっ！」

　アビゲイルが声を張りあげた。

　スキュースは、ツ───ッと冷たく視線を動かしただけで、その紅あかい唇を動かそうとしない。無礼な生徒に対し、怒っているのか呆あきれているのか、それとも微笑ほほえましさを感じているのか、彼女の表情からはまったく読みとれない。

　フォンターナ家の長女は、〝大〟が星の数ほどもつく魔導書作家の顔をもっている。彼女の代表作『フローズンワールド』は、現代魔界をも代表する魔導書だ。

　ここは魔導書学科。生徒たちは全員、魔導書作家になることを夢見ている。そんな子たちが、｛魔界の至宝｝を目の前にしているのだから、感動を通り越して頭が混乱してくる者も出てくるだろう。

　証拠に、何人かが早くも机に突っ伏している。椅い子すから転げ落ちている子も数人。みんな、スキュースを見て感動のあまり失神したのだ。もしくは驚きすぎたのかもしれない。

　リイザが、パンパン、と手を叩たたいた。

「はぁ～い、みなさん、気持ちをしっかりともって。床に倒れてしまった子は、近くの子が助けてあげて下さいね。気を失った子は、そのまま机に寝かせておいてあげて」

　彼女の言葉で、生徒たちが反論も質問も意見も口にせず、素直に動く。

　スイートも、床に倒れた子を再び席に座らせたあと、気持ちを固めてスキュースとリイザへ目をむけた。

　リイザが言葉を続ける。

「わたしの姉のことは、みなさんに説明するまでもありませんね。いまからクラスの委員長を決めますので、見届け人のひとりとしてきてもらいました」

　生徒たちは、だれも動かない。総勢三〇名のうち、五人が気を失っているため、リイザの言葉を聞いているのは二五名である。

　スキュースは、戸口から三歩ほど入った場所に立ったまま、冷え冷えとした空気を静かに放ち続けている。生徒たちを怖がらせよう、なんてつもりは微み塵じんもないのだろうが……。

　スイートは、そんな長女から入口へと視線を動かした。

　開いたままのドア、そこから足音もなく入ってきたのは、目に鮮やかな赤髪をもつティアマトだった。硬質な雰ふん囲い気きを片かた時ときも崩さない女の子である。

　教室の空気が音もなくざわついた。

　スキュース＆ティアマトとくれば、魔導書作家を志こころざす者にとっては心臓が飛び跳ね、魂をゆさぶられるかのような組み合わせだ。ティアマトは、スキュースが『フローズンワールド』を著あらわした際、ペンの役目を果たしたという存在なのだから。

　彼女の正体は、始し祖そ竜りゆうと比肩する力をもつと言われる原げん初しよ竜りゆうだ。別名、創造竜クリエイト。ちなみに、始祖竜の別名は混沌竜カオスである。

　創造と混こん沌とんを従えたスキュースの超す常ごさは、六六六女の身では決して計はかることなどできはしないから……、ただただ彼女たちの一挙一動を刮かつ目もくするのみ。

　ティアマトが現れてから五秒と経たたないうちに、ドサドサドサッとまた五人が気を失った。大感動の連続攻撃に堪たえきれなかったのだろう。これで残りの生徒は二〇名。

　リイザが、顔だけをティアマトへむけた。

「彼女の紹介も、この教室では不要ですね。みなさんも、雑誌や映像などで見たことがあるでしょうから」

　アビゲイルが、縦巻きロールをびょょんびょょんとさせながら、うんうんと大きくうなずいている。瞳ひとみをキラキラ、というよりもピカピカーッと異様なまでに輝かせながら。

　リイザの視線が、スキュースへ移った。

「生徒さんたちに、なにか言葉をいただけないかしら？」

　三女の頼みで、スキュースがようやく口を開いた。

「〝魔導書の小こ径みちは、筆とともに歩めば切せつ所しよもまた楽し〟。

　これは、魔導書作家を志す者ならだれもが心に刻んでいる言葉でしょう。

　わたしも、フィラデルフィが遺のこしたこの言葉を胸に、きょうまでティアマトとともに歩んできました。そして、これからも歩み続けてゆくでしょう。

　あなた方も、自分のペンとともに自分だけの径みちを見つけ、たとえ難所に差しかかってもあきらめることなく、自らの足で歩いていって下さい。

　いつの日か、わたしの径と交わるときがくるかもしれません。

　その日を心まちにしています」

　またまた感極まった生徒たちが、バタバタポテバタドタバタバタパタバタバタッと椅い子すから転げ落ちた。スキュースの生声を聞いたのだから無理もない。

　新たな失神者は一〇人。これでクラスの三分の二が気を失ったことになる。

　意識を保っている者は残り一〇名。

　残念ながら、アビゲイルは瞳ひとみを輝かせたままスキュースを凝視しているけど。




　結局、スキュースの生声を聞いても意識を失わなかった一〇人全員が、委員長決めに臨のぞむこととなった。もちろん、スイートもその中のひとりである。

　気を失った生徒を起こすことなく、リイザが委員長決めの方法を宣言した。

「鬼ごっこです」

　教室の中に九個の「？」が乱舞する。

　アビゲイルだけが、首を傾かしげることなく細腰にポーチを巻き始めた。中身はなに？　そんなことより、『鬼ごっこ』と言われても表情を変えることなく準備を始める柔軟性は、驚嘆に値する。先入観をもたない、ある意味で天才型なのかもしれない。いや、彼女の場合は奇才、いやいや、奇人型か。

　スイートは心の波を静めながら、一字一句聞きもらさないようリイザの言葉に集中した。

「鬼ごっこには、当然のことながら体力が必要です。もちろん、どこをどう逃げるのか考えないといけませんから、知力も大切だということは言うまでもありません。

　まぁ、他ほかにもいろいろ必要ですけど、細こまかい説明は省はぶいちゃいますね。とにかくいまから、ひとりに一体の鬼を憑つけます。

　自分に憑いた鬼から最後まで逃げ続けた人が、このクラスの委員長というわけです。

　逃げる場所は自由。このビルから外に出ても構いません。その際は、人や車に用心して下さいね。人間界の果てまで逃げてもいいですよ。でも、なんらかの魔法を使用した場合、鬼との距離が一瞬でゼロになるから気をつけて下さい。

　つまり、魔法をつかわず逃げ続けて下さいね、ってことです。

　あと、鬼は憑いた人の魔力波を感知できます。つまり、一カ所にジッと身を潜ひそめてもすぐに見つかってしまう、ということです」

　リイザが華やかな微笑ほほえみを浮かべた直後、スキュースが右手をゆるやかに動かした。と、教室の前に次々と鬼面をつけた子どもたちが現れた。その数、三〇体。

　その中の一体が、ジ───ッとスイートを見つめてくる。額ひたいに大きな五本の角をもつ、他ほかよりもひと際厳いかつい鬼面の子だ。大きな面だから、頭でっかちに見える。

　鬼たちの身長は、百もも香かよりずっと低い。小等部でいうと、一、二年生くらいだろうか。足の速さはどうなのだろう？

　委員長を鬼ごっこで決めるというやり方には、なんの不満もない。予想とまったく違っていたため、少しばかり驚いたけど。体力勝負なら、だれにも負けない。もちろん魔力勝負でも。魔導書の勝負だって、絶対に負けるつもりはない。

「みなさん、がんばって下さいね」

　リイザが、光の粒子を振りまくような笑みを浮かべた。

　その一方で、スキュースが教室の中へ粉雪のような視線を振りまきながら、唇だけを動かした。

「生徒の中には、わたしの妹もいますが……彼女を特別扱いはしない、とフォンターナの紋章に誓いましょう」

「わたしも誓います」

　長女に続き、リイザも誓いを立てた。

　スイートは、ぎゅぅぅっと気持ちを引きしめ、ふたりの姉の視線をうけとめた。気を抜くと、体が震え、強こわ張ばり、うつむいてしまいそうになる。

　妹たちに甘い｛静せい謐ひつなる禍わざわい｝はまだしも、やはり｛魔界の至宝｝は怖い。長女は本能的に怖い。生まれたときから、スキュース・フォンターナは憧しよう憬けいと尊敬と畏い怖ふの対象だから。

　スキュースとリイザが、再び他の生徒へ目を移したから、スイートはそっと息をつきながら視線を横へ逃がした。と、今度はアビゲイルとぶつかった。

　バチバチバチッ！

　目と目をぶつけ合ったときの火花は、いつもキュートと散らし合っている。が、この瞬間のそれとは明らかに質が違う。

　キュートとの火花は、触れても火傷やけどはしないし肌が炙あぶられることもないという、やさしい光のようなモノ、というイメージだけど……、アビゲイルとのそれは、〝絶っっっ対に退ひけない！〟という、下へ手たをすると憎悪にも化けかねない熱々な決意同士の激突だ。

　挑発的な笑みを浮かべたアビゲイルが、腰に巻いたポーチのゆるみをもそもそと直し始めた。

　中身が気になるところだけど……、鬼ごっこには関係ないだろうから……。

　スイートは雑念を払いつつ、顔をあげた。

　教室の前方には、自分よりずっとずっとずぅっと上の魔導書作家がいる。

　いつの日か！

　純粋で、歪ゆがみのない、激しい気持ちを胸に、スイートは机の下で拳こぶしを握りしめた。

「それでは、さっそくスタートして下さい。一分後に鬼が動き出しますから、がんばって逃げて下さいね」

　リイザが、拍子抜けするほどあっさりと鬼ごっこの幕を切って落とした。

　あのぅ、もう逃げてもいいのですか？　なんて間の抜けた質問はしない。

　スイートは、椅い子すを蹴け倒たおすようにして立ちあがり、走った。

　他ほかの生徒たちも、いっせいに動き出す。

　鬼面の子に一瞬だけ視線をぶつけたあと、スイートは両足にさらなる力を注ぎ込んだ。

　最後まで必ず逃げきってみせる！




　他の生徒たちと肩をぶつけ合うようにして教室を飛び出したスイートは、迷うことなく階段を目指した。魔法をつかえないクラスメイトたちは、きっとエレベーターに殺到するだろうから。

　多くの魔族は、幼い頃ころから魔力に依存した生活を送ってきたため、体力に自信をもっていない。魔導書作家を目指しているような文系の子たちは特に。

　だから、だれも階段を駆けあがろうなんて考えないはず。

　純粋な体力勝負では、クラスのだれにも負ける気がしない、とスイートは思っている。

　スキュースとリイザが、『妹を特別扱いはしない』と紋章に誓った。そんな姉たちの意志を、スイートは別の意味としてうけとっている。

　妹スイートの実力ならば、特別扱いをするまでもない、と。

　フォンターナ家の六六六女として。

　獣人のクオーターとして。

｛不凋花の唇アスフオデル・リツプ｝という能力をもつ者として。

　絶対に負けられない！

　地上へ続く階段の手前で、スイートは大きく跳んだ。そのまま、スピードをゆるめることなく駆けあがる。

　それは、最初の踊り場にたどり着こうとした直前だった。

　バシッ、とだれかから背を叩たたかれた。

　踊り場で走る方向を変えながら、叩いてきた相手へ目をむける。

　激しくゆれるヒョウ柄の縦巻きロール。背が高く細身のくせに走ると大きくゆれる胸。挑戦的な切れ長の瞳ひとみ。アビゲイルだった。

「委員長になるのはわたしよ！」

　彼女の強気な発言を、スイートはさらりとうけ流した。

「ふふん、せいぜいがんばって下さいな。お望み通りになるといいですわね」

　余裕の微笑ほほえみを意識しながらも、気を引きしめる。アビゲイルが、全力の七割ほどで走っている自分についてきているから……。魔導書学科の生徒たちは運動不足の文系っ子ばかり……、なんて考えは改めなければならないようだ。

　スイートは、アビゲイルに追走されながら階段を駆けのぼり、そのまま学院ビルの一階ホールへたどり着いた。

　アビゲイルの息は、ほんの少しもあがっていない。涼しげな顔をしている。しかしそれはスイートも同じ。

　顔を寄せてきたアビゲイルが、

「わたしが委員長よ」

　しつこく宣言してきたあと、スイートの肩をこつんと叩たたいた。

「勇いさましいお言葉ですわね。でも、そっくりそのままあなたへお返ししますわ」

「うふふ」

　意味ありげな笑みを投げながら、アビゲイルがスイートから離れていく。どうやら、ビルの裏手から外へ出るつもりのようだ。

　スイートは堂々と正面玄関から……………、と見せかけて、ヒョウ柄の縦巻きロールが見えなくなったのを確かめたあと素早く反転した。外へは逃げない。

　鬼の追撃から逃れるためには、体力だけでなく頭もつかわなければ……。


　　　★★★



　理り刀とは、板書された英文をノートに写している途中、チラリと黒板の上にかかった時計へ目をむけた。

　一〇時三五分。昼休みまで、あと二時間弱。お昼になれば、この教室に能力開発学科ペンタグラムと地下学院アンダーレゾンからそれぞれ女の子たちが集まってくる。そんな時間が、とにもかくにも待ち遠しい。いまうけている英語の授業より、数倍楽しいから。

　英単語をノートに書きとりながら、書き間違えたアルファベットを消しゴムで消しながら、シャープペンシルをカチカチやりながら、理刀は時間が過ぎ去るのを待った。

　退屈な時間は、どうしてこうも長く感じてしまうのだろう。昼休みは瞬またたく間に終わってしまうというのに。

　出てきそうになった欠伸あくびを嚙かみ殺しながら、教師が一人二役で読み進めていくブラッドとアンジェリーナの日常会話を聞くともなしに聞いていると……、とうとつにガラガラッと教室前方のドアが開いた。

　教師の、そして生徒たちの視線がドアへ集中する。

「ノックもせずに、申し訳ありません」

　廊下から入ってきたのは、額ひたいに汗を浮かべたスイートだった。

　きちんとドアを閉め、肩にかかった三つ編みをサッと手で払ったあと、

「こちらの教室が授業中だと存じてはおりますが、差し迫った状況ですので、どうかご容赦願いますわ」

　教室中の視線を引きずるようにして、スイートが真まっ直すぐに理り刀とのところへやってきた。そして、しっかりと右手をつかんでくる。

　ぅおおおぉ～っ、というクラスメイトたちのどよめきが空気をゆらした。

　理刀は、ただただぽか～んと彼女を見つめることしかできない。

　スイートが、入ってきたドアへ鋭い視線を投げたあと、サッと身を屈かがめた。それでも、右手を放そうとしない。

「どうしたの？」

　理刀の問いに、スイートがわずかに目もとをゆるめた。そしてすぐさま、右手の甲に唇を押しつけてくる。

　また周囲から、うぉおおおぉ～っ、というどよめきが生まれた。

　チクチクと刺さってくる視線を懸命に無視しながら、教室の寒さに関係なく浮かんでくる汗に気づかないフリをしながら、とにかく平静を装いながら、理刀は屈んでいるスイートの顔を見下ろした。

「追いかけられてるの？」

　だれかから逃げているような様子だったから、そう訊きいてみた。

　スイートが、理刀へ目だけで微笑ほほえんできた。が、すぐに表情を引きしめ、教室中へ聞こえるような声を出す。

「授業中にお邪魔して、本当に申し訳なく思っています。ですが、わたくしはいま、地下学院アンダーレゾンの委員長となるべく、鬼から逃げている最中なのです。どうか、しばらくの間ここに匿かくまってはいただけないでしょうか？」

　委員長となるべく鬼から逃げている？　なんで？　地下学院のすることは、よくわからない……。

　ここにいる全員の顔に、「？」が浮かんでいる。だが、

「まあ、大人おとなしくしててくれるなら、かまわないぞ。なあ、みんな！」

　四二歳独身の英語教師が、フレンドリーな笑みを浮かべたから、

「フォンターナさんを委員長に！」「春日かすがなんかより、ボクに愛の手を！」「つき合って下さい！」「みんなで匿うぞぉ！」「男子って、みんなガキよね」「チョコココココォ！」

　教室中が、一気に騒がしくなった。みんな、ワケもわかっていないはずなのに……。

「み、みなさん、お静かに願います。鬼を惹ひき寄せてしまいますわ」

　スイートの言葉で、すぐさまシ─────────────────ンと静まり返る。

　間を置くことなく、生徒のひとりが空あいている机から素早く椅い子すをもってきて、

「どうぞフォンターナさん。ボク、鈴すず木きといいます」

　スイートに勧すすめた。自己紹介も忘れずに。

「ありがとうございます」

　スイートが、微笑ほほえみを絶やさないまま、もってきてもらった椅い子すにやんわりと腰を下ろす。それでも、理り刀との右手は放さない。むきゅっ、と握りしめたまま。

　こほん、と咳せき払ばらいしたあと、英語教師が再び教科書を読み始めた。声がどこか気どっているように聞こえるのは、理刀の気のせいではないだろう。飛び抜けて可愛かわいい女生徒がひとり増えたのだ。教師の気合いもよくわかる。

　授業を再開した英語教師やスイートへ視線を送っている生徒たちは、理刀が『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者であることにピンときていない。

　なんとなく、〝魔族の関心を惹ひいているけど、人間界ではまるで役に立たない珍妙な能力をもつ男〟くらいにしか思っていないはずだ。

　だからいまスイートが理刀の手を握っているのも、〝意味がわからないけど、魔族的にはそれが普通なんだろ〟といった目でしか見ていない。男子だけに限るなら、〝くそっ、春日かすがめ、羨うらやましいな〟といった刺とげ々とげしい嫉しつ妬と心しんが加わるけど。

　そんな嫉妬光線を完全無視しながら、教室内の微妙な空気を懸命にシャットアウトしながら、右手にスイートの熱を感じながら、理刀は教科書へ目を落とした。右手をむきゅっと封じられているから、シャーペンがもてない。べつにいいけど……。

　彼女はきっと、こうやって理刀に触れることでなんらかの魔力を遮しや断だんしているのだろう。

『鬼から逃げている最中』だと言っていたから……、鬼ごっこのようなことをやっているのかもしれない。


　　　★★★



　スイートは、ホッと息をついた。

　理刀に触れていれば、鬼の追跡から逃れることができるはず。

　他ほかの生徒たちは、なんの策もなくただただ逃げ回っているだけだろうが、自分は違う。頭をつかい、こうやって身を潜ひそめている。

　理刀と手をつなぐことができるし、人間界の授業も見学できるし、普通科の生徒とも顔かお馴な染じみになれるし、いいことずくめだ。フォンターナの家名に泥を塗ることもない。

　このまま隠れていれば、昼休みのチャイムを待つことなく委員長になれるだろう。そうなれば、お弁当を食べながらみんなに嬉うれしい報告ができる。

　そんなことを考えていたときだった。

　カラカラカラ、カラ、と教室のドアが開いた。恐る恐るといった感じに。

「っ!?」

　見て、スイートは反射的に椅子から腰を下ろし、身を低くして理刀の陰に隠れた。彼の手を、ぎゅっと強く握る。

　ドアの外に立っていたのは、鬼面をかぶった子どもだった。

　教室の中が、ザワザワザワッと騒がしくなる。

　どうして、ここがわかったのだろう？

　まさか、魔力の糸が途切れた辺りをしらみ潰つぶしにさがしてる？　だとしたら、命令されて動くだけの傀く儡ぐつ鬼おにではなく、ある程度の知恵と意志をもっていると考えなければならないだろう。間違いなく普通の鬼属ではない。

　ここは教室の中。

　自分で自分の逃げ道を塞ふさいでしまった？


　　　★★★



　理り刀とは、突然ドアから現れた鬼面の子どもを目にして、グビビッとツバを吞のみ込んだ。

　五本の角をもった、なんだかとっても厳いかつい鬼の面。華きや奢しやすぎる手足とのバランスが、あまりにも悪すぎる。

　英語教師が、そして生徒たちが、理刀を盾にして隠れたスイートと鬼面の子の間で、視線を往復させている。何度も。何度も。

　それがいけなかった。みんなの目が、スイートの場所を示してしまった。

　鬼面の子が、のそのそと教室の中へ入ってきた。そのまま、真まっ直すぐに理刀を目指してくる。いや、目指しているのはスイートだ。

　このままではつかまる！　とばかりにスイートが素早く立ちあがった。途端、鬼面の子が身を低くする。まるで、獲物を前にしたネコ科の動物のように。

　だが……、飛びかかってはこない。

　理刀の肩をつかんだスイートが、右へ左へフェイントを仕掛けるが、鬼面の子もそのたびにピクッ、ピクッ、ササッ、と反応し、スイートの逃げ道を塞ごうとする。

　スイートが跳躍して逃げないところから察するに、〝魔法をつかってはいけない〟といったルールがあるのだろう。

　理刀は、静かに席を立った。

　もしかしたら、と鬼面の子に手を伸ばしてみると、サッと逃げられた。

　やはり。

　理刀には触れることができないらしい。魔力でつくられたのか、それとも召喚獣の類たぐいだろうか。とにかく、いまやるべきことは……。

　スイートがこの教室に入ってきた時点で、だれかの助けを借りることがルール違反ではないことがわかる。けど……、

「よかったら、手伝おうか？」

　念のため肩越しに問いかけた。

「助かりますわ」

　即答だった。

「よっしゃ。よくわかんないけど、鬼から逃げればいいんだろ？」

「その通りですわ。もっとも長く逃げ続けた者が、魔導書学科の委員長になれるのです」

「なるほど、ね」

　変わった委員長の決め方だけど……、これで納得した。

　視線を鬼面の子から決して離さず、理り刀とは両腕をひろげた。そうしながら、教師へ呼びかける。

「先生、そういうわけです。ちょっと教室を出てもいいですか？」

「オケェェェイ！　ゴォォ、春日かすがぁ！　魔族との交流を深めてこい！」

　四二歳独身の英語教師が、雄叫おたけびをあげた。

　それが引き金となった。

「チョコココココォ！」と鈴すず木きが悲鳴のような雄叫びをあげ、鬼面の子に躍おどりかかった。

　彼に続いて、「フォンターナさんを委員長に！」「鈴すずっちに続けぇ！」「逃げろ春日ぁ！」「フォンターナさんを頼むっ！」「道をつくれぇ！」「男子ってマジでガキばっか」「ファンクラブの勇士たちよ、いまこそ結束のときだっ！」「鈴木ぃ、お前は英雄ヒーローだぁ！」

　男子生徒たちが、次々と鬼面の子につかみかかっていく。

「ウリィィィィィィィィィィ！」と教師まで。

「スイート、いまのうちにっ！」

　理刀はスイートを背に守りながら、もみ合う鬼面の子と男子たちを迂う回かいし、教室から飛び出した。

　ドアを閉めようとしたとき、理刀は見た。

　男子生徒たちがポンポンと宙を飛ぶ姿を。まるで下へ手たなお手玉のように。次々と。ポンポンと。鈴木も教師もポンポンと。

　彼らをポンポン投げ飛ばしているのは、もちろん鬼面の子で……。

　奥歯をぐっと嚙かみしめたあと、理刀はピシャリとドアを閉めた。彼らの犠牲を無駄にはできない。

「スイート、走れっ！」

　理刀はスイートの手を引き、エレベーターにむかって走り出した。

　鬼面の子は、すぐにでも追ってくるだろう。




　エレベーターホールにむかっている途中、理刀はふと気づいた。

　隣を走るスイートの背に、お札のようなモノが貼はりついている。魔界文字のようだから、読むことはできないけど……。

「背中、なにかついてるよ」

　札を剝はがし、スイートに見せた。

「これ、は？　鬼属に力を与え、強力に引き寄せる呪じゆ符ふ……ですが、どうしてわたくしの背に……」

　つぶやいてすぐ、彼女の目が鋭くなった。

「あのとき、アビゲイルに……」

「アビゲイルって、クラスメイトのおもしろい子？」

「鬼から逃げるとき、あの子に背を叩たたかれました。そのときにつけられたのでしょう」

「勝負のために、強敵の足を引っ張ろうってことかな？」

「ふふん、敵ながら天晴あつぱれですわ」

　スイートが、呪符をくしゃりと握りしめる。

　そんな彼女とならんで走りながら、理り刀とはふと疑問を覚えた。

「ん、ん？　それが鬼を引きつける呪符なら、さっきの鬼はもっと自信ありげに教室へ入ってきたんじゃないかな？　なのに、最初は迷ってたみたいだけど……どこにいるんだろ？　って感じにさ」

「確かにそうですわね。わたくしも、それが気になっていました。アビゲイルも追っ手が鬼属だと判断したからこそ、この呪符をわたくしに貼はったはずです。鬼が現れたとき、理刀はまだ呪符に触れてはいませんでしたから、あのときは正常に鬼属誘導波を発していたはずですわ」

「鬼に見えるのはお面だけで、中身は違うのかもね」

「見た目で判断してはいけない、と仰おつしやりたいのですね？　確かに、スキュースお姉様がつくり出したモノですから、油断は禁物ですわ」

「スキュースさんがきてるの？」

「はい。リイザお姉様やティアマトもいっしょです」

「なるほど、スキュースさんの鬼か……」

　理刀は気持ちを引きしめた。｛魔界の至宝｝がつくり出した鬼なら、どんな力を隠しもっているかわからない。わからないけど、いまは逃げることしかできないから……、両足に力を注ぐ。

　エレベーターホールに駆け込み、下りのボタンを押す。

　後ろにはまだ、鬼面の子の姿は見えない。

「理刀のクラスのみなさんに、後日きちんとお礼を……っ！」

　言葉途中で、スイートが息を吞のんだ。

　廊下の突き当たり、その角から鬼面の子が飛び出してきたからだ。

　エレベーターのドアは、まだ開かない。

　鬼面の子が、パタパタパタッと駆けてくる。よく見ると裸足はだしで、足の速さはせいぜい小学生なみだが、それでも確実に近づいてくる。

「り、理り刀と……」

　スイートが、理刀の背にくっついてきた。そのとき、チン、という音に続いて、エレベーターのドアが開いた。

「のって！」

「は、はい」

　スイートが、昇降カゴの中へ入るのを肩越しに確かめながら、理刀も両手をひろげたまま後あと退ずさりした。

　鬼面の子は、すぐ目の前まできている。だが、一定の距離を空あけたまま決して近づいてはこない。

　相手は小さな体つきで、折れそうなほど細い手足をしているから、なんだか飛びかかるのも躊躇ためらわれて……。力は強いようだけど、こちらに怯おびえているようだから……。

　鬼面は厳いかつくて、ごつごつしていて、にょきっと突き出した五本の角は怖いけど、それでも華きや奢しやすぎる子だし、動きもなんだかコミカルで可愛かわいらしいから、可能な限り乱暴なことはしないでおこうと思った。

　触れたら、消滅きえちゃうの？

　そうなったら、スイートはもうだれからも追いかけられないの？

　鬼面の子は、たぶん鬼属じゃない。だったら、その正体は？

　いろいろハッキリするまで、鬼面の子には触れない。スイートがつかまりそうにならない限り、自分からは手を出さない。

　理刀は、そう心に決めた。

　鬼面の子が、ジ───ッと恨めしそうな目でにらみつけてくる。

　ごめんね。オレはスイートの味方だから。

　なんてことを心の中でつぶやきながら、理刀は昇降カゴに入り、すぐさま〝閉〟ボタンを押した。

　鬼面の子が、扉のむこうに消える。


　　　★★★



　スキュース・フォンターナは、用意してもらった椅い子すに腰を下ろし、生徒たちの様子を遠な視がめた。

　逃げていった子の半数が、抵抗らしい抵抗をすることもなく鬼につかまり、早くも教室へ引き返している。

　魔導書学科の生徒たちは、あまり体力がないらしい。鬼を撃退してやろう、という気骨のある子もいまのところいない。

　魔導書を著あらわすためには、不屈の魂と強きよう靱じんな肉体が必要不可欠だというのに。

　隣で遠視みていたリイザが、やれやれといった様子で肩をすくめている。

　鬼に腕をつかまれ残念そうな顔をしている子。鬼にくっつかれ涙を浮かべている子。鬼と手をつないで歩いている子。鬼を黙って見つめている子。鬼の面を執しつ拗ように触っている子。

　つかまった生徒たちの反応は様々だ。

　スキュースは、静かに息をついた。

　本を読みたくなってきた。が、一度でも書物を開くと、周りのことに関心をなくしてしまうという自分の質たちを知っているから、ここはゆるりと我慢する。

　それでも……、現状があまりにつまらなかったら、本を転移とってきて読み始めるかも。

　スキュースは、教室の中へ目をむけた。

　飛び出していった子たちは、まだだれも帰ってきていない。気絶して動かなくなった子が二〇人、机に突っ伏している。加えて、彼らに触れたまま動かない鬼が二〇。

　この場で動けるのは、自分と、リイザと、ティアマトの三人だけ。

　気づくと、膝ひざの上に一冊の魔導書ほんが現れていた。無意識のうちに転移もってきてしまったようだ。死にそうなほどの退屈から逃れるための自己防衛本能。

　スキュースは魔導書を手にとった。そして麗うるわしい表紙に指をかけようとしたそのとき、

「スキュ姉様、あと少し我慢して。ね、お願い」

　横から、するりと本を奪われた。

　顔をあげると、どこか困ったような笑みを浮かべたリイザがいた。

　すぐに、

「静せい謐ひつの君、あなたにスキュース様の読書タイムを邪魔する権限は与えられていないはずだが？」

　ティアマトが、リイザへ鋭い視線をむける。

　それに対し、リイザが品よく右の眉まゆだけをつりあげた。

「権限はなくても、見届け人としての義務があるの。あなたは大人おとなしく魔法液インクでも飲んでなさい」

｛静謐なる禍わざわい｝の涼しげな目と原げん初しよ竜りゆう少女の熱い目がぶつかり合う。

　そんな彼女たちを無視して、スキュースはひろげた自分の両手に目を落とした。

　魔導書を…………………………、とられた。

　退屈。

「んもう、スキュ姉様ったら、お願いだから生徒たちのがんばりを応援してあげて」

　リイザが、サッと右手を横に振った。と、ホワイトボードに縦横五〇センチほどの映像が五つ、じんわりと浮かびあがってくる。

　映像の中には、いまなお逃げ回っている生徒たちの様子が映し出されているけど……、それはいつでも遠視できるモノだから……。

　退屈。窒息しそう。

「スキュース様は現状に倦うんでいらっしゃる。静せい謐ひつの君、あなたの責任だぞ」

　ティアマトがまた、リイザをにらみつけた。

「ティって、黙ってたらすごく可愛かわいいのに。口を開くと嫌なことばかり言うのね」

　リイザが、下唇を突き出しながらティアマトを軽くにらみ返す。

　原げん初しよ竜りゆう少女と三女が衝突する様を思考の外へ掃はき捨て、スキュースは映像のひとつに目を留めた。そこに愛らしい顔が映っていたから。

　六六六番目の妹。獣人のクオーターで、｛不凋花の唇アスフオデル・リツプ｝という不ふ憫びんな能力をもった愛いとしい子、スイート。

　つい先ほどまで、春日かすが理り刀との能力をつかって隠れていた末から二番目の妹はいま、エレベーターにのって降下している。

　春日理刀と手を握り合っているから、このまま何事もなければ鬼を振りきることができるだろう。

　他ほかの生徒たちは……。

　スイート以外、四人が残っている。うち三人は、もってあと数分だろうか。

　気になったのは、その中のひとり。ヒョウ柄の髪を縦に巻いた、スタイルのいい女の子。他の子たちとは異なった方法で、鬼の目から逃れている。

「この子、おもしろいわね」

　スキュースの言葉に、にらみ合っていたリイザとティアマトが映像へ目を移した。

「どの子？」とスキュースの視線をたどったリイザが、

「ああ、この子ね。ルルディが候補のひとりにあげてたわ。確か、アビゲイル・キッドマンという名前だったわね。ふふ、ルルディもくればよかったのに、〆しめ切きりに追われて修しゆ羅ら場ばだなんて、あの子も大変ね」

　嬉うれしそうに目もとをゆるめた。

　ティアマトは、むすっと口を閉じたまま五つの画面を眺めている。

「…………………」

　またひとり、鬼につかまった。これで、あと四人。

　スキュースは、残り四人のうちふたり、スイートとアビゲイルへそれぞれ目をむけた。

　未来予知など無ぶ粋すいなマネはしない。

　スイートを応援もしない。

　この場に座し、事象そのままをうけとめよう。

　六六六女は、果たして委員長たる器を示すことができるのだろうか……。


　　　★★★



　エレベーターにのった理刀とスイートは、一階フロアまで降りたあと、そのまま地下学院アンダーレゾン専用のエレベーターホールへ駆け込み、躊躇ためらうことなく地下へむかった。

　鬼も、まさか地下へ戻っているとは思わないはず。という案は、

『外へ出てふたりで手をつないで逃げるのも、決して悪くはないのですが……理り刀とに寒い思いをさせてしまいますから……』とスイートが出したものである。

　地下へ降り、理刀はスイートに手を引かれるようにして足早に廊下を進んだ。

　そして入った場所は…………………………………………………………、図書室だった。

　生徒どころか、受付の職員もいなかったため、シ───────ンと怖いくらいに静まり返っている。

「ここなら、ゆっくりと時間を潰つぶすことができますわ」

　スイートが、微笑ほほえみながら理刀の左手をぎゅっとつかんでくる。

「まあ、オレに読める本があればいいんだけど……」

　理刀は、ずらりと立ちならんだ書棚をざっと見回した。少なくとも、見える範囲に読めそうな本はない。背表紙に貼はりついているのは、どれも魔界の文字ばかりだから。

「うふふ、わたくしが読み聞かせて差しあげますわ。理刀は、どのような内容の本ものがお好みですか？」

　スイートが、嬉うれしそうに体を寄せてくる。むきゅ。

「好みの本かぁ……」

　地下学院アンダーレゾンの図書室にマンガや雑誌は置かれていないだろうから……、と理刀は頭の隅で考えつつ、

「魔界の童話なんか、ちょっと興味があるけど……」

　なんて言葉を伝えた。と、

「それでしたら、あちらの棚に数百の童話がそろっています」

　スイートが、嬉き々きとして歩き始めた。早くも瞳ひとみが輝いている。魔導書学科に籍を置く彼女だから、本に囲まれているだけでテンションが高まってくるのかもしれない。

　理刀にはなにがなんだかわからない書棚の林を歩き、目的の棚にたどり着く。と、そこにひとりの少女がいた。魔導書を開き、立ち読みしている。

　ヒョウ柄の縦巻きロールヘア。驚くほど顔が小さく、すらりと背の高い少女だったから、思わず外国のトップモデルを連想してしまう。なのに胸もあって……、巴ともえ以上黒くろ媛ひめ未満といったところだろうか。

　ここは地下学院の図書室で、彼女は地下学院の制服を着ていて、透明感がありすぎる肌は魔族のそれだから……、地下学院の生徒であることは間違いない。

　間違いないはずだけど……、スイートへ鋭い目をむけているのはなぜ？

　スイートも、どうして彼女をにらみつけてるの？

　もしかして、委員長決め鬼ごっこの競争相手だから？　それならどうして、彼女はこんなところでのんびり立ち読みしているの？

「あらスイート、どうしてここにいるの？」

「アビゲイルこそ、こんなところでなにをしていらっしゃるのかしら？」

　アビゲイル？　ああ、この子が話に聞いていた……。

　理り刀とは、アビゲイル・キッドマンという少女と出会えたことに、小さな感動を覚えた。

　スイートが言っていたことを要約すると、

『ことあるごとにちょっかいをかけてくる、風変わりエキセントリツクなクラスメイトで、少々加虐症サデイズムのケがある女の子』となるだろうか。

　見ると、アビゲイルの左肩にお札のようなものが貼はりついている。先ほど、スイートの背から剝はがした札と似ているような……。

　理刀と手をつないだまま、アビゲイルにつかつかと歩み寄ったスイートが、彼女からその札をペリッと引き剝がした。

「あっ、や、返して！」

　細い眉まゆをつりあげたアビゲイルにかまわず、スイートが剝がした札を理刀の手に押しつけてくる。

　もし、なんらかの魔力が込められた札だったとしても、これでただの紙きれだ。

　それに気づかないまま、

「これはわたしのよ！」

　アビゲイルが、スイートからとり返した札を、再び左肩に貼り直した。

　スイートが、そんな彼女に呆あきれたような目をむける。

「ふん、魔力封じの呪じゆ符ふなんて、よくもっていましたわね」

「わたしね、いつもポーチにいっぱい呪符をもち歩いてるの。備そなえは万全よ。スイートにも一枚プレゼントしたわ」

「ええ、確かにいただきましたわ。いまではゴミになってしまいましたけど」

「ふ～ん、気づいたとは素晴らしいわね。やっぱりスイートって侮あなどれないわ。んで、こちらの方は？」

　不意に、アビゲイルが理刀へ目をむけてきた。

　好奇心を隠しもしないド直球な視線をむけられ、理刀は思わずツバを吞のみ込んだ。吞み込んですぐ、

「あ、オレ、春日かすが理刀です。よろしく。スイートに仲よくしてもらってます」

　軽く頭を下げた。

　すると、優雅に腰を折ったアビゲイルが、

「アビゲイル・キッドマンと申します。キッドマン伯はく爵しやく家けの六六女であり、｛魔界の至宝｝のような魔導書作家になることを夢見ています。今後ともよろしくお願いしますね」

　後頭部が見えるほど頭を下げてきた。しかも、夢まで教えてくれる。

　スイートが言うように、エキセントリックな面もあるのだろうが、基本的には礼儀正しい子のようだ。

　もしかしたら、スイートのことを気に入っているから、いろいろちょっかいをかけているのかもしれない。

「途方もない夢ですわね。まあ、せいぜいがんばって下さいな。しかしながら、スキュースお姉様がいらっしゃる場所へたどり着くのは、わたくしのほうが先ですわ」

「さあ、それはどうかしら？」

「ふん」

　スイートとアビゲイルが、視線をぶつけ合う。バチバチバチッ！　と。

　そのときだった。

　入口のほうから、ガラガラガラッ！　と乱暴にドアが開けられる音が聞こえてきた。理り刀とたちがいる場所からだと、書棚が邪魔でだれが入ってきたのかわからない。

　スイートが、理刀の手をぎゅっと握ったまま、書棚からこっそりと顔を出す。

　アビゲイルも、身を屈かがめるようにして図書室の入口へ目をむける。

　のっそりと入ってきたのは、鬼面の子だった。が、スイートを追いかけていた子ではない。鬼面のデザインが明らかに違っていた。現れた鬼面は、耳まで裂けた口からべろんと大きな舌を出している。

　べろんな鬼面の子が、理刀たちにむかって真まっ直すぐに駆けてくる。まるで、隠れている場所がわかっているかのように。

「え？　ええっ!?　どうしてわたしの居場所がわかったの!?」

　アビゲイルが、驚きの声をあげた。

　すぐさまスイートの肩をつかみ、

「なにをやったの!?　どうやって鬼を呼び寄せたのよ!?」

　鼻と鼻をくっつけんばかりに顔を近づけた。

　鬼面の子が、パタパタパタッと走ってくる。直線距離なら、すでに一〇メートルもないだろう。

　アビゲイルが、疑問や焦燥を吹き飛ばすかのような強い笑みを浮かべたあと、

「スイート、見事よ！」

　ヒョウ柄の縦巻きロールと短いスカートを翻ひるがえし、駆け出した。速い。

　書棚と書棚の間を風のように駆け抜け、突き当たりで右に曲がり、すぐに見えなくなった。直後、理刀の横を鬼面の子が通過する。パタパタパタッ。

「わたしに追いつけるかしらっ！　ぅりゃぁっ！」

　アビゲイルの叫びが、入口のほうへ遠ざかっていく。パタパタパタッ、という足音も。

　騒そう々ぞうしさが去り、図書室にまた静けさが降り積もっていく。

　スイートが、ひょい、と肩をすくめた。

「憎めない性格なのですが、あの子と話していると、とても疲れてしまいますの」

　すぐに、理り刀との左腕に抱きついてくる。むにゅっと。握った手を決して離さないまま。

「うふふ、これでようやく、ふたりきりになれましたわね。それでは、お好みの童話を選んで下さいな」




　理刀は、スイートと決して体を離さないように気をつけながら、ズラ───ッとならんでいる魔導書を眺めた。

　スイートの手を離さない、ということともうひとつ、気をつけなければならないことがある。それは、〝魔導書に触れないこと〟。

　ほとんどの魔導書には、なんらかの魔法がかけられているという。ページ毎ごとに違う術式が組み込まれている本も少なくないらしい。

　図書室にあるすべての本は、書き手が費やした時間と想おもいの結晶だから、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』の能力者は決して手にとってはならない、とスイートにきつく念を押された。

　書き手の苦労を一瞬で無駄にしてしまうから、と。

「ふふ、読みたい本を指さして下さいな。あとは、すべてわたくしがやりますから」

　スイートにそう言われ、理刀はいま魔導書の背表紙を眺めている。

　なんと書かれているのかサッパリわからないから、適当な本を指さそうとしたそのとき、

「お待ちになって!?」

　スイートが声を尖とがらせた。

「どうしたの？」

「足音が近づいてきます。これは……鬼のものですわ……」

　スイートが、理刀とつないだ左手に目を落としたあと、「もしや、アビゲイルが……」とつぶやきながら書棚と書棚の間から図書室の入口を窺うかがった。

　開け放たれたままの入口から、五本の角をもった鬼面がのそ～っと現れた。

　騒そう々ぞうしく逃げていたアビゲイルに引き寄せられたあと、彼女からこの隠れ場所を聞いたのかもしれない。もしくは、アビゲイルが逃げてきた方向から見当をつけたのかも。

　とにかく、鬼はまだこちらの正確な位置を把握できていない様子だ。どこか自信なさげに図書室の中を見回しているだけで、奥まで入ってこようとしない。

　スイートが、理刀の腕を引いてそろりと歩き出した。

　書棚の陰を進み、その先に設置されていた数個のロッカー、その中で戸が半開きになっていたものへ足音を殺して歩み寄る。

　そろそろそろっと戸を開けた。中には、消火器がひとつ入っているだけ。

　目顔で、スイートがロッカーの中へ入るよう促うながしてくる。

　隠れるの？

　ロッカーの中を指し示すと、彼女がうなずいたから……、理り刀とは躊躇ためらわなかった。

　スイートと体をくっつけたまま、音をたてないようにそろりそろりと中へ入る。そしてまた、そろそろそろっとドアを閉めた。最後まで閉じると金属質な音がもれるため、ギリギリでとめておく。

　ほとんど光のない狭苦しい空間で、理刀はホッと息をついた。が、次の瞬間には、体の前面にぴっっったりとくっついているスイートの小さな体、そのやわらかさをこれでもかと感じてしまい、顔が熱くなってきた。密着感にドキドキだ。

　下がれず、前にも進めない状態で、理刀はくぴっとツバを吞のみ込んだ。右にも左にも動けない。とにかくぴたっとくっついたままである。

「ふ、ぅ、ん」

　どこか切なげな息をついたあと、スイートがくねくねと身をよじるから、なんだか変な気持ちになってくる。

　ロッカーの中に、微妙にぬるくて、うっすらとピンクがかった空気が充満していく。

　スリスリ、スリ、と制服同士が擦こすれ合う音が、理刀の耳に忍び込んでくる。「く、ぅ、ぁん」というなんだか色っぽいスイートの声も。

「スイート？」












　理り刀とのささやきに、

「その、り、理刀と、暗いところで、は、肌を合わせているからでしょう、か？　どういうわけか、その、か、体が、あ、熱くなって……く、くすぐったいような……」

　スイートが、そろそろぉっといった感じに熱っぽい息をもらす。

　遠慮がちに鼓膜をゆらすような小声だから、余計に声こわ音ねのピンク成分がふくれあがってしまい……。ドキドキ。

　肌じゃなくて、服を着た状態で体を合わせてるんだからね？　なんて訂正をわざわざすることなく、理刀は目を閉じ……………、精神を集中した。

　煩ぼん悩のう退散！

「ん、ぁ」

　煩悩………、退散してくれません。

　血液が、頭部と下半身にそれぞれ集まっていく。

　ズボンのチャック部分はいま、スイートの下腹部とぺったり状態だから、ちょっとマズいかも。

　それに……、声、外にもれてるよね？

　そんな心配が頭をかすめた直後だった。

　ロッカーが大きくゆれた。

　続けて浮遊感。

　ロッカーの中で消火器が跳ね、それが理刀の足にぶつかってくる。当然、スイートにも当たっているわけで……。

「きゃあっ！」

「スイートっ！」

　なにが起こった!?


　　　★★★



　スキュースは、残りふたつとなった映像を前に足を組み直した。

　残っている生徒は、スイート・フォンターナとアビゲイル・キッドマンのふたりだけ。

　リイザとティアマトも、映像を注視している。

　教室に戻ってきた生徒たちも、映像に釘くぎづけだ。加えて、気絶していた子の半分ほどが意識をとり戻し、スイートとアビゲイルの様子を見守っている。鬼たちはいまもなお、そんな生徒たちから離れようとしない。

　逃げている途中、スイート憑つきの鬼を見つけたアビゲイルが、大声で「図書室にいるわよぉ」と叫んだ。その後しばらく逃げていたものの、なにか思うところがあったのだろう、腰に巻いていた小物入れから呪じゆ符ふを数枚とり出したあと、足をとめた。そして不敵な笑みを浮かべ、せっかく引き離した鬼へむき直る。

　生徒たちがざわめいた。

「あらあら、おもしろい子ね」

　リイザが中指の先を下唇に当て、心地ここちよさそうに目を細めた。

　スキュースも、アビゲイルの映像だけに目をむけた。

　興味深い行動をとる子。

　鬼ごっこだから、つかまらないように逃げ続けなければならない、という固定観念がないのだろう。だから、自らの魔力を封じて好きな本を読んだり、鬼へ立ちむかったりと思うままの行動をとっている。

　彼女は将来、どのような魔導書を著あらわすようになるのか。いつか読ませてもらいたいものである。

｛魔界の至宝｝が生み出した鬼に勝負を挑もうとする心の強さも、評価していい。

　スキュースは、ほんのわずかに、微かすかに、限りなく無表情なまま、唇をほころばせた。

　横で、ティアマトが背筋を伸ばす。

「静せい謐ひつの君、喜べ。あなたがつくり出した映像は、多少なりともスキュース様のお気持ちをやわらげることができたぞ。だが、ご満足されたわけではないから増長するな」

「はいはい。調子にのったりいたしません」

「了解の返事は一回でいい」

「はい」

「だらしなく引き伸ばすな」

「ん～もう、あなたって本当に口うるさいわね。可愛かわいい顔が意地悪鬼グレムリンに見えてくるわ」

　リイザが整った眉まゆを跳ねあげ、肩をすくめた。

　そんな彼女を、ティアマトが鉄てつ槌ついを打ちつけるような視線でにらみつける。

　そうなれば、さして好戦的ではない三女も黙ってはいない。

　スキュースは、額ひたいをくっつけそうなほど顔を近づけ、不毛なにらみ合いを始めたふたりには目をやらず、いまだロッカーに隠れ続けている妹のことを思った。

　頭をつかっているつもりだろうが、隠れていてはなにも始まらない。キッカケをつくることもできはしない。

　そうこうしているうちに、スイートたちが隠れているロッカーを鬼が見つけ、力任せにもちあげた。

　春日かすが理り刀とがいたのでは下へ手たに手を出すことができないため、まずはスイートと彼を引き離さなければならない。

　鬼は、スイートをつかまえるためならなんだってやるだろう。

　邪魔をする者がいれば速やかに排除する。

　鬼にとって、スイートは特別な存在なのだから。

　さて。

　幼い妹は、どのような道を選ぶのだろう。


　　　★★★



「うわっ！」

「きゃあっ！」

　スイートは、理り刀ともろともロッカーの外に放ほうり出された。

　なにが起こったのかわからないまま、うけ身をとって立ちあがる。と、すぐそばにロッカーを軽々ともちあげた鬼がいた。

　二秒ほど遅れて体を起こした理刀が、

「スイート、逃げろっ！」

　両手をひろげ、スイートと鬼の間に飛び込んできた。

　スイートは反射的に身を翻ひるがえした。ここでつかまるわけにはいかない。

　委員長になるのは自分だ！　という決意を胸に走った。が、背後から聞こえてきた、バシッ！　バァン！　という音に思わず足をとめ、振り返った。

　書棚にぶつかった理刀が、床にくずおれる瞬間が目に飛び込んでくる。

　ロッカーで殴り飛ばされたのだ。

「理刀っ！」

「く、ぅ、とまるなっ！」

　理刀は、倒れてもなお右腕を横に突き出して通路を塞ふさぎ、鬼にスイートを追わせまいとしてくれた。

　そんな彼に対し、鬼が無造作にロッカーをもちあげる。そのまま打ち下ろせば……。

　委員長になるのは自分。

　フォンターナ家の誉ほまれ。

　アビゲイルに負けたくない。

　クラスメイトのだれにも負けたくない。

　自分はスイート・フォンターナなのだから！

　スイートは躊躇ためらわなかった。

　両足に力を注ぎ込み、跳んだ。

　理刀っ！

「ガアァッ！」

　獣人の鋭気を吐きながら、体ごと鬼へぶつかっていく。

　ガタン！　と床にロッカーが落ちる音。

「スイート！」という理刀の叫び。

　凝縮された時間の中で、なにかがスイートにささやきかけてきた。

　〝ここにいます〟と。

　スイートは、鬼の小さな体を抱きしめたまま床を転がった。

　転がりながら気づいた。

　なんだ、そういうことだったのか、と。

　笑みが、自然にこぼれてくる。


　　　★★★



「合格、でしょ？」

　リイザが、嬉うれしそうにスキュースの顔を覗のぞき込んだ。すぐに、

「静せい謐ひつの君に合格か否いなかを判定する権限は与えられていない。急せかずスキュース様のお言葉を待て」

　ティアマトが目を尖とがらせる。

「お黙りなさい」

「黙るのは静謐の君のほうだ」

「んもぉ～、あなたは、もっと女の子らしく……」

　スキュースは右手を軽くあげ、三女と原げん初しよ竜りゆう少女の言い合いをとめた。

　鬼ごっこは終了した。こんな結果になるとは思わなかったけど……。

　スイートとアビゲイルが教室へ戻ってくる前に、生徒たちへの説明が必要だろう。

　スキュースは椅い子すから立ちあがり、生徒たちへむき直った。

　ざわついていた教室が、一瞬のうちに静まり返った。席に着いた生徒たちが、強こわ張ばった目をむけてくる。全員に、いまだ鬼が憑ついている。

　鬼に手をつかまれている者。制服の裾すそを握りしめられている者。腕に抱きつかれている者。背にしがみつかれている者。頭にのられている者。膝ひざの上に座られている者。みんな、随分と鬼に懐かれているようだ。

　喜ばしいこと。

　スキュースは、右手の人差し指を軽く動かした。

　途端、鬼たちの面が黄金色に輝き始める。

　驚きに目を大きくした生徒たちの前で、鬼たちが姿を変えていく。

　鬼たちの正体は……。


　　　★★★



　スイートは倒れた鬼の手をつかみ、引き起こしてあげた。そして、自分よりずっと華きや奢しやなその体を抱きしめる。花の香り。陽ひの匂におい。子どものぬくもり。それから……。

　鬼の瞳ひとみが、心地ここちよさそうに微笑ほほえんでいる。

　鬼ごっこは、鬼から逃げ回る遊び。

　しかしいまやっていることは、委員長決めの鬼ごっこで、魔導書学科の生徒として臨のぞんでいることだから、それなりの解釈が求められるはずで……。

　鬼に渾こん身しんのタックルを決めた瞬間、スイートはすべてを理解した。逃げるより、ぶつかったことでそれを手にすることができた。

　鬼に立ちむかい、その結果、自分の中へとり込めば……。

　スイートの腕の中で鬼面が溶け崩れ、空気の中へ消えていく。

　その下から現れたのは、ため息が出そうなほど満ち足りた少女の笑顔だった。あごのラインで切りそろえられたおかっぱヘアは、スイートと同じ薄紫色である。

　スイートから体を離した少女が、深々と頭こうべを垂れた。

「初めまして。ふつつかな筆ですが、どうぞよろしくお願いします」

　スイートの横に立った理り刀とが、「フデ？」と首を傾かしげている。

　うふふふ、と思わず笑ってしまったスイートは、彼を驚かしてやろうと右手を少女にむけて突き出した。

「わたくし、スイート・フォンターナは、あなたとともに魔導書の道を歩むことを、フォンターナの紋章に誓いましょう」

　少女の体が、目にやさしい、それでいて濃い白光に包まれる。

　理刀が、驚きの吐息をもらす。

　スイートは、右手に慎つつましやかな友の息吹いぶきを感じた。

「それは……」

　理刀のつぶやきを耳に、スイートは震える心を微笑ほほえみにのせた。

　白光とともに姿を変えた少女はいま、ペンに変化してスイートの右手に握られている。

　薄紫色の羽根飾りがついた、世界に一本だけの真新しい魔道具ペン。

「素敵なペンですわね」

「どういうこと？」

　理刀が、ぽかんとした顔でスイートの手もとを見下ろしている。

「うふふ。これはスキュースお姉様からのプレゼントですわ」

「プレゼント？　ということは、ずっとプレゼントから逃げ回ってたってこと？」

「その通りですわ。スキュースお姉様はおそらく、鬼ごっこの中で、生徒たちがどのようなかたちで筆の〝声〟を聴こうとするのか、そこを見たかったのだと思います。委員長決めなど、あくまでもついでだったのではないでしょうか」

「鬼が追いかけてきたら、普通は逃げるんじゃないかな？　話しかけようなんて……」

「本当に、理刀の仰おつしやる通りですわ。意地悪なやり方かもしれませんわね。それでも、スキュースお姉様らしいといえば、らしいやり方ですわ」

　スイートは、わずかに肩をすくめた。遠視みられているかもしれないから、あまり変なことは口にできない。

　スイートは、ペンの硬さを手に感じながら目を閉じた。

　フィラデルフィが遺のこした言葉。

『魔導書の小こ径みちは、筆とともに歩めば切せつ所しよもまた楽し』

　スキュースが言っていたこと。

『自分のペンとともに自分だけの径を見つけ、たとえ難所に差しかかってもあきらめることなく、自分の足で歩いていって』

　これから未さ来き、スイート・フォンターナは、どんな言葉を生み出すことができるのだろう。どんな書を後世に残すことができるのだろう。このペンといっしょに。

　考えるだけで、楽しくなってくる。やるぞ！　という気持ちが湧わきあがってくる。

「んじゃあ、スイートは鬼の正体に気づくことができたから、合格ってこと？」

　理り刀との声に、スイートはそっと目を開いた。

「どうでしょうか？　それは、スキュースお姉様のお心次第ですから……それに、委員長にはなれませんでした。おそらく、アビゲイルの足なら、いまなお鬼から逃げ続けていることでしょう。他ほかにも、何人か残っているかもしれません」

「そっか……」

　理刀が残念そうに下唇を嚙かんだから、スイートは意識して笑顔をつくった。

「委員長にはなれませんでしたが、わたくしにはこのペンがありますわ。それに、このペンとの出会いを理刀とともに迎えることができましたから、とてもいい記念になりました。そんなことよりも……お体は大丈夫ですか？　このペンにひどいことをされて……」

　ロッカーで、バシッ！　と叩たたかれて……。

「大丈夫。まったく問題ナシ。その子、手加減してくれてたみたいだし、ね」

　理刀が頰ほおをゆるめてくれたから……、スイートは吸い寄せられるように彼の腕に抱きついた。ぎゅぎゅぎゅっ。

　ペンが彼の体に触れないよう、用心して抱きつかないといけないけど……。

「まあ、とにかくいまは、おめでとう、かな？」

　彼の言葉で、意識してつくっていた笑顔が心からのものに早変わりする。


　　　★★★



　理刀は、教室へ戻るというスイートといっしょに図書室を出た。

　廊下を進み、あと一〇メートルほどで教室の入口というところで、スイートがピタリと歩みをとめたから、理刀もいっしょに立ちどまる。

　二〇メートルほど先から、こちらをジッと見ている少女がひとり。

　ヒョウ柄の縦巻きロールヘア。背の高いスレンダーな体。細さと微妙につり合わないそこそこ大きな胸。

　アビゲイル・キッドマン。

　彼女も、羽根飾りがついたペンを手にしている。

「ふん」と息をついたあと、スイートが再び歩き出したから、理り刀とも彼女とならんで歩を進めた。

　アビゲイルも、こちらにむかって歩き出す。

　互いの距離が縮まり、教室のドアの前で再び双方が足をとめる。

「つかまったのは、どっちが先かしら？」

　先に口を開いたのは、アビゲイルだった。

「さあ、どちらでしょう？　あ、その前に訂正させていただきますわ。わたくしはつかまってなどいません。自らの意志で魂ペンに飛びつきましたの」

「スイートは、鬼の正体に気づいてたの？」

「気づいてはいませんでした。ただ、運がよかっただけですわ」

「運？　うふ、運なんてモノ、わたし信じてないの。運も偶然も必然も、ぜぇ～んぶひっくるめて天の配剤だもの。そして天の配剤は、自分の意志と行動で配分を操作できるから楽しいのよ」

「天の配剤、ですか……仰おつしやる通りかもしれませんわね。だとしたら、委員長には……」

「わたしとあなた、どっちがなるのかしら？」

　スイートとアビゲイルが、ふたりいっしょにドアを開けた。理刀は、彼女たちの後ろから教室の中を覗のぞき込んだ。

　途端、大きな拍手が押し寄せてきた。

「まぁ！」とスイート。

「わっ!?」とアビゲイル。

　理刀も、彼女たちの後ろで息を吞のんだ。なんだ!?

　教室へ入るとすぐ、輝く銀のロングヘアが目に飛び込んできた。スキュースである。彼女の後ろに、直立不動で表情を引きしめているティアマトもいる。教壇の横で微笑ほほえんでいるのはリイザだ。

　拍手をしているのは、リイザと生徒たちである。スキュースとティアマトは、無言で理刀たちを見つめているだけ。

「委員長と副委員長のお帰りね」

　リイザが、ここでようやく拍手をやめた。

　パチパチ、パチ……、と教室の中から拍手が消える。

　途端、静けさがひろがった。

　スイートとアビゲイルが、互いに顔を見合わせている。

　どうやら、最後まで鬼から逃げ続けていたのは、ふたりだけだったようだ。

　普通科の人間が、ここにいていいのかな？　なんてことを考えながらも、理刀は教室に一歩だけ入った場所から動かなかった。

『委員長と副委員長のお帰りね』とリイザが言っていた。

　委員長と副委員長。

　残っているのは、スイートとアビゲイルのふたりだけ。

　果たして、どっちが委員長に？

　理り刀とは唇を引き結んだ。

　鬼ごっこの結果を聞くまでは、ここを動けない。




　結局…………………………………………………、委員長になったのはスイートだった。

　スイートとアビゲイルが鬼と接触したのは、同時だったらしい。

　その結果、生徒たちの投票ということになり、鬼の正体に限りなく近づいていたスイートが選ばれた。圧倒的な票差、というよりもクラスメイト全員を味方につけて。

　副委員長になれたとはいえ、アビゲイルがなんだか可哀かわい相そうになった理刀である。

　出ていけ、とはだれにも言われなかったため、理刀はちゃっかり魔導書学科の教室に居座り続け、スイートの笑顔を眺めていた。

　アビゲイルと固い握手を交わしているときも、彼女は笑顔だった。額ひたいに青筋を立て、ギリギリと手を握り合わせていたように見えたけど、とにかく笑顔だった。

「みなさん！」

　スイートが、張りのある声で生徒たちへ呼びかけた。

　スキュースが、ティアマトが、リイザが、アビゲイルが、教室中の生徒たちが、彼女に注目する。

　みんなの視線を一身に集めたスイートが、右手にもった羽根飾りつきのペンを、大事そうにみぞおち付近へ押しつけた。

　ひと呼吸後、

「わたくしは、このペンに〝カオリ〟という名を贈りたいと思います」

　澄んだ声で宣言した。

　カオリ？　また随分と和風な名前をつけるんだな……、と思いながらも、理刀はそっと手を叩たたいた。パチパチパチ。

「さっそく命名したのね。だったら、わたしは〝ペンペン〟と名づけるわ」

　アビゲイルが、自らのペンを真まっ直すぐに突き出した。だがすぐに眉まゆ根ねを寄せ、

「ん 、〝ペンキング〟も捨てがたいわね。〝ペンギン〟も悪くないし。シンプルに〝ペン〟だけでもいいかしら……あっ!?〝スイート〟という名前も……」

「その名前だけは、断固として認めるわけにはいきませんわ」

　心底嫌そうに顔をしかめたスイートが、アビゲイルへ横目をむける。

　委員長と副委員長のやりとりに続き、教室の中からも声があがる。

「んじゃあ、オレは〝ライム〟にしよう」「わたしは、自分の名前の一部をとって〝リィン〟にするわ」「お母様の名前を縮めて〝ソーナ〟と呼ぼうかしら」「〝フィフィ〟にしよっと」「あ、それボクがつけようと思ったのに。〝フィラデルフィ〟の愛称だろ？」

　教室中が、一気に騒がしくなった。

　そんな中、理り刀とに歩み寄ってきたスイートが、みんなの前であるにもかかわらず体をくっつけ、耳もとに唇を近づけてきた。

　ドキッと胸が高鳴る。

「〝カオリ〟は、『混沌とした実在カオテイツク・リアル』を略した名前ですわ」

　彼女のささやきに、バクバクバクッと心臓が暴れ出す。

　透明な頰ほおをふんわり桜色に染めたスイートが、視線を理刀の胸もとに落としながら言葉を続けた。

「魔導書作家にとって、ペンは、い、命と同じくらい大切なものなのです」

　ここで、彼女がサッと顔をあげ、真まっ直すぐな目をむけてきた。

「つまり、そういうことですわ」

　スイートの微笑ほほえみは、紅あかくて、可愛かわいくて、空気を暖色に染めるから、正面からうけとめている理刀はもはや、息苦しくなるほどドキドキで……。





エピローグ




　スイートは、壁の時計に目をやった。そろそろ昼休み。

　理刀も時間が気になるようだ。先ほどから、腕時計にチラチラと視線を落としている。

　リイザが、パンパンと手を叩たたいた。

「みなさん、お疲れ様でした。クラスの委員長と副委員長も決まったことですし、これからちょっとしたパーティーをしましょう」

　笑顔になった生徒たちが、いっせいに手を叩く。

　リイザがたおやかに両手をひろげると、生徒たちの椅い子すや机が消え、代わりに大きな丸テーブルが五つ現れた。その上に、様々な種類のケーキが所狭しとならんでいる。

　甘いもの好きのリイザらしい、自分の好みを全力で押し出した品しな揃ぞろえである。生徒たちの意見など聞きもしない。

　甘いものは嫌いじゃないけど……。

　クラスメイトたちが、特に女の子たちが喜びの声をあげている。

　理刀が、ケーキで埋め尽くされたテーブルへ驚いた顔をむけている。

　スキュースとティアマトは、これといって興味がなさそうな様子で、しかしそんな思いを決して表情には出すことなく、テーブルに群がる生徒たちを眺めている。

「んきゃあっ！　わたし、ケーキ大好き！　チョコのヤツがいちばん好きっ！　ハッ!?　ペンの名前、チョコと合体させて〝ペンチョ〟というのはいいかも！　ペンチョ。いい響きだわ！　命名よ！　ペンチョ！　きゃ～ん、ペンチョ！」

　アビゲイルが、ひとりではしゃいでいる。クラスメイトたちは、だれひとり相手をしようとしない。みんな、彼女の大声が聞こえているはずなのに。

　ペンチョなんて……、いや、もはやなにも言うまい。

　スイートは小さく首を振りながら、ノドもとまであがってきた「ペンのためにも、他ほかの名前にしてみてはいかがでしょう？」という言葉を吞のみ込んだ。人の好みはそれぞれだ。

　ふと横を見ると、また腕時計に目を落としている理り刀との姿が目に飛び込んできた。

　もうすぐ昼休み。お弁当をひろげる時間。

　昼休みになれば、普通科クラスにキュートたちがやってくるから……。

　スイートは、心を蝕むしばむなにかに気づかないフリをしながら、理刀に素早く近づき、

「本当にありがとうございました。いろいろ手伝っていただいて。お陰で、フォンターナの家名を汚すことなく、魔導書学科の初代委員長になることができましたわ」

　肩をちょんと彼の腕にくっつけながら、懸命に笑みを浮かべた。唇の両端を思いっきりつりあげて、笑顔笑顔。最高の笑顔を！

「おめでとう」

　理刀が、泣きたくなるほどやさしい笑顔を返してくれる。

　だからスイートは、気持ちを固めた。

　心を侵食するなにかを振り払い、彼の背に手を添え、

「理刀は教室へお戻り下さいな。もうすぐキュートたちがやってくるはずですから。お礼は、放課後にまたしっかりとさせていただきますわ」

　壊れ物を扱うように、そっと押した。いってほしくないな、という縋すがるような、身を絞られるような、叫びたいような気持ちを心の底に沈めながら。

「ん～、そうだね。オレがここにいること、キュートたちは知らないし、部外者のオレがいても邪魔なだけだろうし、ね」

　物わかりのいい理刀が、やさしい微笑ほほえみを浮かべたあと、「それじゃあ、オレはこれで失礼します」とスキュースとリイザへ頭を下げたあと、クラスメイトたちの騒そう々ぞうしさに押し出されるようにして、こっそりと教室を出ていった。

　スイートは、彼が消えたドアを見つめたまま、心に刺さった無数のトゲを一本ずつ抜いていった。

　そうしながら考える。

　キュートへ意識をむけている理刀を、この場にいつまでもとどめておきたくない、と。

　心のどこかで、自分は妹に一歩退ひいている。

　スイートは、そのことに気づいていた。

　愚妹いもうとには絶対に負けたくない、といつも思っている。思っているけど、キュートの名前を口にするときの理り刀とは、いつもほんのわずかに瞳ひとみを輝かせているから。体を包む熱も、少しだけ高まるから。無自覚だろうけど、それが、少し、苦しくなるときがある。

　いまが……、そう。

　彼の微妙な変化を鋭く感じとってしまう獣人の嗅きゆう覚かくが、ときどき嫌になる。

　いま…………………………、つま先が見えている。磨かれた革靴のつま先が……。

　ふと気づいた。

　自分が、うつむいていることに。

　知らず、視線を落としていることに。

　しょんぼりと、項垂うなだれていることに。

　なにを気落ちしているのだろう。クラスの委員長になったのだから、毅き然ぜんとしていなければならないのに。

　それでも、心は凋しぼんでいって……。

｛不凋花の唇アスフオデル・リツプ｝なんて忌いみ名をもっているくせに。

　スイートは顔をあげ、無理やり、心を削るようにして頰ほおの肉を動かした。同時に、唇の両端を強引につりあげる。

　微笑ほほえまなければ。自分は委員長。そして、フォンターナ家の六六六女なのだから。ここには、クラスメイトとふたりの姉がいる。無ぶ様ざまな姿は見せられない。

　重々しい気持ちを振り払いながら、スイートはクラスメイトたちへ目をむけた。

「ペンチョペンチョ！」とアビゲイルが、自らのペンにしつこく呼びかけている。とても満足げに。他ほかのクラスメイトたちも、ケーキを食べながら笑顔をならべている。教室を彩いろどっているのは、明るい色。それもそのはず、生徒たち全員が｛魔界の至宝｝から素晴らしい贈ペ物ンをもらったのだから。

　スイートも、カオリと出会うことができた。

　それでも、心は重くて。

　重くても、つらい顔はできなくて。

　意地でも、委員長然としていなければならなくて。

　ここに立っているのは、スイート・フォンターナ。フォンターナ家の六六六女。長女と三女も見ている。気持ちを強くもて！　と自らに言い聞かせた。

　そのとき………………………………、カラカラカラ、とドアが開く音が聞こえてきた。

「？」

　見て、スイートは我が目を疑った。

　ドアのむこうから、理り刀とが教室の中を覗のぞき込んでいたから。

「どうなさいました？」

　スイートは、慌あわててドアに駆け寄った。

　彼が、どこか照れくさそうな笑みを浮かべ、

「やっぱり、スイートが委員長になったんだから、いちばん熱くなってるときにお祝いしなきゃ、って思ってさ」

「わたくしのために戻ってきて下さったのですか？　でも、キュートたちは……」

「黒くろ媛ひめのケータイにメール送っといたから、ペンタグラム組は心配ないよ」

　彼の笑顔が、視界いっぱいにひろがったような気がした。

　気持ちが満たされていく。心が理刀色に染まっていく。

　つい先ほどまで、心がカラカラに渇き、水気を欲していたのに……、いまはもう、十分すぎるほど潤っていて、水分が外へあふれ出そうになっている。証拠に、瞳ひとみが濡ぬれ始めて……。とめようもなくて……。

　気づいたときには、理刀の首に飛びついていて。

　彼の頰ほおに………。

　ちゅ♡












あとがき




『ＳＳ』の第二弾をお届けします！

　さっそくですが、『ＳＳ』の意味は……、

　①スイート・スペシャル　②スイート・スイート　③シュガー・スイート　④ショート・ストーリー　⑤サービス・サービス　⑥シャープ・ショック　⑦その他ほか

　前回の『ＳＳ　クールに黒くろ媛ひめ！』同様、読者の皆様が感じとったままの『ＳＳ』をイメージしながら読んで頂けたらと思います。




　黒媛の次はだれ？『ＳＳ』の舞台でプリマドンナを務めることができる女の子は？

　候補者は、スイート・フォンターナ、美み々み津つ巴ともえ、亜あ威い百もも香か、ササラ・ビョルンストライド、そしてお姉様方のだれか。

　もめにもめました。

　スイートの｛不凋花の唇アスフオデル・リツプ｝的なドタバタ地下学院アンダーレゾンライフを紹介するのか。

　巴の｛謎エニグマ｝的なハラハラ死霊使いネクロマンサーアドベンチャーでいくのか。

　百香の｛世界樹の一葉フユーチヤリング・ワン｝的なドキドキ未来視サスペンスで攻めるのか。

　ササラの｛傀儡使いプレイヤー｝的なラブラブお姫様アクションを貫くのか。

　激論の末、「クジで決めよう！」ということになり……。

　公正なクジ引きバトルの結果、スイートが両手を頭上に突きあげた、というわけです。

　今回、お姉様方には丁重にお引きとり願いました。彼女たちのだれかひとりでもクジ引きに参加すれば、おそらく「公正」の二文字は消し飛んでいたはずですから……。




　ここでおさらいです。

　地下学院には、四つの学科があります。

　スイートが在籍している『魔導書バイブル学科』。講師は二七女のルルディです。

　三八女のネクロが講師をしている『封印庭アーク学科』。

　描いた画えを三次元に引き出す、という技を身につける『魔画アポスル学科』。

　言葉や歌によって、自分や他者がもつ様々な力を高める術式を学ぶ『言霊ゴスペル学科』。




　いつの日か、地下学院が舞台のストーリーを！

『きゅーきゅーキュート！』が巻を重ねさせてもらっている間、頭のどこかでずっとそのことを考えていました。

　執筆と並行して、専門学校の講師をさせてもらっているボクですから、そんな環境や状況を下地にしたストーリーをつくりたいな、と思うようになって……。

　がんばっている生徒さんたちに力をもらい続けているボクですから、その〝情熱〟をキャラの思考や行動に落とし込みたいな、と考えるようになって……。

　というわけで『ＳＳ』内の短編、その一本で『魔導書バイブル学科』を舞台に選んでみました。

　スイートが、彼女のクラスメイトが、そこに参加する理り刀とが、どのような〝情熱〟を胸に突っ走るのか……、楽しんで頂けたら幸いです。

　もちろん、他ほかの短編にもスイートの可愛かわいさをむぎゅぎゅっと詰め込んでいます！




　今回の『ＳＳ』も心強い方々に多くの助力を頂きました。

　本編と『ＳＳ』、双方のビジュアル面を一手に担になって下さっている武む藤とう此史くりひと先生。

　本編と『ＳＳ』、ふたつのストーリー・ライン、その中軸をがっちりと守って下さっている担当の笹ささ尾おさん。そして編集部の皆様。

　本編と『ＳＳ』、ふたつの物語に興味をもって下さった読者の皆々様。

　驚くほどたくさんの方々に背を押され、励まされ、助けてもらってばかりの日々を想おもうと……、出てくるのは感謝の言葉しかありません。

　ありがとうございました！









　著者

　野島けんじ（のじま・けんじ）

　　地震雷火事オヤジ。火災天災人災アクサイ。煙害水害干害ナイスガイ。

　　雨にも負けず風にも負けず、様々なアクシデントにもめげず、片時も休むことなく呼吸を繰り返し、二酸化炭素をつくり続けています。

　　温暖化防止の一助になれば、と日々を静かに呼吸を乱すことなく送っていきたい……、と願っているのですが、なかなか思うようにいきません。




　イラストレーター

　武藤此史（むとう・くりひと）

　　挿絵とか原画描いて生活しています。

　　主な仕事は「オオカミは懐かない!?」（ファミ通文庫）「操り世界のエトランジェ」（角川スニーカー文庫）等。

　　ちょっと前にＴｗｉｔｔｅｒをはじめましたよ。

　　はじめたは良いけど机に向かってばかりだと話す内容無いよね…！

　　主に朝昼夜に呟くので時報ちゃんと呼んで下さい。

　　http://kuripoko.blog78.fc2.com/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／武藤此史

　　装丁／blue
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